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はじめにはじめにはじめにはじめに

この章では、このマニュアルの目的と構成について説明します。「はじめに」には、次の情
報が含まれています。

� このマニュアルの目的

� このマニュアルの対象読者

� このマニュアルの構成

� ドキュメント・セット

� 関連資料

� このマニュアルの表記規則

このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルでは、Oracle Enterprise Managerリリース 2.1の構成方法を説明します。

Oracle Enterprise Managerは、異種環境を管理するための統合ソリューションを提供するシ
ステム管理ツールです。グラフィカル・コンソール、Agent、共通サービスおよびツールの
組合せにより、Oracle製品を管理するための統合された総合システム管理プラットフォーム
を提供します。

プログラムの更新および Oracle Enterprise Managerの使用上の重要な注意は、『Oracle 
Enterprise Manager 日本語リリース・ノート』を参照してください。

構成完了後は、Oracle Enterprise Managerの使用方法については、Oracle Enterprise 
Managerのオンライン・ヘルプまたは『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』を参照
してください。
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このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者
このマニュアルは、Oracle Enterprise Managerを構成するデータベース管理者およびシステ
ム管理者を対象としています。読者は、Oracleと、実行する管理作業に精通している必要が
あります。

Oracle8i リリース 2（8.1.6）の一般情報および操作方法は、『Oracle8i 概要』を参照してくだ
さい。データベース管理手順の詳細は、Oracle8i リリース 2（8.1.6） ドキュメント・セット
を参照してください。Oracle8i リリース 2（8.1.6） ドキュメント・セットには、Oracle 
Enterprise Managerの各種ツールで実行できるデータベース管理作業について、具体的で詳
細な説明が記載されています。また、Oracle8i リリース 2（8.1.6） ドキュメント・セットに
は、データベースの最適な管理方法についてのアドバイスも記載されています。

読者は、使用しているMicrosoft Windowsまたは Solarisシステムの操作についても精通し
ている必要があります。必要に応じて、ご使用のWindowsまたは Solarisシステムのドキュ
メントを参照してください。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次の章から構成されています。

章章章章 説明説明説明説明

第 1章「Oracle Enterprise Managerの概要」 Oracle Enterprise Managerの構成の概要について説明します。

第 2章「リリース 2.1のリポジトリの作成」 Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantを使用して、
新規のリポジトリを作成する方法を説明します。

第 3章「Management Serverの管理」 Oracle Management Serverの開始、停止、状態のチェック方法
について説明します。

第 4章「Management Serverの追加」 新しいManagement Serverを追加して、既存のリポジトリを管
理する方法について説明します。

第 5章「Intelligent Agentの起動」 Oracle Intelligent Agentの起動方法について説明します。

第 6章「コンソールの設定」 Oracle Enterprise Managerリリース 2.1の構成および起動方法に
ついて説明します。

第 7章「リリース 1.xのリポジトリからリリース
2.1のリポジトリへの移行」

ユーザーのリリース 1.xプライベート・リポジトリを、新しいリ
リース 2.1リポジトリの特定のユーザーに移行する方法について
説明します。

リリース 2.0のリポジトリをリリース 2.1のリポジトリへアップ
グレードする場合の詳細は、B-2ページの「リリース 2.0のリポ
ジトリからリリース 2.1のリポジトリへのアップグレード」を参
照してください。

第 8章「DBA Studioの設定」 DBA Studioのセットアップ方法について説明します。

付録 A「ディレクトリ構造」 Oracle Enterprise Managerリリース 2.1のディレクトリ構造につ
いて説明します。
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ドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セット
Oracle Enterprise Managerリリース 2.1のドキュメント・セットには、次のドキュメントが
含まれています。

� 『Oracle Enterprise Manager 日本語リリース・ノート リリース 2.1』には、Oracle 
Enterprise Managerの最新情報に関する重要な説明とその他の最新ニュースに加えて、
製品の実際の動作とドキュメントの説明との違いについて記載されています。

� 『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド リリース 2.1』には、Oracle Enterprise Manager
システムの構成に関する情報が記載されています。

� 『Oracle Enterprise Manager 概説 リリース 2.1』には、Enterprise Managerシステムの概
要が記載されています。

� 『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド リリース 2.1』には、Oracle Enterprise 
Managerシステムのコンポーネントと機能について記載されています。

� 『Oracle Intelligent Agent ユーザーズ・ガイド リリース 8.1.6』には、Oracle Intelligent 
Agentの管理方法について記載されています。

� 『Oracle Enterprise Manager メッセージ・マニュアル リリース 2.1』には、Oracle 
Enterprise Managerのエラーについて、考えられる原因と推奨される処置が記載されて
います。

Oracle Enterprise Managerドキュメント・セットの他にも、Oracle Enterprise Managerで
は、各種コンポーネントの詳しいオンライン・ヘルプが提供されています。

関連資料関連資料関連資料関連資料
『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』では、関連資料の重要な情報を参照しています。
このマニュアルで参照されている関連書籍は、次のとおりです。

� Oracle8i リリース 2（8.1.6）の概要と機能は、『Oracle8i 概要』を参照してください。

付録 B「Configuration Assistantの操作」 リポジトリのアップグレード方法と削除方法、および別のリポ
ジトリを使用するため、またはリポジトリのユーザー・パス
ワードの変更に対応するために、ローカルManagement Server
をリダイレクトする方法について説明します。

付録 C「トラブルシューティング」 発生する可能性のあるトラブルシューティングについて説明し
ます。

付録 D「リポジトリのサイズ設定」 リポジトリのサイズ設定に関する推奨事項が記載されています。

付録 E「Webサーバーの構成とディレクトリ・
マッピング」

Oracle Application Serverリスナーがインストールされていない
場合の、Webサーバーとディレクトリ・マッピングの構成につ
いて説明します。

章章章章 説明説明説明説明
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� Oracle8i リリース 2（8.1.6）の管理の詳細は、『Oracle8i 管理者ガイド』を参照してくだ
さい。

� Oracleの以前のバージョンからの移行手順は、『Oracle8i 移行ガイド』を参照してくだ
さい。

� Oracleの SQLコマンドおよび関数の詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』を参照して
ください。

� Oracle8i リリース 2（8.1.6）にバンドルされているユーティリティの情報は、『Oracle8i 
ユーティリティ・ガイド』を参照してください。

� Oracleメッセージおよびコードの詳細は、『Oracle8i エラー・メッセージ』を参照して
ください。

� Oracleネットワーキング・システムの詳細は、ネットワーク固有のドキュメントを参照
してください。

� Windows NTにおける Oracle8i リリース 2（8.1.6）の詳細は、『Oracle8i for Windows 
NT インストレーション・ガイド』、『Oracle8i for Windows NT 管理者ガイド』および
『Oracle8i for Windows 日本語リリース・ノート』を参照してください。

� Oracle Parallel Serverの詳細は、『Oracle8i Parallel Server セットアップおよび構成ガイ
ド』を参照してください。このドキュメントには、Oracle Parallel Serverおよび Oracle 
Enterprise Managerで Oracle8i リリース 2（8.1.6）を使用するための準備で必要な情報
が記載されています。「Oracle Parallel Serverの概要」の章には、Oracle Parallel Server
の概念およびコンポーネントの概要が記載されています。この情報は、Oracle8i リリー
ス 2（8.1.6）の環境で Oracle Parallel Serverをインストールおよび構成を準備し、計画
する際に有効です。

このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則
ここでは、このマニュアルで使われている表記規則を説明します。

例例例例
このマニュアルには、コードの例が記載されています。例のテキストは、このマニュアルの
本文とは違う書体で示されていますので注意してください。次に示すのは、SELECT文の例
です。

SELECT * FROM emp

このマニュアルで示す例は、大文字と小文字を次の表記規則に基づいて使い分けています。

� CREATE、NUMBERなどのキーワードは大文字で表記してあります。キーワードには
特別な意味があります。キーワードは大文字または小文字のどちらでも指定できます
が、それらを使用する場合はコード例と同じ表記をする必要があります。
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� データベース・オブジェクトとそれらの部分の名前は、empや empnoのように、小文字
で表記してあります。ただし、このマニュアルの本文中では、データベース・オブジェ
クトとその部分の名前は、大文字で示されています。

� 例では、パラメータがプレースホルダの役割を果たします。パラメータは小文字で表記
されます。パラメータは、通常、スキーマ・オブジェクトの名前、Oracleデータ型また
は式です。構文図でパラメータを参照する場合、該当する型のオブジェクトまたは式を
代入してください。このマニュアルの本文では、パラメータ名はイタリック体で表記さ
れますので注意してください。

コマンド構文コマンド構文コマンド構文コマンド構文
� イタリック体は、application_nameのように、変数に使用されます。実際に使用す

る値を指定してください。

� |は、選択肢を示します。

� {param1 | param2 | ...}は {}内のパラメータの 1つを指定する必要があることを示しま
す。カッコは入力しないでください。

� [  ]は、オプション・パラメータを示します。カッコは入力しないでください。
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                                                            Oracle Enterprise Managerの概要
1

Oracle Enterprise Managerの概要の概要の概要の概要

Oracle Enterprise Managerは、異種環境を集中管理するための統合ソリューションを提供す
るシステム管理ツールです。Oracle Enterprise Managerでは、グラフィカル・コンソール、
Oracle Management Server、Oracle Intelligent Agent、共通サービス、および Oracle製品管
理用の統合された包括的システム管理プラットフォームを提供するツールを組み合せて使用
します。

この概要では、次の内容について説明します。

� Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャ

� Oracle Enterprise Managerシステムおよびハードウェアの要件

� 基本用語

� Oracle Enterprise Manager構成の概要

Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャは、3層から成っています。第 1層のクライア
ントは、Javaベースのコンソールと統合アプリケーションで構成されています。第 2層は、
Management Serverまたは指定したManagement Serverグループで、インテリジェント機
能の集中化と、クライアントとターゲット間の制御の分散を実現します。第 3層は、データ
ベース、ノードまたはその他の管理対象サービスなどのターゲットで構成されています。
Intelligent Agentは、ターゲットごとに 1つ常駐して、そのターゲットのサービスに登録イ
ベント（潜在的な問題の発生）がないかどうかを監視し、Oracle Management Serverを介し
てコンソールによって送られたジョブを実行します。

マシン上のサービス数に関係なく、1台のマシンには 1つの Agentしか存在しません。
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Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャ
Oracle Enterprise Managerの 3つの主要コンポーネントは、次のとおりです。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 機能機能機能機能

コンソール コンソールでは、強力かつ確実なシステム管理を実現する直観的なグラ
フィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）により、Oracle環境を一
元的に制御できます。

Management Server Oracle Management Serverは、インテリジェント機能の集中化と、コン
ソールと管理対象ノード間の制御の分散化を実現します。具体的には、
コンソールから送られるシステム管理タスクを処理し、企業全体でのこ
れらのタスクの分散を管理します。Oracle Management Serverには、シ
ステム・データ、アプリケーション・データ、リポジトリ（データベー
ス内に格納されている表の集合）に入っている管理対象ノードの状態に
関する情報が、すべて格納されています。ジョブまたはイベントを管理
しているManagement Serverには、そのジョブやイベントの状態に関す
るすべての情報（スケジュール済、Intelligent Agentからの応答待ち、
コンソールへの通知待ちなど）が格納されます。Management Serverが
複数ある場合は、ワークロードを自動的に分散して、バランスをとるた
め、高いパフォーマンスと拡張性が保証されます。

Java
コンソールコンソールコンソールコンソール

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ

ノードノードノードノード
1-2　Oracle Enterprise Manager構成ガイド                             



Oracle Enterprise Managerシステムおよびハードウェアの要件
Oracle Enterprise Managerリリース 2.1のアーキテクチャに関する詳細は、『Oracle 
Enterprise Manager 概説』の第 1章を参照してください。

Oracle Enterprise Managerシステムおよびハードウェアの要件システムおよびハードウェアの要件システムおよびハードウェアの要件システムおよびハードウェアの要件
Oracle Enterprise Managerのコンポーネントは、管理環境によって異なるどのような構成で
も実行できます。たとえば、それぞれの層を個別のマシンで実行することも、1つのマシン
で 3つのすべての層を実行することもできます。

Enterprise Managerのコンポーネントを個別のマシンで実行するには、次の要件を満たす必
要があります。

コンソールと DBA Management Packのみを実行するマシンの要件は次のとおりです。

� Pentium I 266MHzまたは SPARC 20

� 64MB RAM

� ハード・ディスクの空き容量 190MB

注意注意注意注意 :　Webブラウザで Enterprise Managerコンソールを実行するには、64MBの RAMが
必要です。Webサイトおよび Oracle Application Serverリスナーを実行するには、102MB
必要です。

注意注意注意注意 :　統合アプリケーションの場合は、さらに 18MB必要です。

Management Serverのみを実行するマシンの要件は次のとおりです。

� Pentium II 300MHzまたは SPARC Ultra 1

� 64MB RAM

Intelligent Agent Intelligent Agentは、ネットワーク内の管理対象ノードで稼動するプロ
セスです。Management Serverを介してコンソールから送られたジョブ
やイベントを実行します。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 機能機能機能機能

コンソールコンソールコンソールコンソール

ジョブ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・
サービスサービスサービスサービス

イベント・イベント・イベント・イベント・
サービスサービスサービスサービス

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
・サービス・サービス・サービス・サービス

検出検出検出検出
サービスサービスサービスサービス

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ
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基本用語
� ハード・ディスクの空き容量 190MB（トレースをオンにした場合、トレース・ログ用に
さらに 50MB割り当てる必要があります。）

1つのマシンで Enterprise Managerのすべてのバンドル（コンソール、DBA Management 
Pack、Oracle Management Serverおよびデータベース・リポジトリ）を実行する場合の、
マシンの要件は次のとおりです。

� Pentium II 400MHzまたは SPARC Ultra 1

� 128MB RAM

� ハード・ディスクの空き容量 190MB（リポジトリを構成するために必要な 6～ 26MBが
含まれます。リポジトリの容量がどのくらい増加するかを予想するには、付録 D「リポ
ジトリのサイズ設定」を参照してください。また、トレースをオンにした場合、トレー
ス・ログに対してさらに 50MB割り当てる必要があります。）

注意注意注意注意 :　この要件では、Enterprise Managerリポジトリに対してデータベースがすでに存在
していると仮定しています。データベースがインストールされていない場合は、インストー
ルする必要があります。Oracleデータベースに対して推奨されるシステムおよびハードウェ
アの要件は、対象のデータベース・リリースのインストレーション・ガイドを参照してくだ
さい。

デフォルトの Enterprise Managerパッケージ（各自の環境で 1つの Oracle Management 
Serverを使用するパッケージ）は、次の特性を持つ環境を最適にサポートするようにチュー
ニングされています。

� 40～ 50台のマシン

� 管理対象のデータベース・インスタンスまたはその他の管理対象の合計が 80～ 100（1
つのノードにおいては最大 10個の管理対象）

� 常にアクティブに使用するコンソールは最大 12～ 15、また断続的 /受動的に使用するコ
ンソールは無制限

� 1日に 1つのノードで 10個のジョブが稼動

� 1日に 1つのノードで 10件のイベント・トリガー

管理対象のノードが増加した場合にパフォーマンスを改善するには、管理対象の 50個の
ノードにつき 1つのManagement Serverを追加するか、またはManagement Serverマシン
の CPU容量を増加することをお薦めします。

コンソール、ジョブまたはイベントの数が増加した場合にパフォーマンスを改善するには、
リポジトリ・データベース・マシンのリソース容量を増やすことをお薦めします。

基本用語基本用語基本用語基本用語
次の用語の詳細は、『Oracle Enterprise Manager 概説』および『Oracle Enterprise Manager 
管理者ガイド』を参照してください。
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基本用語
リポジトリとはリポジトリとはリポジトリとはリポジトリとは
リポジトリは、管理する環境の状態についての情報、およびManagement Packについての
情報が格納されている表の集合です。クライアントと管理対象ノードの間で分散制御が実現
されている場合は、リポジトリは、Oracle Management Serverでバックエンドの格納場所と
して使用されます。

リポジトリの所有者とはリポジトリの所有者とはリポジトリの所有者とはリポジトリの所有者とは
Enterprise Managerリポジトリの所有者は、データベース・ユーザーです。リポジトリを作
成する際に、このデータベース・ユーザーの作成に使用するリポジトリ・ユーザー名を指定
します。リポジトリの作成時に、リポジトリのユーザー名および暗号化されたパスワードが
保存されている場合は、Management Serverは、これらを使用してリポジトリにログインし
ます。保存されていない場合は、リポジトリを起動する前に、ユーザー名とパスワードを入
力するように要求されます。

管理ユーザーとは管理ユーザーとは管理ユーザーとは管理ユーザーとは
Oracle Enterprise Managerは、最初のログインに使用するデフォルトのスーパー管理者アカ
ウントでインストールされます。スーパー管理者アカウントは sysman、初期パスワードは
oem_tempです。パスワードは、最初のログインの後で変更してください。このアカウント
を使用すると、必要に応じて他のスーパー管理者を作成できます。リポジトリに格納されて
いる管理データは、管理者の持つ許可に基づいてフィルタ処理されます。優先接続情報リス
トなどの作業環境、ログイン・パスワードおよび通知スケジュールは、管理者ごとに設定す
る必要があります。

Oracle Enterprise Managerリリース 2.1の接続情報を、個人のデータベースのユーザー・ア
カウントのユーザー名およびパスワードと混同しないでください（個人のアカウントのもの
は、Oracle Enterprise Managerの管理者アカウントまたはリポジトリの接続情報とは異なり
ます）。

コンソールとはコンソールとはコンソールとはコンソールとは
コンソールは、管理者用のグラフィカル・インタフェースで、シンまたはファットのいずれ
のクライアントとしても実行できる Javaベースのアプリケーションです。シン・クライア
ントでは、コンソール・ファイルがインストールされているサーバーに接続する際にWeb
ブラウザを使用しますが、ファット・クライアントでは、コンソール・ファイルをローカル
にインストールする必要があります。

コンソールをどのように実行する場合でも、システム管理タスクを実行するには、Oracle 
Management Serverと Oracle Intelligent Agentが必要です。

Oracle Management Serverとはとはとはとは
Management Serverは、インテリジェント機能の集中化と、クライアントと管理対象ノード
間の制御の分散化を実現し、システム管理タスクを処理します。
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基本用語
ネットワーク内のノード数および管理対象のサービス数が増加した場合、または現行の
Management Serverがオーバーロードした場合には、中間層に Oracle Management Server
を追加してワークロードを分散し、平準化することができます。Management Serverを追加
すると、いずれかのManagement Serverを使用できなくなった場合にも、システム全体に
影響を与えずに稼動できます。

同じノード群を管理するManagement Serverは、すべて 1つのリポジトリを共有します。
リポジトリには、その環境全体のシステム・データ、アプリケーション・データ、管理対象
ノードの状態が全部格納されています。

Oracle Intelligent Agentとはとはとはとは
Oracle Intelligent Agentは、各ノードにインストールされ、Management Serverから送られ
たジョブの実行と、イベントの監視を行います。Intelligent Agentは、Management Server
やコンソールのクライアントから独立しているだけでなく、サポートするデータベースや
サービスとも無関係に機能します。

サービス検出とはサービス検出とはサービス検出とはサービス検出とは
コンソールで検出ウィザードを使用すると、Management Serverは、そのノードにインス
トールされている Intelligent Agentに接続し、ノードにインストールされている Oracle
サービスを検出します。

次に、Management Serverは新しい情報をリポジトリに格納し、コンソールのナビゲータを
更新して、すべてのノードおよびそれぞれのサービスのビューを表示します。

サービス検出により、管理者はノードでのジョブの実行と、イベントの監視ができ、情報は
コンソールで集中管理されます。

優先接続情報リストとは優先接続情報リストとは優先接続情報リストとは優先接続情報リストとは
この項では、次の事項について説明します。

� Oracle Enterprise Managerコンソールによって保存される優先接続情報リスト

� DBA Studioによって保存されるローカル優先接続情報リスト

Oracle Enterprise Managerコンソールによって保存される優先接続情報リストコンソールによって保存される優先接続情報リストコンソールによって保存される優先接続情報リストコンソールによって保存される優先接続情報リスト
各管理者は、ネットワーク内で管理するノード、リスナー、データベースおよびその他の
サービスに対して、特定のユーザー名、パスワードおよびロール（NORMAL、SYSOPERま
たは SYSDBA）を設定できます。

優先接続情報リストを設定すると、管理対象のターゲットに接続するたびに、接続情報を要
求されることはなくなります。

コンソールで設定した優先接続情報リストを使用すると、優先接続情報リストが必要なター
ゲットに対して、ジョブおよびイベント・システムを使用できます。コンソールで設定した
ログイン接続情報は、リポジトリ内では暗号化されます。
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DBA Studioによって保存されるローカル優先接続情報リストによって保存されるローカル優先接続情報リストによって保存されるローカル優先接続情報リストによって保存されるローカル優先接続情報リスト
DBA Studioは、DBA Studioのナビゲータ・ツリーに表示されるデータベースのリストを格
納します。これらのデータベースのいずれかの優先接続情報リストが指定されると、ユー
ザー名、暗号化されたパスワードおよびロールが、ローカル・ファイルに追加されます。

優先接続情報リストを保存または編集するオプションも用意されており、これによって、
ユーザー名、パスワード、ロール（NORMAL、SYSOPERまたは SYSDBA）などのログイ
ン情報を格納できます。パスワードは、必ず暗号化されて保存されます。データベースへの
接続が確立したときに、そのたびにユーザー名とパスワードを入力するのではなく、かわり
にこのログイン情報が使用されます。

Oracle Enterprise Manager構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要
Oracle Enterprise Managerを構成するには、次のステップを実行する必要があります。

ステップの中には、使用する機能によってオプションになるものもあります。

手順手順手順手順 必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション 参照先参照先参照先参照先

Oracleデータベースをインストールし
た後、Oracle Enterprise Managerをイ
ンストールする。

必須。 対象のデータベース・
リリースのインスト
レーション・ガイドを
参照してください。

Enterprise Manager Configuration 
Assistantを実行し、リポジトリがな
い場合は、リポジトリを作成する。
Oracle Enterprise Managerのインス
トールの際に、既存のリポジトリを使
用するか、新しいリポジトリを作成す
るかを選択します。

リリース 2.0のリポジトリからリリー
ス 2.1のリポジトリへアップグレード
する必要がある場合は、B-2ページの
「リリース 2.0のリポジトリからリリー
ス 2.1のリポジトリへのアップグレー
ド」を参照してください。

必須。 2-1ページの「リリース
2.1のリポジトリの作
成」。

Migration Assistantを実行して、リ
リース 1.xの環境で使用中のデータを、
1つまたは複数のプライベート・リポ
ジトリから、リリース 2.1の新しいリ
ポジトリの特定のユーザーに移行す
る。

オプション。

リリース 1のリポジトリがない場合は、このス
テップは省略してください。

7-1ページの「リリース
1.xのリポジトリからリ
リース 2.1のリポジトリ
への移行」。
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Management Serverを追加する。 オプション。

Management Serverを追加する必要がなければ、
このステップは省略してください。多くの環境で
は、必要となるManagement Serverは 1つだけで
す。

4-1ページの
「Management Serverの
追加」。

Intelligent Agentを起動する。 必須。 5-1ページの
「Intelligent Agentの起
動」。

Management Serverを起動する。 必須。

最低 1つのManagement Serverの起動と構成が必
要です。

3-1ページの
「Management Serverの
管理」。

コンソールを起動する。 必須。 6-1ページの
「Enterprise Managerコ
ンソールの起動」。

サービスを検出する。 必須。

データベースやリスナーなどのサービスが、
Enterprise Managerのコンポーネントで管理され
るように、ネットワーク・サービスを識別します。

6-3ページの「サービス
の検出」。

管理者アカウントを作成する。 必須。

アカウントを作成すると、管理者は独自のコン
ソール・ビューをカスタマイズし、管理者間で管
理データを共有および保護できます。

6-4ページの「管理者ア
カウントの作成」。

Webブラウザと Oracle Enterprise 
Manager Webサイトをインストール
し、（Oracle Application Serverリス
ナーがインストールされていない場合
は）Webサーバーをインストールおよ
び構成して、Webブラウザから
Oracle Enterprise Managerを実行す
る。

オプション。

Webブラウザから Oracle Enterprise Managerを
実行しない場合は、この項は省略してください。

6-5ページの「Webブラ
ウザからの Oracle 
Enterprise Managerの
実行」。

ジョブ発行権限のあるWindows NT
ユーザー・アカウントを作成する。

必須。

管理対象ノードで Intelligent Agentがジョブを実
行するには、適切な NTユーザー・アカウントが
必要です。

6-10ページの「ジョブ
実行のためのWindows 
NTユーザー・アカウン
トの作成」。

ノードに優先接続情報リストを設定す
る。

必須。

管理対象ノードで Intelligent Agentがジョブを実
行するには、管理者ごとに、ノードの優先接続情
報リストを設定します。

6-13ページの「管理対
象サービスの優先接続
情報リストの設定」。

手順手順手順手順 必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション 参照先参照先参照先参照先
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電子メール通知を設定する。 オプション。

電子メール通知の設定により、電子メールによる
ジョブまたはイベントの通知を受けることができ
ます。

6-13ページの「電子
メール通知の設定」。

ポケットベル・サービスを設定する。 オプション。

ポケットベルによるジョブまたはイベント通知を
受ける場合は、ネットワークごとに 1つのポケッ
トベル・サービスのインストールが必要です。

6-16ページの「ポケッ
トベル・サービスの構
成および起動」。

バックアップまたは SYSDBA管理用
のリモート・データベースを構成す
る。

まだ設定されていない場合は必須。

バックアップ管理ウィザードのいずれかを使用す
る前、または Oracle Enterprise Managerによって
データベースを停止する前に、リモート SYSDBA
管理用のデータベースを設定する必要があります。

Database Configuration Assistantによってサー
バーおよびクライアントが構成されていない場合
は、サーバーとクライアントが必要です。

6-30ページの「バック
アップまたは SYSDBA
管理のためのリモート・
データベースの構成」。

DBA Studioを設定する。 オプション。

データベース管理機能にアクセスし、複数のデー
タベースを 1つのツールで管理する場合は、DBA 
Studioを構成します。

8-1ページの「DBA 
Studioの設定」。

手順手順手順手順 必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション 参照先参照先参照先参照先
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                                                            リリース 2.1のリポジトリの作
2

リリースリリースリリースリリース 2.1のリポジトリの作成のリポジトリの作成のリポジトリの作成のリポジトリの作成

Oracle Enterprise Managerリリース 2.1のリポジトリには、管理する環境の状態についての
情報、およびManagement Packについての情報が格納されています。クライアントと管理
対象ノードの間で分散制御が実現されている場合は、リポジトリは、Oracle Management 
Serverでバックエンドの格納場所として使用されます。

リリース 2.0では、Enterprise Manager Configuration Assistantで、ベースの Oracle 
Enterprise Manager製品に対するリポジトリのみが作成されました。リリース 2.1では、
Oracle Enterprise Managerのすべての製品に対するリポジトリが作成されます。Enterprise 
Manager Configuration Assistantでは、Oracle Enterprise Managerのリポジトリは 1つのエ
ンティティと見なされます。1つのリポジトリを作成すると、他の製品をインストールして
いるかどうかに関係なく、リポジトリのすべての部分が作成されます。

Enterprise Manager Configuration Assistantは、データベース管理者によるリポジトリ作
成、削除、アップグレードおよび構成パラメータのメンテナンスを支援します。

Oracle Enterprise Managerを初めて使用する場合、またはリリース 2.1のリポジトリを初め
て使用する場合は、Enterprise Manager Configuration Assistantの「新規リポジトリの作
成」オプションを使用して、リリース 2.1のリポジトリを作成およびロードし、ローカル
Management Serverに対する構成パラメータを設定します。

リリース 2.0のリポジトリを使用しており、リリース 2.0からリリース 2.1のリポジトリへ
アップグレードする場合は、B-2ページの「リリース 2.0のリポジトリからリリース 2.1のリ
ポジトリへのアップグレード」を参照してください。

Enterprise Managerのリリース 1.xを使用しており、リリース 1.xのリポジトリをリリース
2.1のリポジトリへ直接移行する場合は、リリース 2.1のリポジトリを作成した後で、
Enterprise Manager Migration Assistantを使用して追加のステップを実行する必要がありま
す。リリース 1.xの 1つ以上のリポジトリを、リリース 2.1の共有リポジトリ・スキーマへ
移行する場合の詳細は、第 7章「リリース 1.xのリポジトリからリリース 2.1のリポジトリ
への移行」を参照してください。

Management Serverを設定または追加して既存のリポジトリを管理する場合の詳細は、4-2
ページの「追加のManagement Serverの設定」を参照してください。
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リリース 2.1の新しいリポジトリの作成
複数のManagement Serverを使用する環境では、Management Serverが稼動するマシンご
とに、Enterprise Manager Configuration Assistantを実行する必要があります。リポジトリ
は、Management Serverと異なるマシンに作成することもできます。

リリースリリースリリースリリース 2.1の新しいリポジトリの作成の新しいリポジトリの作成の新しいリポジトリの作成の新しいリポジトリの作成
Oracle Enterprise Managerリリース 2.1のリポジトリは、リリース 1.xのリポジトリとは異
なります。Enterprise Managerリリース 1.xでは、各管理者が独自のリポジトリ・スキーマ
を持っており、そこにネットワーク内の現行のビューとユーザー固有の情報が格納されてい

重要重要重要重要 : Enterprise Managerコンソール、DBA Management Pack、個別にライ
センスを取得できるパック、Management Serverおよびリポジトリでは、すべ
て同じリリースを使用してください。たとえば、リリース 2.1のコンソールでリ
リース 2.0のManagement Serverおよびリポジトリを使用することも、リリー
ス 2.0のパックでリリース 2.1のManagement Serverおよびリポジトリを使用す
ることもできません。Enterprise Managerリリース 2.1の製品では、リリース
2.1のManagement Serverおよびリポジトリを使用してください。具体的な製品
には、次のものがあります。

� Oracle Enterprise Managerコンソール

� Oracle DBA Management Pack

� Oracle Tuning Pack

� Oracle Diagnostics Pack

� Oracle Change Management Pack

� Oracle Management Pack for Oracle Applications

� Oracle Management Pack for SAP R/3

� Oracle Standard Management Pack

現在のManagement Serverおよびリポジトリが以前のバージョンである場合は、
それらを最新バージョンに移行またはアップグレードできます。Management 
Serverおよびリポジトリをリリース 2.1に移行またはアップグレードする場合に
は、リポジトリで使用するすべての Enterprise Manager製品がリリース 2.1と
なるようにしてください。たとえば、Diagnostics Packリリース 2.0または
Change Management Packリリース 2.0を使用したまま、Management Serverお
よびリポジトリをリリース 2.1にアップグレードしないでください。使用するリ
リース 2.1パックのソフトウェアを取得する前に、Management Serverとリポジ
トリをリリース 2.1にアップグレードすると、以前のパック製品は使用できなく
なります。
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ます。Enterprise Managerリリース 2.1では、1つの共有リポジトリ・スキーマに、それぞ
れの管理者のアカウントと作業環境が格納されます。

新しいリリース 2.1のリポジトリを作成する際に、Enterprise Manager Configuration 
Assistantによって、次のタスクが実行されます。

� Enterprise ManagerおよびManagement Packのリポジトリの所有者となる、新しい
データベース・ユーザーを作成します。

� 新しいデータベースに、適切な権限とロールを割り当てます。

� Enterprise ManagerおよびManagement Packのリポジトリに対して新しい表領域を作
成するか、必要な場合は既存の表領域を使用します。

� Oracle Enterprise Managerの実行に必要な情報を、リポジトリにロードします。

� ローカルManagement Server構成ファイル
ORACLE_HOME¥sysman¥config¥msconfig.propertiesを作成または更新（あるい
はその両方）します。

� Oracle Enterprise Managerクライアントに情報をロードします。これによって、Oracle 
Enterprise Managerコンソールに、アクセス可能なManagement Serverノードのすべ
てのリストが表示されます。

� Enterprise Manager Configuration Assistantをインストール・セッションから起動して
おり、リポジトリの作成時にリポジトリのユーザー名とパスワードを保存するように選
択した場合は、Management Serverサービスを起動します（Windows NTのみ）。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の起動の起動の起動

Enterprise Manager Configuration Assistantを起動するには、次のステップを実行します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「Enterprise Manager」→「Configuration 

Assistant」を選択して、Enterprise Manager Configuration Assistantを起動します。

� UNIXの場合

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、Enterprise Manager Configuration 
Assistantを起動します。

emca

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerリポジトリ・スキーマを作成する前に、必ず
データベースをインストールし、実行しておいてください。
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ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantをスタンドアロン・アプリケーションとして起
動すると、「構成操作」ページが表示されます。

インストール・セッションから Configuration Assistantを起動し、インストール・ダイアロ
グ・ボックスから新しいリポジトリを作成するように選択すると、構成操作の画面は表示さ
れません。「リポジトリのデータベースを選択」画面が表示されます。この場合は、2-5ペー
ジのステップ 2/5に進んでください。

リポジトリ操作のリストから、「新規リポジトリの作成」を選択し、「次」を押します。「リ
ポジトリのデータベースを選択」ページが表示されます。

注意注意注意注意 : このコマンドを実行するには、omsconfig.propertiesファイルの所
有者（このファイルに対する許可を持つユーザー）としてログインする必要があ
ります。
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ステップステップステップステップ 2「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」
リポジトリを作成するデータベースにログインします。

ユーザー名とパスワード :　データベースには DBA権限を持つユーザーとして接続してくだ
さい。これは個人のデータベース・ユーザー・アカウントで、Oracle Enterprise Manager管
理者アカウントではありません。

たとえば、system/managerを使用します。

サービス :　サービスは、次の形式で指定します。

<host>:<port>:<sid>

ここで

hostは、データベースが格納されるマシン名を表します。

portは、データベース・リスナーのポート・アドレスで、通常は 1521または 1526となり
ます。

SIDはデータベースのシステム IDを表します。
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例例例例 :

pjlee-pc:1521:orcl

このように指定すると、pjlee-pcマシンでポート 1521を使用して、orclに接続します。

「次」を押して、操作を継続します。

エラー・メッセージの詳細は、C-13ページの「Enterprise Manager Configuration Assistant
のトラブルシューティング」を参照してください。

リポジトリを作成する場合には、次の条件に適合するデータベースを選択してください。

� データベースは常に使用できる状態となっている必要があります。

� データベースが他の管理者によって停止されないようにします。

� データベースが、稼動中のマシン上で他のリソースと競合しないようにします。

ステップステップステップステップ 3「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」
Enterprise Managerリポジトリの所有者は、データベース・ユーザーです。リポジトリの作
成時に、Enterprise Manager Configuration Assistantは、このページで指定するユーザー名
とパスワードを使用して、リポジトリの所有者であるデータベース・ユーザー（リポジト
リ・スキーマ・ユーザー）を作成します。
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リリース 2.1の新しいリポジトリの作成
ユーザー名 :　リポジトリのユーザー名を指定します。リポジトリの所有者となるデータ
ベース・ユーザーが、この名前で作成されます。リポジトリ・ユーザー名は、ネットワーク
全体で一意の名前にしてください。マシンの TCP/IPホスト名は一意であると考えられるた
め、これがデフォルトとして使用されます。別の名前を選択する場合は、それが一意である
ことを確認してください。

パスワード :　ユーザーのパスワードを入力します。

パスワード確認 :　パスワードをもう一度入力して確認します。

ユーザー名および暗号化されたパスワードを、omsconfig.propertiesファイルに保存す
るかどうかを選択できます。保存された内容は、起動時にManagement Serverによって読
み込まれます。これらのリポジトリ接続情報がファイルに保存されている場合は、
Management Serverは、これらの内容を使用してリポジトリにログインします。保存されて
いない場合は、起動する前に、ユーザー名とパスワードを指定するように要求されます。

ユーザー名および暗号化されたパスワードを omsconfig.propertiesファイルに保存し
ない場合は、「ユーザー名とパスワードを保存しない」チェックボックスを選択してくださ
い。
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リリース 2.1の新しいリポジトリの作成
リポジトリに対して指定したユーザー名がすでに存在している場合は、「リポジトリ・ユー
ザー表領域を選択」ページが省略されます。次に、「リポジトリ作成のサマリー」ページが
表示されます。

ステップステップステップステップ 4「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」
次の場合には、「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」ページは表示されません。

� リポジトリ・ユーザーがすでに存在する場合

または

� Enterprise Manager Configuration Assistantが通常のインストールから実行されている
場合、かつ

� OEM_REPOSITORY表領域がすでに存在する場合、かつ

� OEM_REPOSITORY表領域に適切なサイズ属性が定義されている場合

注意注意注意注意 : Enterprise Manager Configuration Assistantによって作成されたリポジ
トリ・スキーマ・ユーザーは、DBA権限を持つ個人のデータベース・ユー
ザー・アカウント（Enterprise Manager Configuration Assistantの「リポジトリ
のデータベースを選択」ステップで、データベースに接続する際に使用するアカ
ウント）とは異なります。リポジトリ・スキーマ・ユーザーには、このステップ
に必要な DBA権限がありません。

セキュリティの問題が発生しないようにするため、リポジトリ・スキーマ・ユー
ザーに必要以上の権限を付与しないでください。

Enterprise Manager Configuration Assistantの「リポジトリのデータベースを選
択」ステップでは、リポジトリ・スキーマ・ユーザーに DBA権限を付与するか
わりに、DBA権限を持つデータベース・ユーザー権限を持つデータベース・ユーザー権限を持つデータベース・ユーザー権限を持つデータベース・ユーザーとしてデータベースに接続し
ます。たとえば、system/managerを使用します。

Enterprise Manager Configuration Assistantの「リポジトリへのログイン情報」
ステップで、リポジトリ・データベースにリポジトリ・スキーマ・ユーザーリポジトリ・スキーマ・ユーザーリポジトリ・スキーマ・ユーザーリポジトリ・スキーマ・ユーザーとし
てログインします。
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リリース 2.1の新しいリポジトリの作成
注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerのリポジトリを、SYSTEM（具体的には製品
データベースの SYSTEM表領域）、ROLLBACKまたは TEMPORARY表領域に
インストールしないでください。SYSTEM表領域で使用する表領域パラメータ
設定は、Oracle Enterprise Managerで使用するには適切ではありません。
SYSTEM表領域は、systemエントリに対してのみ使用してください。ツール、
ユーザーおよび（Oracle Enterprise Managerなどの）管理製品は、他の表領域
に格納されます。

ROLLBACK表領域は、ロールバック・セグメントの作成で使用します。Oracle
ユーザー・プロセスは、ロールバック・セグメントを使用してロールバック情報
を保存します。TEMPORARY表領域は、ユーザーの TEMPORARY表領域に割
り当てられ、Oracleユーザー・プロセスによって一時領域として使用されます。
データベースの稼動中は、これらの 2つの表領域の使用率が変化します。

TEMPORARY表領域は、ユーザーの一時表領域として使用することができま
す。

詳細は、『Oracle8i 概要』を参照してください。
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リリース 2.1の新しいリポジトリの作成
OEM_REPOSITORY表領域がすでに存在する場合は、次の画面が表示されます。

Enterprise Managerのリポジトリで使用するデフォルトの一時表領域を選択します。

OEM_REPOSITORY表領域が存在しない場合は、次の画面が表示されます。
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リリース 2.1の新しいリポジトリの作成
デフォルト表領域 :

� 新規の OEM_REPOSITORY表領域の作成（推奨）

OEM_REPOSITORY表領域を作成する場合は、このオプションを選択します。これは、
Enterprise Managerのリポジトリに対して特別な特性を持つ表領域で、ユーザーのデ
フォルト表領域として使用されます。

� デフォルトのデータファイル名の上書き

OEM_REPOSITORY表領域のデータファイルのデフォルト名を変更する場合は、この
チェックボックスを選択します。

� 既存の表領域を使用

プルダウン・リストから、既存の表領域を選択します。

一時表領域

プルダウン・リストから一時表領域を選択します。
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リリース 2.1の新しいリポジトリの作成
「次」をクリックして処理を続行します。

Enterprise Manager Configuration Assistantで、リポジトリのデフォルト表領域に必要な空
き領域があることが確認されると、「リポジトリ作成のサマリー」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 5「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」
「リポジトリ作成のサマリー」ページが表示され、実行する処理のサマリーが示されます。
「リポジトリを作成」ウィザードの処理で提供された情報が正しいことを確認します。

「終了」をクリックしてリポジトリの作成を開始するか、または「前」をクリックして、前
のページに戻って設定を変更します。

「終了」ボタンをクリックすると、「Configuration Assistantの進行」ウィンドウが表示され、
実行された処理と、実行中の操作の処理ステップが表示されます。
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リリース 2.1の新しいリポジトリの作成
ステップステップステップステップ 6「「「「Configuration Assistantの進行ウィンドウ」の進行ウィンドウ」の進行ウィンドウ」の進行ウィンドウ」
処理の詳細情報（発生した可能性のあるエラーなど）が必要な場合は、「詳細を表示」ボタ
ンをクリックし、ダイアログ・ボックスを拡張してテキスト領域を表示してください。「詳
細を非表示」ボタンをクリックすると、詳細情報を非表示にすることができます。

結果のいかんにかかわらず、処理が完了すれば、「取消」ボタンは「クローズ」ボタンに変
わります。

エラーなくすべてのステップが完了した場合、「処理完了」メッセージが表示されます。

「取消」ボタンをクリックすれば、要求された操作を完了前に取り消せます。

Configuration Assistantを終了するには、「クローズ」ボタンをクリックします。

注意注意注意注意 : 処理の進行中にリポジトリの作成を取り消すと、リポジトリは不正な状
態になります。このような場合は、Enterprise Manager Configuration Assistant
を使用してリポジトリを削除します。
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リリース 2.1の新しいリポジトリの作成
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Management Serverの管理の管理の管理の管理

Management Serverは、クライアントと管理対象ノード間の制御の分散を実現します。通知
の中央エンジンであるManagement Serverでは、すべてのシステム管理作業の処理と、こ
れらの作業の企業全体での分散管理が行われます。

この章でトピックは次のとおりです。

� Management Serverの起動

� Management Serverの状態のチェック

� Management Serverの停止

Management Serverの起動の起動の起動の起動

Management Serverを起動するには、次のステップを実行します。

Management Serverのリポジトリ接続情報を変更する必要がある場合は、B-7ページの「構
成パラメータの編集」を参照してください。

注意注意注意注意 : Management Serverを起動する前に、リポジトリ・データベースを起動
し、オープンしておく必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerでは、各自のマシンのローカルに設定されて
いないManagement Server（つまりリモートManagement Server）の起動はサ
ポートしていません。
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Management Serverの起動
Management Serverが起動されない場合のトラブルシューティングの詳細は、3-5ページの
「Management Serverのログ・ファイルのチェック」を参照してください。

Windows NTの場合の場合の場合の場合
1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ

コンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<Oracle_Home_Name>ManagementServer」サービスを選択します。

3. 「スタートアップ」ボタンをクリックして、「サービス」ダイアログ・ボックスを表示し
ます。

a. 「スタートアップの種類」セクションで「自動」または「手動」を選択し、
Management Serverサービスをどのように起動するかを指定します。「手動」を選
択した場合は、ユーザーがManagement Serverを起動します。「自動」を選択する
と、システムを起動するたびにManagement Serverが自動的に起動されます。「無
効」を選択した場合は、Management Serverを起動できません。

b. 「ログオン」セクションで、次の設定を確認します。

* 「システム アカウント」オプションが選択されていることを確認します。この
オプションは、Management Serverを実行するためにサポートされている方法
です。このオプションが選択されていない場合は、ログアウトする際にシステ
ム・アカウントが表示されません。

* 「デスクトップとの対話サービスに許可」ボックスが選択されていないことを
確認します。トラブルシューティングの目的でサポートから要求されない限
り、「デスクトップとの対話サービスに許可」ボックスを選択しないでくださ
い。このボックスを選択すると、Management Serverは、デフォルト・デスク
トップに DOSコンソールを作成しようとします。このため、ログインする
ユーザーがいないと、Management Serverは停止します。

c. リポジトリの作成時に、リポジトリ接続情報を保存するように選択していない場合
は、（データベース・ユーザーの作成で使用された）リポジトリのユーザー名、お
よびそのユーザーのパスワードを、Management Serverの起動時に「サービス」ダ
イアログ・ボックスに指定する必要があります。

「サービス」ダイアログ・ボックスでリポジトリ接続情報を指定しない場合は、
Management Serverは起動されません。誤った接続情報を指定した場合も、
Management Serverは起動されません。

リポジトリ所有者の定義の詳細は、2-6ページの「ステップ 3「リポジトリへのログ
イン情報」」を参照してください。

Windows NTの「スタート」メニューからManagement Serverが起動できない場
合のトラブルシューティングの詳細は、C-9ページの「Management Serverが
Windows NTの「スタート」メニューから起動できない場合」を参照してくださ
い。

4. 「開始」ボタンをクリックして、Management Serverを起動します。
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Management Serverの状態のチェック
UNIXの場合の場合の場合の場合
コマンド・ラインで、次のように入力します。

% oemctrl start oms

Management Serverをバックグラウンド・プロセスで開始する場合は、コマンド・プロンプ
トで次のように入力します。

% oemctrl start oms&

コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してください。

リポジトリの構成時に、リポジトリ接続情報を保存しないように選択した場合は、（データ
ベース・ユーザーの作成で使用された）リポジトリのユーザー名、およびそのユーザーのパ
スワードを、接続情報を要求された際に入力します。リポジトリ所有者の定義の詳細は、2-6
ページの「ステップ 3「リポジトリへのログイン情報」」を参照してください。

Management Serverの状態のチェックの状態のチェックの状態のチェックの状態のチェック
Management Serverの状態をチェックするには、オペレーティング・システムのプロント
で、次のように入力します。

% oemctrl status oms

UNIXのコマンド文字列では大文字と小文字が区別されるため、小文字で入力してくださ
い。

注意注意注意注意 : リポジトリの作成時に、Enterprise Manager Configuration Assistantを
インストール・セッションから起動し、リポジトリ接続情報を保存するように選
択した場合は、Management ServerサービスがWindows NTで自動的に起動さ
れます。

リポジトリ接続情報を保存しないように選択した場合は、「サービス」ダイアロ
グ・ボックスに接続情報を指定する必要があります。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOME環境変数が、Management Serverが稼動している
Oracleホームに設定されていると、Management Serverは、正しい Oracleホー
ムではなく、デフォルトの Oracleホームでクラス・ファイルを探そうとするた
め、Management Serverは正しく起動されません。Oracle環境の設定の詳細は、
C-8ページの「Management Serverがデフォルト以外の Oracleホームから正し
く実行できない場合」を参照してください。
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Management Serverの停止
Oracle Enterpriseのスーパー管理者のユーザー名とパスワードを入力するよう要求されま
す。Oracle Enterprise Managerのスーパー管理者の定義の詳細は、1-5ページの「管理ユー
ザーとは」を参照してください。

リモートManagement Serverの状態をチェックする場合は、Management Serverが稼動し
ているマシンのホスト名も指定する必要があります。

Management Serverの状態をチェックすると、次の情報が示されます。

� Management Server全体の状態

� Management Serverが実行されてからの経過時間

� Management Serverのパフォーマンスに関する統計

たとえば、次のような出力が示されます。

OEMCTRL for Windows NT: Version 2.1.0.0.0
Copyright (c) 1998, 1999 Oracle Corporation.  All rights reserved.

The Oracle Management Server on host [pjlee-pc.us.oracle.com] is functioning 
properly.

  The server has been up for 0 00:03:55.437

  Target database session count: 1 (session sharing is off)
  Operations queued for processing: 0
  Number of OMS systems in domain: 1 (pjlee-pc)
  Number of administrators logged in: 1
  Repository session pool depth: 15
  Repository session count: 6 in-use and 1 available, pool efficiency: 70%

Management Serverの停止の停止の停止の停止

Management Serverを停止するには、次のステップを実行します。

Windows NTの場合の場合の場合の場合
1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ

コンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<Oracle_Home_Name>ManagementServer」サービスを選択します。

3. 「停止」ボタンをクリックして、Management Serverを停止します。

注意注意注意注意 : 各自のマシンにローカルに設定されていないManagement Server（つま
りリモートManagement Server）の停止はサポートしていません。
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Management Serverのログ・ファイルのチェック
UNIXの場合の場合の場合の場合
コマンド・ラインで、次のように入力します。

% oemctrl stop oms

コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してください。

Oracle Enterpriseのスーパー管理者のユーザー名とパスワードを入力するよう要求されま
す。Oracle Enterprise Managerのスーパー管理者の定義の詳細は、1-5ページの「管理ユー
ザーとは」を参照してください。

Management Serverのログ・ファイルのチェックのログ・ファイルのチェックのログ・ファイルのチェックのログ・ファイルのチェック
Management Serverが起動されない場合のトラブルシューティングの詳細は、次のリソース
を参照してください。

� oms.logファイル

� oms.nohupファイル（Solarisの場合）

� Windows NTのイベント・ログ（Windows NTの場合）

$ORACLE_HOME¥sysman¥logディレクトリには、ディスクにリダイレクトされたトレース
の出力が入っています。このディレクトリには、oms.logファイルと oms.nohupファイ
ルが含まれています。

Management Serverでは、トレース・メッセージはすべて oms.logファイルに格納されま
す。oms.logファイルには、Management Serverの起動時および実行時に生成されたメッ
セージが含まれています。

oms.nohupファイルには、Management Serverの起動前に表示される、Management 
Serverのエラー・メッセージが含まれています。

Windows NTのイベント・ログにアクセスして、Management Serverで記録されたイベン
トを表示するには、次のようにします。

1. 「スタート」メニュー→「プログラム」→「管理ツール（共通）」で、「イベント ビュー
ア」を選択します。

2. 「ログ」メニューの「アプリケーション」を選択します。

3. ログの画面が表示されます。Oracle<Oracle_Home_Name>ManagementServerサービス
で記録されたイベントの中で、赤い停止記号が示されているものをダブルクリックしま
す。これらのイベントは、Management Serverによって報告されたエラーです。
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Management Serverのログ・ファイルのチェック
3-6　Oracle Enterprise Manager構成ガイド                             



                                                            Management Serverの追
4

Management Serverの追加の追加の追加の追加

3層アーキテクチャの Oracle Enterprise Managerは、急速に規模が拡大する分散環境でのパ
フォーマンスのメンテナンスと、日常的な作業の自動化において、これまでにない拡張性が
あります。

ネットワーク内のノード数および管理対象のサービス数が増加した場合、または現行の
Management Serverがオーバーロードした場合には、中間層に Oracle Management Server
を追加してワークロードを分散し、平準化することができます。複数の Oracle Management 
Serverがある環境では、複数のManagement Serverで同じリポジトリを共有します。

Oracle Management Serverを複数使用することにより、互いの耐障害性が確保されます。1
つの Oracle Management Serverに障害が発生しても、他のサーバーが稼動し続けます。障
害が発生したManagement Serverに登録されているクライアントは、ただちにログインし
直し、同じリポジトリを管理している他のManagement Serverのいずれかに登録すれば、
残っている使用可能な Oracle Management Serverで作業を継続できます。障害が発生した
サーバー以外の Oracle Management Serverに登録するように構成されているクライアント
は、障害の影響を受けません。

管理対象のノードが増加した場合にパフォーマンスを改善するには、管理対象の 50個の
ノードにつき 1つのManagement Serverを追加するか、またはManagement Serverマシン
の CPU容量を増加することをお薦めします。

この章では、既存のリポジトリを管理するために、Management Serverを設定、または追加
する方法を説明します。

注意注意注意注意 : 既存のリポジトリを管理するために、Management Serverを設定、また
は追加する必要がない場合は、この章を省略して先に進んでください。
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追加の Management Serverのインストール
追加の追加の追加の追加の Management Serverのインストールのインストールのインストールのインストール
他のManagement Serverがインストールされていないマシンに、Oracle Server CD-ROMか
ら追加の Oracle Management Serverをインストールします。詳細な手順は、対象のデータ
ベース・リリースのインストレーション・ガイドを参照してください。

追加の追加の追加の追加の Management Serverの設定の設定の設定の設定
新しいManagement Serverを追加する場合には、Enterprise Manager Configuration 
Assistantを実行して、対象ノードの構成ファイルを更新する必要があります。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の詳細は、2-3ページの「Enterprise 
Manager Configuration Assistantの起動」を参照してください。

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作のリストから「構成パラメータの編集」を選択し、「次」を押して操作を継続しま
す。「構成パラメータ」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」
必要に応じてパラメータを変更します。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
このマシンのManagement Serverで管理する、既存のリポジトリのユーザー名を入力しま
す。

パスワードパスワードパスワードパスワード
上のユーザー名のパスワードを入力します。この情報は、Management Serverが次回起動す
るときに使用されます。

パスワードを変更する場合、「確認」フィールドもそれにあわせて変更してください。

サービスサービスサービスサービス
リポジトリが常駐するサービスを入力します。

この情報は、このマシンのManagement Serverが次回起動するときに使用されます。無効
な情報があると、Management Serverは起動しません。

ユーザー名とパスワードを保存しないユーザー名とパスワードを保存しないユーザー名とパスワードを保存しないユーザー名とパスワードを保存しない
ユーザー名および暗号化されたパスワードを、omsconfig.propertiesファイルに保存す
るかどうかを選択できます。保存された内容は、起動時にManagement Serverによって読
み込まれます。このファイルにユーザー名と暗号化されたパスワードが保存されている場合
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追加の Management Serverの設定
は、Management Serverは、これらの内容を使用してリポジトリにログインします。保存さ
れていない場合は、起動する前に、ユーザー名とパスワードを入力するように要求されま
す。

ユーザー名とパスワードを保存しない場合は、「ユーザー名とパスワードを保存しない」
チェックボックスを選択してください。

ステップステップステップステップ 3「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」
「構成パラメータを変更」ページには、構成パラメータ変更ウィザード操作時に指定した全
情報のサマリーが表示されます。「終了」をクリックして変更を開始するか、または「前」
をクリックして前のページに戻り、設定を変更します。

注意注意注意注意 : 次のページに進むには、このページのパラメータを少なくとも 1つ変更
する必要があります。何も変更せずに「次」ボタンを押すと、「構成パラメータ
は変更されていません。変更するか、取り消してください。」というエラー・
メッセージが表示されます。この場合、Enterprise Manager Configuration 
Assistantでは、次のページに移動できません。
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Intelligent Agentの起動の起動の起動の起動

Oracle Intelligent Agentは、ネットワーク内のリモート・ノードで実行されるプロセスで
す。Oracle Enterprise Managerは、Intelligent Agentを使用して、自身が常駐するノードに
おけるサービスの検出、ジョブの実行、イベントの監視およびリモート・サイトにおける
データの収集を行います。Intelligent Agentに関するトラブルシューティングの詳細は、
『Oracle Intelligent Agent ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Management Serverにローカルに格納されている Intelligent Agentは、Management Server
の起動時に自動的に検出されます。分散サービスを検出するには、それらのサービスが常駐
しているノードの Intelligent Agentを起動する必要があります。

この章の内容は、次のとおりです。

� Windows NTでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止

� UNIXでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止

Enterprise Managerをインストールまたは使用する前に、『Oracle Enterprise Manager 日本
語リリース・ノート』の Intelligent Agent互換表を確認してください。

Windows NTでのでのでのでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止の起動および停止の起動および停止の起動および停止
この項には、Windows NTのコントロール・パネルおよびコマンド・プロンプトによって
Intelligent Agentを制御する際の情報が記載されています。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerおよび Intelligent Agentは、Net8を使用し
てデータベースと通信します。Intelligent Agentを使用できるかどうか確認する
前に、Net8がそれぞれの SIDと接続できることを確認してください。
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Windows NTでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止
Windows NTでのでのでのでの Intelligent Agentの起動の起動の起動の起動
Windows NTで Intelligent Agentを起動するには、次のステップを実行します。

1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ
コンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<Oracle_Home_Name>Agent」サービスを選択します。

3. 「開始」ボタンをクリックして、Intelligent Agentを起動します。

Intelligent Agentの「スタートアップの種類」は「自動」に設定されており、システムの起
動時に、Intelligent Agentが自動的に起動されます。ユーザーが Intelligent Agentを起動す
るには、「スタートアップの種類」を「手動」に設定します。

1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ
コンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<Oracle_Home_Name>Agent」サービスを選択します。

3. 「スタートアップ」ボタンをクリックします。「サービス」ダイアログ・ボックスが表示
されます。

4. 「スタートアップの種類」で「手動」を選択します。

5. 「サービス」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

Windows NTでのでのでのでの Intelligent Agentの停止の停止の停止の停止
Windows NTで Intelligent Agentを停止するには、次のステップを実行します。

1. 「スタート」メニュー→「設定」→「コントロール パネル」を選択し、「サービス」アイ
コンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<Oracle_Home_Name>Agent」サービスを選択します。

3. 「停止」ボタンをクリックして、Intelligent Agentを停止します。

Windows NTでのでのでのでの Intelligent Agentの実行の確認の実行の確認の実行の確認の実行の確認
Intelligent Agentが実行中であることを確認するには、「コントロール パネル」の「サービ
ス」で状態を検索するか、コマンド・プロンプトで net startと入力します。サービスの
リストに、Oracle<Oracle_Home_Name>Agentが表示されます。

Windows NTのタスク・マネージャを表示して、dbsnmp.exeプロセスの情報を参照する
こともできます。
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UNIXでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止
コマンド・プロンプトからの起動、停止および状態の確認コマンド・プロンプトからの起動、停止および状態の確認コマンド・プロンプトからの起動、停止および状態の確認コマンド・プロンプトからの起動、停止および状態の確認
コマンド・プロンプトから Intelligent Agentを起動または停止するには、適切なコマンドを
入力します。コマンド・プロンプトからは、サービスが稼動中であることも確認できます。

UNIXでのでのでのでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止の起動および停止の起動および停止の起動および停止
UNIXでは、Oracle Enterprise Managerは lsnrctlコマンドを使用して Intelligent Agent
を起動および停止します。UNIX Intelligent Agentを制御するための関連する lsnrctlコマ
ンドは、次のとおりです。

目的目的目的目的 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

プロンプトから Intelligent Agentを起動 net start Oracle<Oracle_Home_Name>Agent

プロンプトから Intelligent Agentを停止 net stop Oracle<Oracle_Home_Name>Agent

プロンプトから Intelligent Agentの状態を確認 net start

注意注意注意注意 : Windows NTで Intelligent Agentを起動する場合に、lsnrctlコマン
ドを使用しないでください。このコマンドはサポートされていません。
Windows NTでは、netコマンドを使用してください。

目的目的目的目的 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

UNIXプラットフォームでの Intelligent Agent
の起動

lsnrctl dbsnmp_start

UNIXプラットフォームでの Intelligent Agent
の停止

lsnrctl dbsnmp_stop

Intelligent Agentの状態の確認 lsnrctl dbsnmp_status

注意注意注意注意 : Intelligent Agentは、同じオペレーティング・システムのユーザーとし
て起動および停止する必要があります。
                                                                    Intelligent Agentの起動 5-3



UNIXでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止
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コンソールの設定コンソールの設定コンソールの設定コンソールの設定

Oracle Enterprise Managerコンソールは、管理者用のグラフィカル・インタフェースです。
コンソールからは、次のタスクを実行できます。

� 複数のデータベースの集中的な管理、診断およびチューニング

� Oracle製品およびデータベース以外のサービスの管理

� 使用している Oracle製品ファミリおよびサードパーティ・サービスの状態の、1日 24時
間にわたる効率的な監視と対応

� 複数のノードで実行されるジョブの、様々な間隔によるスケジュール

� ネットワーク・サービスでのイベントの監視

� データベースやその他のサービスを論理的な管理グループごとにまとめて、表示をカス
タマイズ

この章の内容は、次のとおりです。

� Enterprise Managerコンソールの起動

� サービスの検出

� 管理者アカウントの作成

� Webブラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行

� 一般設定

Enterprise Managerコンソールの起動コンソールの起動コンソールの起動コンソールの起動
コンソールでは、強力かつ確実なシステム管理を実現する直観的なグラフィカル・ユー
ザー・インタフェース（GUI）により、Oracle環境を一元的に制御できます。

リポジトリを作成して、Management Serverと Intelligent Agentを起動すると、Enterprise 
Managerコンソールを起動できるようになります。
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Enterprise Managerコンソールの起動
Enterprise Managerコンソールを起動するには、次のステップを実行します。

1. Enterprise Managerコンソールを起動します。

� Windowsプラットフォームの場合

「スタート」メニュー→「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「Enterprise 
Manager」で「コンソール」を選択します。

� UNIXの場合

コマンド・ラインで、次のように入力します。

oemapp console

コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してください。

Oracle Enterprise Managerログイン画面が表示され、管理者名とパスワードを入力する
ように要求されます。

2. Oracle Enterprise Managerに初めてログインする場合は、デフォルトの接続情報（管理
者名とパスワード）を入力します。

管理者 = sysman

パスワード = oem_temp

これらの接続情報は、デフォルトのスーパー管理者アカウントのものです。Enterprise 
Managerを最初に起動する場合は、スーパー管理者としてログインしてください。スー
パー管理者アカウントを使用して別の管理者アカウントがすでに作成されている場合
は、別の管理者としてログインできます。

3. プルダウン・リストから、Management Serverが稼動しているノード名を選択します。
選択したノード上のManagement Serverは、アクセスするリポジトリで構成されてい
る必要があります。

注意注意注意注意 : Webブラウザから Enterprise Managerを起動することもできます。
Enterprise Manager Webサイトのインストール、およびWebブラウザを設定し
て Enterprise Managerを実行する方法の詳細は、6-5ページの「Webブラウザ
からの Oracle Enterprise Managerの実行」を参照してください。

注意注意注意注意 : このステップを実行する前に、Management Serverをインストールして
構成しておく必要があります。
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サービスの検出
プルダウン・リストに、Management Serverが稼動しているノード名が表示されない場
合は、次の処理を行います。

a. 「Management Server」フィールドの右側にある「Management Server」ボタンをク
リックします。「Management Server」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 「追加」ボタンをクリックします。「Management Serverの追加」ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。

c. Management Serverが稼動しているノード名を指定して、「OK」をクリックしま
す。

d. プルダウン・リストから、Management Serverを稼動しているノード名を選択しま
す。

4. 最初にログインしたときに、セキュリティ・ログインのダイアログ・ボックスが表示さ
れ、ここでデフォルトのスーパー管理者パスワードを変更できます。パスワードはただ
ちに変更してください。

最初にコンソールを起動すると、検出ウィザードが表示されます。これを使用して、ネット
ワーク・サービスを識別し、コンソールのナビゲータ・ツリーに簡単に移入できます。

サービスの検出サービスの検出サービスの検出サービスの検出
Oracle Enterprise Managerには、ネットワーク・サービスを識別し、コンソールのナビゲー
タ・ツリーに移入するための、サービスの検出ウィザードがあります。データベースやリス
ナーなどのサービスは、Enterprise Managerのコンポーネントによって管理できます。

Management Serverの起動時には、Management Serverが稼動しているマシンの Intelligent 
Agentおよび管理可能なサービスが、自動的に検出されます。コンソールのナビゲータに
は、Management Serverマシンで検出されたサービスがすべて表示されます。

リモート・ノードを検出するには、次のようにします。

1. コンソールの「ナビゲータ」メニューで「ノードの検出」を選択します。

2. 検出ウィザードが表示された場合は、イントロダクションを確認し、「次」を押して処
理を続行します。

3. 「ノードの指定」ページが表示された場合は、テキスト・ウィンドウにノード名または
IPアドレスを指定します。テキスト・ウィンドウに、検出するノードまたは IPアドレ
スを、空白、カンマ、タブで区切るか、または改行して入力すると、複数ノードのサー
ビスを一度に検出できます。「次」をクリックして処理を続行します。

注意注意注意注意 : パスワードは、半角英数字 8文字までです。
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管理者アカウントの作成
4. 「進行」ページが表示され、ノード検出の状態が示されます。ノードが正常に検出され
た場合は、チェックマークが表示されます。ノードの検出に失敗した場合は、Xが表示
されます。検出プロセスが終了した後で、「終了」ボタンをクリックします。

5. 「検出結果」ダイアログ・ボックスが表示され、自動的に検出された、または検出され
なかったノードが示されます。「OK」ボタンをクリックして、ダイアログ・ボックスを
取り消します。

ノードで自動検出に失敗した場合は、「進行」ページの「次」ボタンをクリックします。
「エラー」ページが表示され、ここで失敗したノードに対して、再試行、スキップまた
は手動による検出を行うかどうかを選択できます。

ノードが検出できない場合は、そのノードが停止していないか、またはノードで Intelligent 
Agentが稼動しているかを確認してください。TCP/IPネットワーク・プロトコルを使用し
ているかどうかを確認することもできます。サービスの検出の詳細は、『Oracle Enterprise 
Manager 管理者ガイド』を参照してください。

管理者アカウントの作成管理者アカウントの作成管理者アカウントの作成管理者アカウントの作成
Enterprise Managerリリース 2.1は、複数管理者システムです。つまり、Enterprise 
Managerを使用してシステムを管理する人は、各自がコンソールやスタンドアロン・アプリ
ケーションへのログインに使用する管理者アカウントを持ちます。

Enterprise Managerをインストールすると、デフォルトのスーパー管理者アカウントが 1つ
作成されます。このスーパー管理者アカウント名は sysman、初期パスワードは oem_temp
です。

スーパー管理者 sysmanは、「システム」メニューの「管理者の管理」項目を使用して管理
者を作成できます。ユーザー名とパスワードの他に、各アカウントを super administratorア
カウントまたは regularアカウントとして作成できるかどうかを指定できます。

スーパー管理者には、すべてのオブジェクトに対する完全な権限が自動的に設定されます。
大半のスーパー管理者は、日常の操作用に別のアカウントも持っていますが、Management 
Serverの起動や停止、または新規の Enterprise Manager管理者の作成など、スーパー管理
者にしかできない特殊な操作には、スーパー管理者アカウントを使用します。

注意注意注意注意 : 手動で検出されたノードは、自動検出を行う前にナビゲータ・ツリーか
ら削除しておく必要があります。

注意注意注意注意 : 日常の管理作業に sysmanアカウントを使用することは、お薦めできま
せん。
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Webブラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行
レギュラー管理者は、コンソールの他のすべての操作に完全にアクセスできますが、参照
し、変更できるのは、アクセス権のあるジョブ、イベントまたはグループに限られます。

コンソールの「システム」メニューの「管理者の管理」で、Enterprise Managerの管理者を
作成、編集および削除する方法の詳細は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』を参
照してください。

Webブラウザからのブラウザからのブラウザからのブラウザからの Oracle Enterprise Managerの実行の実行の実行の実行
Oracle Enterprise Managerリリース 2.1では、管理者は、任意のマシンでサービスを管理で
きます。管理者は、Oracle Enterprise Managerを、ファット・クライアントまたはシン・ク
ライアントとして実行できます。

ファット・クライアントは、ローカルにインストールされている Oracle Enterprise Manager
ファイルを使用します。シン・クライアントは、Webブラウザを使用して、Oracle 
Enterprise ManagerファイルがインストールされているWebサーバーに接続します。いず
れのタイプのクライアントでも、使用できる機能は同じです。つまり、管理者はファット・
クライアントまたはシン・クライアントのどちらからでも、同じ管理タスクを行うことがで
きます。ただし、Oracle Enterprise Managerの製品ファミリのすべてのコンポーネントが、
Webブラウザでサポートされているわけではありません。詳細は、次の表を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : ブラウザベースの Oracle Enterprise Managerは、Windows NT、
Windows 95およびWindows 98のオペレーティング・システムでサポートされ
ています。

製品製品製品製品
ブラウザでブラウザでブラウザでブラウザで
実行可実行可実行可実行可

ブラウザでブラウザでブラウザでブラウザで
実行不可実行不可実行不可実行不可

Oracle Enterprise Managerコンソール ○

Oracle DBA Management Pack ○

Oracle Diagnostics Packまたは Oracle Management Pack for 
Oracle Applicationsで使用できる Oracle Advanced Events

○

Oracle Tuning Pack ○

Oracle Diagnostics Pack ○

Oracle Change Management Pack ○

Oracle Management Pack for Oracle Applications ○

Oracle Management Pack for SAP R/3 ○

Oracle Standard Management Pack ○
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Webブラウザから Oracle Enterprise Managerを実行するには、次のインストールおよび構
成ステップを実行します。

1. Webブラウザをインストールします。

サポートされているWebブラウザは次のとおりです。

� Netscape Navigator 4.6（Windows NT、Windows 95およびWindows 98）

� Microsoft Internet Explorer 5.0（Windows NT、Windows 95およびWindows 98）

2. Oracle Enterprise Manager Webサイトをインストールします。

Oracle Enterprise Manager Webサイトは、次のようにインストールされます。

� デフォルトでは、最上位レベル・コンポーネントである Oracle8i Management 
Infrastructure、およびインストール・タイプの Oracle Management Serverととも
にインストールされます。この場合には、Oracle Application Serverリスナーが自
動的にインストールされます。

� 最上位レベル・コンポーネントのカスタム・インストール・タイプでは、Oracle8i 
Enterprise Editionまたは Oracle8i Management Infrastructureとともにインストー
ルされます。カスタム・インストールでは、デフォルトで Oracle Application 
Serverリスナーが選択されますが、必要な場合は、この選択を解除して別のWeb
サーバーを使用できます。

Oracle Enterprise Manager Webサイトには、Oracle Enterprise Managerコンソール、
DBA Management Pack、統合アプリケーション、Quick Tour、ドキュメントおよび
Readmeのファイルがインストールされます。

Oracle Parallel Server Management（統合アプリケーション） ○

Oracle Application Manager（統合アプリケーション） ○

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Server Managementおよび Oracle Application Manager
は、Webブラウザからの実行をサポートする統合アプリケーションです。

注意注意注意注意 : Microsoft Active Desktopから実行されているMicrosoft Internet 
Explorerの使用はサポートされていません。

製品製品製品製品
ブラウザでブラウザでブラウザでブラウザで
実行可実行可実行可実行可

ブラウザでブラウザでブラウザでブラウザで
実行不可実行不可実行不可実行不可
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3. Webサーバーをインストールし、構成します。

Oracle Application Serverリスナーがすでにインストールされている場合は、Webサイ
トは自動的に構成されています。一度Webサイトとリスナーをインストールすれば、
それ以降は URLを入力する必要はありません。

コマンド・ラインに次のコマンドを指定して、Windows NTおよび Solarisに対して
Oracle Application Serverリスナーを起動できます。

emwebsite start

コマンド・ラインに次のコマンドを指定して、Windows NTおよび Solarisに対して
Oracle Application Serverリスナーを停止できます。

emwebsite stop

他のWebサーバーを使用する場合は、次のWebサーバーがサポートされています。

� Apache 1.3.9（Solaris）

� Oracle Application Server 4.0.8（Windows NTおよび Solaris）

� Internet Information Server（IIS）4.0（Windows NT）

前述のWebサーバーの構成に関する情報は、付録 E「Webサーバーの構成とディレク
トリ・マッピング」を参照してください。

前述のステップを実行すると、ブラウザベースで Oracle Enterprise Managerを実行できる
ようになります。

1. Webブラウザを起動して、Webサーバーがインストールされている場所に関係なく、
次の URLを指定します。

http://<webserver hostname>:<port number>/
oem_webstage/EMWebSite.html.

注意注意注意注意 : Webブラウザから Enterprise Managerを実行するには、各自のWebブ
ラウザで使用する目的で構成されているプロキシを削除する必要があります。プ
ロキシを削除するには、次の方法があります。

� Webブラウザのプロキシ設定を使用して、ネットワークに直接接続するよ
うに選択します。または、

� プロキシを手動で構成するように選択します。ここでは、Enterprise 
Manager Webサイトを実行しているWebサーバーのプロキシを使用しな
いように指定します。

プロキシで問題が発生した場合は、C-12ページの「Webブラウザのトラブル
シューティング」を参照してください。
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たとえば、次のようになります。

http://jfox-sun:3339/oem_webstage/EMWebSite.html

索引ページが表示され、ここから様々な製品、ドキュメントおよびWebサイトを起動
できます。

2. この索引ページで、接続するManagement Serverのマシン名を入力して、起動するア
プリケーションのアイコンまたはアプリケーション名をクリックします。

最初に URLを入力する場合には、Oracle JInitiatorリリース 1.1.7以上をインストール
する必要があります。

� Netscapeでは、プラグインのインストールを自動的に要求されます。

注意注意注意注意 : Oracle Application Serverリスナーのポート番号は 3339です。

注意注意注意注意 : 初回のみ、プラグインをインストールするように要求されますが、これ
を終了または取り消すと、次回にブラウザベースの Enterprise Managerを起動
しても、インストールは要求されなくなります。この場合に、プラグインをイン
ストールするには、次の URLを指定します。
http://<webserver hostname>:<port number>/oem_webstage/java-plugin/
install_win32.html
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� Microsoft Internet Explorerでは、次の URLを入力して、プラグインをインストー
ルします。

http://<webserver hostname>:<port number>/
oem_webstage/java-plugin/install_win32.html

3. プラグインのページの指示に従って、プラグインをインストールします。ご利用のマシ
ンおよびネットワーク環境によっては、プラグインのインストールに時間がかかること
があります。

Javaプラグインをインストールすると、「Oracle Enterprise Managerログイン」ダイア
ログ・ボックスが表示されます。

4. Oracle Enterprise Managerに初めてログインする場合は、デフォルトの接続情報（管理
者名とパスワード）を入力します。

管理者 = sysman

パスワード = oem_temp

これらの接続情報は、デフォルトのスーパー管理者アカウントのものです。Enterprise 
Managerを最初に起動する場合は、スーパー管理者としてログインしてください。スー
パー管理者アカウントを使用して別の管理者アカウントがすでに作成されている場合
は、別の管理者としてログインできます。

5. URLのブックマークを作成します。

一般設定一般設定一般設定一般設定
この項では、ジョブ、電子メールとポケットベルによる通知、およびリモート SYSDBA管
理用のコンソールの設定に関する次の情報を提供します。

注意注意注意注意 : ブラウザベースの Oracle Enterprise Managerを最初に起動するときは
時間がかかることがあります。また、ダイヤル・アップ接続を行っている場合に
は、ダウンロード時間が長くなりますが、回線スピードによって時間は異なりま
す。

注意注意注意注意 : 指定したManagement Serverに接続できない場合は、EmWebSite.html
のページに戻って、Management Serverの別のマシン名を指定してください。
Oracle Enterprise Managerログイン画面で、Management Serverのマシン名を
入力することはできません。
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� ジョブ制御システムの設定

� 電子メール通知の設定

� ポケットベル・サービスの構成および起動

� Management Server接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソールの構成

� バックアップまたは SYSDBA管理のためのリモート・データベースの構成

ジョブ制御システムの設定ジョブ制御システムの設定ジョブ制御システムの設定ジョブ制御システムの設定
この項の項目は、次のとおりです。

� ジョブ実行のためのWindows NTユーザー・アカウントの作成

� 管理対象サービスの優先接続情報リストの設定

ジョブ実行のためのジョブ実行のためのジョブ実行のためのジョブ実行のための Windows NTユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成
Intelligent Agentによって、管理対象ノードでジョブを実行するには、次の要件を満たす必
要があります。

� 拡張ユーザー権限「バッチ ジョブとしてログオン」を持つ NTユーザー・アカウントが
必要です。権限は、既存のローカル・ユーザーまたはドメイン・ユーザー、あるいは新
規 NTユーザーに割り当てられます。

� Oracle Enterprise Managerコンソールで、そのユーザーにノードの優先接続情報リスト
が設定されています。6-13ページの「管理対象サービスの優先接続情報リストの設定」
を参照してください。

� ユーザーには、ORACLE_HOME¥NET80ディレクトリに対する読込み /書込み許可と、
TEMPディレクトリまたは ORACLE_HOMEディレクトリに対する書込み許可が必要です。

多くのコンポーネントで、Intelligent Agentノードからサーバー・ノードに対してジョブを
発行できるようにするには、Windows NTのユーザー・アカウントが必要です。

管理対象ノードごとに、Windows NTユーザー・アカウントを作成する必要があります。次
の 3つの手順のいずれかに従ってください。

新規新規新規新規 Windows NTユーザー・アカウントの作成　ユーザー・アカウントの作成　ユーザー・アカウントの作成　ユーザー・アカウントの作成　Intelligent Agentがインストールされている
NTマシン上に新規の NTユーザー・アカウントを作成し、このユーザーに「バッチ ジョブ
としてログオン」権限を付与するには、次の手順を実行してください。

注意注意注意注意 : 「バッチ ジョブとしてログオン」権限を設定しない場合、ノードでジョ
ブを実行すると、「ユーザー認証に失敗しました。」というメッセージが表示され
ます。
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1. Windows NTの「スタート」メニューで、「管理ツール」から「ユーザー マネージャ」
を選択します。このツールの詳細は、Windows NTのドキュメントを参照してくださ
い。

2. 「ユーザー」メニューから「新しいユーザー」を選択して、次のことを確認します。

� 「ユーザーは次回のログイン時にパスワード変更が必要」オプション・ボックスが
チェックされていません。

� ユーザー名として「SYSTEM」または「system」が使用されていません。

3. 「ユーザー マネージャ」ユーティリティの「原則」メニューで、「ユーザーの権利」オプ
ションを選択します。

4. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

5. 権限リストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

6. 選択したユーザーにこの権限を付与します。

既存の既存の既存の既存の NTユーザー・アカウントへの権限の割当て　ユーザー・アカウントへの権限の割当て　ユーザー・アカウントへの権限の割当て　ユーザー・アカウントへの権限の割当て　既存のローカル・ユーザー・アカウン
トに権限を割り当てるには、次の手順を実行してください。

1. 「ユーザー マネージャ」パネルでユーザーを選択し、次のことを確認します。

� 「ユーザーは次回のログイン時にパスワード変更が必要」オプション・ボックスが
チェックされていません。

� ユーザー名として「SYSTEM」または「system」が使用されていません。

2. 「ユーザー マネージャ」ユーティリティの「原則」メニューで、「ユーザーの権利」オプ
ションを選択します。

3. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

4. 権限リストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

5. このユーザーに、高度なユーザー権利を追加します。

6. 「追加」ボタンをクリックします。

a. 「ドメインまたはコンピュータ」フィールドに入力します。（自分のドメインを選
択）

b. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックします。

c. リストボックスでドメイン・ユーザーを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

e. 「OK」をクリックします。

7. 「ユーザー権利の原則」ウィンドウで「OK」をクリックします。
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Intelligent Agentユーザーとしてのユーザーとしてのユーザーとしてのユーザーとしての NTドメイン・ユーザーの構成　ドメイン・ユーザーの構成　ドメイン・ユーザーの構成　ドメイン・ユーザーの構成　

Intelligent Agentユーザーとしてドメイン・ユーザーを構成するには、次の手順を実行して
ください。

1. 「ユーザー マネージャ」ユーティリティの「原則」メニューで、「ユーザーの権利」オプ
ションを選択します。

2. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

3. 権限リストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

4. 「追加」ボタンをクリックします。

a. 「ドメインまたはコンピュータ」フィールドに入力します。（自分のドメインを選
択）

b. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックします。

c. リストボックスでドメイン・ユーザーを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

e. 「OK」をクリックします。

5. 「ユーザー権利の原則」ウィンドウで「OK」をクリックします。

注意注意注意注意 : NTドメイン・ユーザーは、マシンがプライマリ・ドメイン・コント
ローラ（PDC）の場合のみ機能します。これ以外の場合は、VNI-2015「認証エ
ラー」でジョブが失敗します。PDC以外のすべての環境では、アカウントはマ
シンに対してローカルにしてください。

注意注意注意注意 : ローカル・ユーザーとドメイン・ユーザーの名前が同じである場合、
ローカル・ユーザーが優先されます。

注意注意注意注意 : ドメイン・ユーザーを設定する場合には、ドメイン・パスワードにロー
カル・パスワードと同じものを設定して、このドメイン・ユーザー・アカウント
を使用してジョブを発行したときに、スケジュールされたジョブを実行できるよ
うにします。
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管理対象サービスの優先接続情報リストの設定管理対象サービスの優先接続情報リストの設定管理対象サービスの優先接続情報リストの設定管理対象サービスの優先接続情報リストの設定
管理対象ノードで Intelligent Agentによってジョブの実行またはイベントの監視を行うに
は、そのノードで実行されているサービスに対して、各管理者が有効な接続情報を指定する
必要があります。優先接続情報リストは、管理対象サービスごとにコンソールから設定され
ます。

コンソールで優先接続情報リストを設定するには、次の手順に従ってください。

1. 「システム」→「作業環境」→「優先接続情報リスト」を選択して、Intelligent Agentに
よる管理が可能なサービスを表示します。

2. 認証が必要な管理対象サービスには、ユーザー名、パスワードおよびロールなど、その
サービスに該当する接続情報を入力します。

3. あるタイプの複数のサービスに同じ接続情報が必要な場合、そのサービス・タイプに
<デフォルト >の接続情報を選択して、同じタイプのすべてのサービスにその接続情報
が使用されるようにします。

たとえば、Administrator_1が、管理対象のすべてのデータベースで admin1という
ユーザー名と pass1というパスワードを持っているとすると、<デフォルト >データ
ベースのエントリには、接続情報として admin1/pass1のみを入力することになりま
す。データベース管理作業では、すべてこの <デフォルト >の接続情報が使用されま
す。

また、admin1および pass1以外の接続情報が必要なデータベースが 1つしかない場合
は、その特定のデータベースを選択して、異なる接続情報を入力できます。

Intelligent Agentでは、実行するすべてのジョブと多くのイベントに対して、ユーザー名と
パスワードの認証が行われます。優先接続情報リストを正しく設定しないと、ジョブやイベ
ントは失敗する可能性があります。

NTユーザーの場合は、（NTの Intelligent Agentが常駐する）ノードの優先接続情報リスト
を、「バッチ ジョブとしてログオン」に設定されたユーザーと同じに設定する必要がありま
す。

電子メール通知の設定電子メール通知の設定電子メール通知の設定電子メール通知の設定

SMTPゲートウェイの設定ゲートウェイの設定ゲートウェイの設定ゲートウェイの設定
Oracle Enterprise Managerでは、SMTPを使用した電子メール通知の送信がサポートされて
います。管理者が電子メール通知を使用できるようにするには、SMTP電子メール・システ
ムで使用される SMTPメール・ゲートウェイを指定する必要があります。

SMTPは、TCP/IPベースのメール・プロトコルで、これを使用するには、コンソール・マ
シン上で TCP/IPサービスを設定しておく必要があります。
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Enterprise Managerコンソールで、「システム」メニューの「SMTPゲートウェイを構成」
を選択して、次の情報を指定します。

前述の情報を指定しない場合は、管理者がこの電子メールを構成しようとしたときに、エ
ラー・メッセージが表示されます。

電子メールとポケットベルの通知の設定電子メールとポケットベルの通知の設定電子メールとポケットベルの通知の設定電子メールとポケットベルの通知の設定
管理者は、それぞれの電子メールまたはポケットベルの通知に対する作業環境を定義する必
要があります。Enterprise Managerコンソールで、「システム」メニューの「作業環境」を
選択します。「編集　管理者作業環境」プロパティ・シートが表示されます。

このプロパティ・シートのページを完了して、管理者のポケットベルおよび電子メールの通
知方法を設定します。このページの「テスト」オプションを使用して、テスト用のポケット
ベルや電子メールを送信することもできます。

ポケットベルの情報ポケットベルの情報ポケットベルの情報ポケットベルの情報

フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

SMTPメール・ゲートウェイ SMTPメール・ゲートウェイが常駐するマシン名
（mailserver.company.comなど）を入力します。

送信者の SMTPメール・
アドレス

（Enterprise Manager Mailなど）自身を識別するための送信者の
名前を指定します。注意注意注意注意 :　SMTPサーバーには、空白を処理で
きないものがあります。このような場合には、“Enterprise 
Manager Mail”のように、引用符で囲んで指定します。ここで指
定した名前が、電子メール通知の送信者として表示されます。

項目項目項目項目 説明説明説明説明

キャリア ポケットベル・サービスが含まれているノードが検出された後、プル
ダウン・リストからポケットベル・キャリア・サービスの名前を選択
します。

Pin ポケットベルの個人識別番号（PIN）を指定します。PINは、英数字
のポケットベルでのみ必要で、数値のポケットベルの場合には不要で
す。このエントリは、英数字のポケットベルの GSM、TAPおよび
FLEXTDのプロトコルで必要になります。GSMの場合は、PINは管
理者の実際の電話番号になります。数値のポケットベルの場合は、ポ
ケットベルの番号を指定します。
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電子メールのパラメータ電子メールのパラメータ電子メールのパラメータ電子メールのパラメータ

イベント通知フィルタイベント通知フィルタイベント通知フィルタイベント通知フィルタ
イベント通知フィルタを使用して、管理者へ送信する電子メールやポケットベルを、イベン
トの重大度レベルに基づいてフィルタできます。フィルタは、「管理者作業環境」ダイアロ
グ・ボックスによってユーザー・レベルに設定されます。次のイベント重大度を任意に組み
合せることができます。重大度のすべてのレベルを選択すると、フィルタは行われません。

� 警告

� 警戒

� 消去

� ノード停止

� 再割当て

テスト ポケットベル情報の有効性をテストするには、プルダウン・メニュー
から対象のポケットベル・サービスを選択し、（必要な場合は）PIN
番号を指定して、「テスト」ボタンをクリックします。ポケットベル
の状態を示すメッセージが表示されます。テストが失敗した場合は、
ポケットベル・サービスの構成ファイル（paging.cfg）を確認して
ください。ポケットベルの設定および構成の具体的な指示は、6-16
ページの「ポケットベル・サービスの構成および起動」を参照してく
ださい。Intelligent Agent Paging Extensionが定義されているマシン
のポケットベルでトレース機能が使用できる場合には、
ORACLE_HOME¥sysman¥logディレクトリにあるポケットベルのト
レース・ログ・ファイルを参照することもできます。

項目項目項目項目 説明説明説明説明

受信者の電子メール 電子メール通知を送信する管理者の電子メール・アドレスを指定しま
す。

テスト 「テスト」ボタンをクリックして、メール情報が正しいことを確認し
ます。テスト電子メールの状態を示すメッセージが表示されます。テ
ストが失敗した場合は、電子メールの構成を確認してください。
Management Serverでトレース機能が使用できる場合は、
ORACLE_HOME¥sysman¥logディレクトリにあるメール・トレー
ス・ログ・ファイルを参照することもできます。

サブジェクトの接頭辞 電子メール通知に付加するオプションの接頭辞を指定します。この接
頭辞によって、Enterprise Managerコンソールから管理者に送信され
る通知を区別できます。

項目項目項目項目 説明説明説明説明
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ジョブ通知フィルタジョブ通知フィルタジョブ通知フィルタジョブ通知フィルタ
ジョブ通知フィルタを使用して、管理者に送信された電子メールやポケットベルを、ジョブ
の状態に基づいてフィルタできます。イベント通知フィルタでは、フィルタは、「管理者作
業環境」ダイアログ・ボックスによってユーザー・レベルに設定されます。すべてのジョブ
の状態を選択すると、フィルタは行われません。

� 起動

� 完了

� 失敗

� 削除（ジョブ削除）

ポケットベル・サービスの構成および起動ポケットベル・サービスの構成および起動ポケットベル・サービスの構成および起動ポケットベル・サービスの構成および起動
Oracle Enterprise Managerのポケットベル機能で通知を行う場合は、Paging Service Agent 
Extensionをインストールする必要があります。このポケットベル・サービスは、ベースの
Oracle Enterprise Managerのインストールの一部としてはインストールされずに、Oracle 
Intelligent Agentとともにインストールされます。詳細は、対象のデータベース・リリース
のインストレーション・ガイドを参照してください。

Oracle Enterprise Manager内の通知用にポケットベルを利用する場合、インストールが必要
なポケットベル・サービスは 1つだけです。

ポケットベル・サービスでは、数値または英数字のポケットベルをサポートしており、次の
ポケットベル・サービス・プロトコルを使用しています（英数字のポケットベルのみ）。

� TAP（Telocator Alphanumeric Protocol）

� GSM（Global System for Mobile Communications）

� FLEXTD

ポケットベル・サービスは自動的には構成されません。ポケットベルを構成するには、次の
手順に従います。

ポケットベルの設定ポケットベルの設定ポケットベルの設定ポケットベルの設定
ポケットベル・サービスを実行するマシンで、次の指示に従ってください。

1. モデムをインストールします。

注意注意注意注意 : Paging Service Agent Extensionは、Windows NTでのみサポートされ
ています。
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2. モデム設定を指定します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「モデム」を選択します。

b. 「モデム プロパティ」ページで「ダイヤルのプロパティ」をクリックし、次のパラ
メータを設定して、ダイヤル方法を指定します。

* ダイヤルする市外局番。

* ダイヤルする国。

* 外線にアクセスする方法。外線にアクセスする際にダイヤル番号が必要ない場
合は、このフィールドは空白にしておいてください。

c. 「モデム プロパティ」ページの「プロパティ」をクリックして「最高速度」を設定
します。最高速度は 9600Kボーに設定することをお薦めしますが、各自のシステム
に最適なボー・レートを設定してください。

3. Paging Service Agent Extensionをインストールします。詳細は、対象のデータベース・
リリースのインストレーション・ガイドを参照してください。

4. Paging Service Agent Extensionをインストールするために、
ORACLE_HOME¥sysman¥configディレクトリには、paging.cfg.templateという
テンプレート構成ファイルが用意されています。このテンプレートには、ご利用のキャ
リアとサービス・プロバイダ特有の構成プロパティの定義方法について、詳細な指示と
例が含まれていますので、参照してください。

5. paging.cfg.templateファイルを paging.cfgファイルにコピーします。このファ
イルも ORACLE_HOME¥sysman¥configディレクトリにあります。これはデータベー
スの Oracleホーム・ディレクトリであり、ここに Intelligent Agentがインストールさ
れています。このファイルの名前を変更せずにコピーして、ポケットベルの構成情報を
保持しておくことをお薦めします。このファイルをコピーしない場合は、ポケットベル
構成に関するコメントがすべて削除されます。また、Enterprise Managerが更新された
場合は、すべての構成が失われ、元に戻すことはできません。

6. paging.cfg.templateファイルの指示に従って、ポケットベルの使用の要件に合せ
て paging.cfgファイルを変更し、保存します。ポケットベル構成プロパティの概要

注意注意注意注意 : モデムは、ポケットベル・サービスを実行するWindows NTマシンに
インストールしてください。

注意注意注意注意 : ボー・レートを 9600よりも大きな値に設定すると、ポケットベル・
サービス・キャリアでデータが失われることがあります。9600というモデムの
ボー・レートは、推奨値にすぎません。ご使用のシステムに最適のボー・レート
設定を見つけてください。
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は、表 6-1「ポケットベルの構成プロパティ」を参照してください。
paging.cfg.templateファイルには、14のプロパティが含まれています。ただし、
これらのプロパティのすべてに値を設定する必要はなく、（数値または英数字の）いず
れかのタイプのポケットベルでのみ使用するプロパティもあります。

7. Intelligent Agentを再起動します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「サービス」を選択します。

b. 「Oracle<ORACLE_HOME_NAME>Agent」サービスを選択し、「停止」をクリック
した後で「開始」をクリックします。

Management Serverが稼動しているマシンで、次の指示に従ってください。

8. Oracle Management Serverが実行中であることを確認します。実行していない場合は、
起動します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「サービス」を選択します。

b. 「Oracle<ORACLE_HOME_NAME>ManagementServer」サービスを選択し、「開
始」をクリックします。

注意注意注意注意 : ポケットベルの構成を変更（追加または削除）した場合は、必ず
Intelligent Agentを再起動してください。

注意注意注意注意 : ポケットベル・サービスの構成は、Management Serverには依存しませ
ん。ポケットベル・サービスを起動する場合のみ、Management Serverを実行
する必要があります。
6-18　Oracle Enterprise Manager構成ガイド                              



一般設定
表表表表 6-1  ポケットベルの構成プロパティポケットベルの構成プロパティポケットベルの構成プロパティポケットベルの構成プロパティ

プロパティプロパティプロパティプロパティ

数値数値数値数値
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能

英数字英数字英数字英数字
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能 必須必須必須必須 コメントコメントコメントコメント

CARRIER_NAMES はい はい はい 空白文字は使用できません。

PAGER_TYPE はい はい はい 有効値は NUMERICまたは
ALPHANUMERICです。

COUNTRY はい はい はい ポケットベル・キャリアとして同
じ国内の DBAにダイヤルする場
合は、同じ国コードを設定しま
す。

たとえば、米国の DBAにダイヤ
ルする際に、ポケットベル・キャ
リアが米国にある場合は、1の値
を設定します。

インドの DBAにダイヤルする際
に、ポケットベル・キャリアがイ
ンドにある場合は、91の値を設定
します。

ポケットベル・キャリアとして別
の国の DBAにダイヤルする場合
は、DBAの国コードだけでなく、
ポケットベル・キャリアの国のダ
イヤル・コードも指定する必要が
あります。

たとえば、米国（国コード 1）の
DBAにダイヤルする際に、ポ
ケットベル・キャリアがブラジル
にある場合は、001の値を設定し
ます。

スペイン（国コード 34）の DBA
にダイヤルする際に、ポケットベ
ル・キャリアがドイツにある（00
を使用してダイヤルする）場合
は、0034の値を設定します。

特殊文字や空白は使用できませ
ん。

AREA_CODE はい はい はい DBAの市外局番を設定します。

カッコ（ ‘( )’ ）などの余分な特殊
文字は使用できません。
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PHONE_NUMBER はい はい はい ポケットベルを送信するためのダ
イヤル番号を設定します。

この番号は、ポケットベル・キャ
リアの番号またはポケットベル自
身の番号となります（ポケットベ
ル自身の番号の場合は、PINがあ
りません）。

ダッシュ（‘-’）、ピリオド（‘.’）、
空白などの特殊文字は使用できま
せん。

TIMEOUT はい はい いいえ ポケットベルの通信が完了するま
での合計時間。数値ポケットベル
で、ポケットベルの通信が完了し
ていない場合は、TIMEOUTプロ
パティで指定した秒数が経過した
後でタイムアウトとなります。

タイムアウトの値は、ポケットベ
ルの通信にかかる時間よりも長く
設定します。

数値ポケットベルでは、タイムア
ウトの秒数が経過するまで終了し
ないため、タイムアウトには大き
い値を設定しないでください。

値に何も指定しない場合は、ポ
ケットベル・サービスでは、モデ
ムのデフォルト設定が使用されま
す。

この値は 60に設定することをお
薦めします。

CONNECTION_DELAY はい いいえ いいえ ポケットベル・メッセージが送信
されるまでに、電話回線上で確立
される停止時間を設定します。

停止時間はモデムに固有で、通常
は、ポケットベル・キャリアのス
ピードが遅くてメッセージを受信
できない場合に使用します。

表表表表 6-1  ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）

プロパティプロパティプロパティプロパティ

数値数値数値数値
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能

英数字英数字英数字英数字
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能 必須必須必須必須 コメントコメントコメントコメント
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SUFFIX はい いいえ はい ポケットベル・キャリアで音声に
よるメッセージがある場合に、設
定します。

カンマを使用して、オプションを
選択するまでの待機時間を表しま
す。

たとえば、メッセージを送信する
までに 4秒停止して、1回送信す
る場合は、,,,,1と設定します。

音声によるメッセージで、メッ
セージの送信を開始するオプショ
ン選択の後でシャープが必要な場
合は、,,,1#と設定します。

PROTOCOL いいえ はい はい TAP、FLEXTDまたは GSMを指
定します。

OEM.MANAGEMENT_SERVER はい はい いいえ リモートManagement Serverを
使用している場合のみ設定しま
す。

Management Serverが稼動してい
るマシン名を指定します。これ
は、ログインしている
Management Serverとなります。

OEM.MANAGEMENT_SERVER=
<oms-hostname>

複数複数複数複数 Management Serverの場合の場合の場合の場合
の注意の注意の注意の注意 :

1. paging.cfgファイルに複数の
Management Serverを構成
することはできません。2つ
のManagement Serverを指
定した場合は、ポケットベル
の起動時には、2番目の
Management Serverのみが
読み込まれます。

表表表表 6-1  ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）

プロパティプロパティプロパティプロパティ

数値数値数値数値
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能

英数字英数字英数字英数字
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能 必須必須必須必須 コメントコメントコメントコメント
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OEM.MANAGEMENT_SERVER（続き） 2. 情報はリポジトリに保存され
ているため、複数の
Management Serverでは、
paging.cfgファイルの内容に
関係なく同じポケットベル・
サービスを使用します。

3. paging.cfgに設定されている
Management Serverが、複
数Management Server環境
で失敗した場合は、再起動せ
ずにポケットベル通信を続行
できます。これは、起動時
に、paging.cfgに設定されて
いるManagement Serverに
接続されているためです。

4. paging.cfgに設定されている
Management Serverが、複
数Management Server環境
で失敗し、あるポイントで他
のManagement Serverも失
敗した（またはポケットベ
ル・サービスが失敗した）場
合は、paging.cfgファイルに
2番目のManagement Server
が設定されるまで、ポケット
ベル・サービスは開始され
ず、最初のManagement 
Serverも失敗の前の時点で
は、再開されていなかったと
見なされます。

OEM.MANAGEMENT_SERVER.BOOTPORT はい はい いいえ デフォルト値の 7771を使用しな
い場合のみ、値を設定します。

必ず整数を指定してください。

表表表表 6-1  ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）

プロパティプロパティプロパティプロパティ

数値数値数値数値
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能

英数字英数字英数字英数字
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能 必須必須必須必須 コメントコメントコメントコメント
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TRACING.ENABLED はい はい いいえ デバッグで使用するための値を設
定します。ポケットベル・サービ
スは、電話回線操作に対するト
レース文と、成功または失敗を書
き込むことにより、ポケットベル
通信で発生した内容をトレースし
ます。

有効値は TRUEまたは FALSEで
す。

値が TRUEの場合は、プロパティ
TRACEFILENAMEおよび
TRACING.LEVELに値を指定し
てください。

値が FALSEの場合は、
TRACEFILENAMEおよび
TRACING.LEVELに値を指定す
る必要はありません。

TRACING.LEVEL はい はい いいえ トレース可能な場合に、収集のた
めのトレース情報の詳細を指定す
るための値を設定します。

有効値は 5（重要なメッセージお
よびエラー・メッセージを収集す
るユーザー・レベル）、3（重要な
メッセージ、エラー・メッセー
ジ、警告メッセージを収集する管
理者レベル）または 2（すべての
トレース情報を収集するレベル）
です。

TRACEFILENAME はい はい いいえ トレース可能な場合に、トレース
の出力結果を書き込む場所を設定
します。

この値には、PAGING_LOG.TRC
を設定することをお薦めします。

デフォルトでは、このファイルは
Intelligent Agentの
ORACLE_HOME¥SYSMAN¥
LOG¥ディレクトリに保存されて
います。

表表表表 6-1  ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）ポケットベルの構成プロパティ（続き）

プロパティプロパティプロパティプロパティ

数値数値数値数値
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能

英数字英数字英数字英数字
ポケットポケットポケットポケット
ベルにベルにベルにベルに
設定可能設定可能設定可能設定可能 必須必須必須必須 コメントコメントコメントコメント
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例例例例 1
たとえば、次の場合について考えてみます。

� 数値ポケットベル。

� ポケットベル・サービスは、デフォルト以外のブート・ポート 7774にリモートの Oracle 
Management Serverを登録します。

� DBAはオーストラリア（国コード 61）にあります。

� ポケットベル・サービスは、ニュージーランドにあります（00を使用して国外にダイヤ
ルします）。

� 市外局番を含む DBAのポケットベル番号を、（800）555-1234とします。

� ポケットベル・サービスは、ポケットベル・メッセージを送信する前に 4秒待機します。

� ポケットベル・サービスは、ポケットベル・キャリアへの送信に 60秒かかります。

� ポケットベル・キャリアに音声によるメッセージがあり、ポケットベル・サービスで、
4秒の停止の後オプション 1を選択します。

� トレースは不可とします。

PAGING.CFGファイルは次のようになります。

CARRIER_NAMES=CARRIER_NUMERIC_PAGER 
OEM.MANAGEMENT_SERVER=nsulliva.us.oracle.com 
OEM.MANAGEMENT_SERVER.BOOTPORT=7774 
CARRIER_NUMERIC_PAGER.COUNTRY=0061 
CARRIER_NUMERIC_PAGER.AREA_CODE=800 
CARRIER_NUMERIC_PAGER.PHONE_NUMBER=5551234 
CARRIER_NUMERIC_PAGER.CONNECTION_DELAY=4 
CARRIER_NUMERIC_PAGER.TIMEOUT=60 
CARRIER_NUMERIC_PAGER.PAGER_TYPE=NUMERIC 
CARRIER_NUMERIC_PAGER.SUFFIX=,,,,1 
CARRIER_NUMERIC_PAGER.TRACING.ENABLED=FALSE 

例例例例 2
たとえば、次の場合について考えてみます。

� 英数字のポケットベルを GSMプロトコルで使用します。

� DBAはノルウェー（国コード 47）にあります。

注意注意注意注意 : ポケットベル・サービスと DBAが同じ国の場合、またはポケットベル・
サービスと DBAが同じ市外局番であっても、COUNTRYプロパティと
AREA_CODEプロパティのエントリは空白にできません。これらのエントリを
空白にすると、ポケットベル通知は機能しません。
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� ポケットベル・サービスはスウェーデンにあります（009を使用して国外にダイヤルし
ます）。

� 市外局番を含む DBAのポケットベル番号を、（800）666-1234とします。

� ポケットベル・サービスは、ポケットベル・キャリアへの送信に 75秒かかります。

� 最大レベルのトレースを可能とし、トレース内容は、PAGINGLOG.TRCファイルに書
込まれます。

PAGING.CFGファイルは次のようになります。

CARRIER_NAMES=CARRIER_ALPHANUMERIC_PAGER
CARRIER_ALPHANUMERIC_PAGER.COUNTRY=00947
CARRIER_ALPHANUMERIC_PAGER.AREA_CODE=800
CARRIER_ALPHANUMERIC_PAGER.PHONE_NUMBER=6661234
CARRIER_ALPHANUMERIC_PAGER.TIMEOUT=75
CARRIER_ALPHANUMERIC_PAGER.PAGER_TYPE=ALPHANUMERIC
CARRIER_ALPHANUMERIC_PAGER.PROTOCOL=GSM
OEM.TRACING.ENABLED=TRUE
OEM.TRACING.LEVEL=2
TRACEFILENAME=PAGINGLOG.TRC

例例例例 3
次のようにモデムが設定されているとします。

� 外線 :　5（市内）

� 外線 :　9（市外）

� 市外局番 :　650

� 場所 :　米国

PAGING.CFGファイルは次のようになります。

COUNTRY=1
AREA_CODE=650
PHONE_NUMBER=6380899

ダイヤル番号は 5 6380899となります。

モデム設定で市外局番が 210の場合は、ダイヤル番号は 9 1 650 6380899となります。

長距離の場合は、「コントロール パネル」→「モデム」→「ダイヤルのプロパティ」で指定
した市外局番と国の設定に基づいて、1が自動的にダイヤルされます。

注意注意注意注意 : 例 3の内容は完全には設定されていません。ここでは、COUNTRY、
AREA_CODEおよび PHONE_NUMBERの設定のみを示しています。
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例例例例 4
たとえば、次の場合について考えてみます。

� 数値ポケットベル。

� DBAは米国（国コード 1）にあります。

� ポケットベル・サービスは米国にあります。

� 市外局番を含む DBAのポケットベル番号を、（650）645-8989とします。

� ポケットベル・サービスは、ポケットベル・メッセージを送信する前に 4秒待機します。

� ポケットベル・サービスに音声によるメッセージがあり、ポケットベル・サービスで、
4秒の停止後オプション 1を選択し、次に 5秒の停止後オプション 3を選択します。

CARRIER_NAMES=SERVICE1
PAGER_TYPE=NUMERIC
SERVICE1.SUFFIX=,,,,1#,,,3#
SERVICE1.CONNECTION_DELAY=4
SERVICE1.COUNTRY=1
SERVICE1.AREA_CODE=650
SERVICE1.PHONE_NUMBER=6458989

前述の例では、次の番号にダイヤルされます。

16506458989 , , , , 1# , , , 3# , , , , 123456
<--number--><-------suffix----><|><--message-->
                                connection Delay

ポケットベル・サービスの起動ポケットベル・サービスの起動ポケットベル・サービスの起動ポケットベル・サービスの起動
ポケットベル・サービスを実行するマシンに戻って、次の指示に従ってください。

1. ポケットベル・サービスを起動します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「サービス」を選択します。

b. 「Oracle<ORACLE_HOME_NAME>PagingService」を選択し、「開始」をクリック
します。

コマンド・プロンプトで次のように入力して、ポケットベル・サービスを起動すること
もできます。

oemctrl start paging

Enterprise Managerコンソールを実行するマシンで、次の指示に従ってください。

注意注意注意注意 : 例 4は完全な例ではないため、設定されていないプロパティもありま
す。必要なプロパティをすべて追加してください。
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2. コンソールにログインします。

3. ポケットベル・サービスを構成したノードを検出するか、またはノードの検出をリフ
レッシュします。ポケットベル・サービスは、検出またはリフレッシュされたノードの
下、および新しいポケットベル・サービス・フォルダの下に表示されます。

検出を行う方法は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』を参照してください。

4. ポケットベル通知の作業環境を設定します。ポケットベルで通知を行う管理者は、次の
ステップに従って実行します。

a. コンソールの「システム」→「作業環境」→「通知」を選択します。

b. ドロップダウン・リストからポケットベル・サービス・キャリアを選択します。こ
のリストに表示されている内容は、Intelligent Agentマシンの PAGING.CFGファイ
ルで設定された内容に基づいています。

c. 英数字のポケットベルの場合は、Pin番号を入力します。数値ポケットベルの場合
は、このフィールドは空白のままとします。

d. 「テスト」をクリックしてポケットベル通知をテストします。

通知の作業環境を設定する方法は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』を参照
してください。

5. 管理者の通知スケジュールを設定します。ポケットベルで通知を行う管理者は、次のス
テップに従って実行します。

a. コンソールの「システム」→「作業環境」→「スケジュール」を選択します。

b. ポケットベルで通知を行うタイミングを選択します。ポケットベルで通知される日
付や時刻を選択しない場合は、通知を受け取ることはできません。

通知のスケジュールを設定する方法は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』を
参照してください。

ポケットベル・サービスの状態の問合せポケットベル・サービスの状態の問合せポケットベル・サービスの状態の問合せポケットベル・サービスの状態の問合せ
ポケットベルの状態をチェックするには、キャリア名をマウスで右クリックし、ポップアッ
プ・メニューの「ポケットベル・サービスへの Ping」項目にアクセスします。

ポケットベル・サービスの停止ポケットベル・サービスの停止ポケットベル・サービスの停止ポケットベル・サービスの停止
NTサービスの「コントロール パネル」から、ポケットベル・サービスを停止します。

ポケットベル・サービスは、次のコマンドを入力しても停止できます。

oemctrl stop paging

数値ポケットベルのポケットベル状態コード数値ポケットベルのポケットベル状態コード数値ポケットベルのポケットベル状態コード数値ポケットベルのポケットベル状態コード
数値ポケットベルは、次のように解釈されます。
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ジョブ通知の場合、6桁の数値を受信します。最初の 3桁がジョブ ID、後の 3桁がジョブの
状態を示します。

イベント通知の場合、イベント IDと状態コードを受信します。

ジョブ IDとイベント IDは内部番号のため、コンソールには表示されません。

イベントの状態コードおよびジョブの状態コードは、次のようになります。

100 = ジョブ実行中

200 = ジョブ完了

300 = ジョブ失敗

400 = ジョブ削除

500 = イベント消去

600 = イベント待機中

700 = イベント警告

800 = イベント・ノード停止

900 = イベント不明

1000 = イベントの受取先変更

ジョブ IDが JJJの場合、

JJJ100 => job started for job# JJJ 
JJJ200 => job completed for job# JJJ
JJJ300 => job failed for job# JJJ

たとえば、数値ポケットベルに 001100と表示された場合は、ジョブ ID001が開始されたこ
とを表します。001300と表示された場合は、ジョブ ID 001が失敗したことを表します。

イベント IDが EEの場合、

EE500 => event cleared for event # EE

たとえば、7500が表示された場合は、イベント番号 7の状態が変更されており、状態が消去
されていることを表します。

Management Server接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソール接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソール接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソール接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソール
の構成の構成の構成の構成

注意注意注意注意 : Management Serverまたは Intelligent Agentが稼動しているノードの
Oracle Enterprise Managerでは、DHCPはサポートしていません。クライアン
トでのみサポートされます。
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コンソールの接続にダイヤルアップ回線を使用する場合は、コンソール・マシンで動的な IP
アドレスが取得されます。この動的 IPアドレスは、オペレーティング・システム
（Windows NT、Windows 95、Windows 98）によってアプリケーション（コンソール）に
送信されます。

オペレーティング・システムが正しい IPアドレスを返すには、ネットワーク通信プロトコ
ル（TCP-IP）を、Dynamic Host構成プロトコル（DHCP）を使用して、IPアドレスが取得
されるように構成する必要があります。この設定は、次のように指定します。

1. 「コントロール パネル」→「ネットワーク」を選択します。

2. 「プロトコル」を選択します。

3. 「TCP-IPプロトコル」→「プロパティ」を選択します。

重要重要重要重要 : イーサネットを介して同じマシンをネットワークに接続するときに、設定を元に戻
せるように、前の設定を控えておいてください。「IPアドレス」、「サブネット マスク」およ
び「デフォルト ゲートウェイ」で指定した設定は、ファイルにコピーしてください。

1. 「DHCPサーバーから IPアドレスを取得する」を選択します。

2. 変更を適用します。

3. マシンで取得した新しい動的 IPアドレスを使用して、listener.oraファイルを構成
します。次のエントリを追加します。

(ADDRESS=
    (PROTOCOL= TCP)
     (HOST= dynamic host name)
     (Port= 1521)
)

4. ダイヤルアップ回線を介して、ネットワークに接続します。これで、コンソールを起動
できるようになりました。

注意注意注意注意 : リポジトリでダイヤルアップ回線を使用している場合は、
listener.oraファイルを構成する必要があります。

注意注意注意注意 : Webブラウザから実行していない場合には、変更後、システムを再起動
する必要があります。
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バックアップまたはバックアップまたはバックアップまたはバックアップまたは SYSDBA管理のためのリモート・データベースの構成管理のためのリモート・データベースの構成管理のためのリモート・データベースの構成管理のためのリモート・データベースの構成
バックアップ管理ウィザードを使用する前、または Oracle Enterprise Managerによって
データベースを停止する前に、リモート SYSDBA管理のデータベースを設定する必要があ
ります。

次の手順は、サーバーとクライアントが Database Configuration Assistantによってすでに
実行されている場合に、サーバーとクライアントの両方で必要な処理の概要です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : システムのパスワード・ファイル作成ユーティリティの正確な名前は、ご使用
の Oracleデータベースのオペレーティング・システム固有のドキュメントを参照してくだ
さい。

サーバー側（サーバー側（サーバー側（サーバー側（NT））））
1. コマンド・プロンプトから、ORAPWD実行ファイルを実行して、新規パスワード・
ファイルを作成します。

$ORACLE_HOME/bin/orapwd file=<fname> password=<password> entries=<users>

ここで

fnameはパスワード・ファイルの名前です（必須）。

passwordは、SYSのパスワードです（必須）。

entriesは、異なる DBAおよび OPERの最大数です（オプション）。

等号（=）の前後には空白を入れません。

<fname>は、Oracle_Home/Databaseディレクトリに作成されます。

2. Oracle_Home/Admin/<SID>/pfileディレクトリの init.oraファイルを編集しま
す。init.oraファイルのパラメータ remote_login_passwordfile=exclusive
を追加または変更します。

3. データベースを停止し、「コントロール パネル」→「サービス」で再起動します。

4. リモート DBA操作を実行するユーザーに、SYSDBAまたは SYSOPERのロール（ある
いはその両方）を付与します。

サーバー側（サーバー側（サーバー側（サーバー側（UNIX））））
1. ORACLEでログインし、ご使用の環境変数を設定します。

setenv ORACLE_HOME your_oracle_home
setenv ORACLE_SID your_oracle_sid
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2. Oracleホームの dbsディレクトリに移ります。

cd $ORACLE_HOME/dbs

3. ORAPWD実行可能ファイルを実行して、新しいパスワード・ファイル
$ORACLE_HOME/bin/orapwd file=<fname> password=<password> 
entries=<users>を作成します。

fnameはパスワード・ファイルの名前です（必須）。

passwordは、SYSのパスワードです（必須）。

entriesは、異なる DBAおよび OPERの最大数です（オプション）。

等号（=）の前後には空白を入れません。

<fname>は、$Oracle_Home/dbsディレクトリに作成されます。

4. init.oraファイルを編集します。init.oraファイルのパラメータ
remote_login_passwordfile=exclusiveを追加または変更します。

5. データベースをいったん停止してから再起動します。

a. SQL*Plus Worksheetを起動します。

b. SYSDBAロールを持つユーザーとしてログインします。

c. 次のコマンドを入力します。

shutdown immediate
startup

6. リモート DBA操作を実行するユーザーに、SYSDBAまたは SYSOPERのロール（ある
いはその両方）を付与します。

注意注意注意注意 : この例では、データベースを ORACLEとして設定したものと想定して
います。
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                                                            リリース 1.xのリポジトリからリリース 2.1のリポジトリへの移
7

リリースリリースリリースリリース 1.xのリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリース 2.1

のリポジトリへの移行のリポジトリへの移行のリポジトリへの移行のリポジトリへの移行

Oracle Enterprise Manager Migration Assistantでは、Oracle Enterprise Managerと Oracle 
Enterprise Manager Management Packのデータの移行をサポートしています。

この章では、リリース 1.xの複数のリポジトリ・スキーマを、リリース 2.1の既存の 1つの
共有リポジトリ・スキーマに移行する方法について説明します。

Oracle Enterprise Managerリリース 1.xのリポジトリ・スキーマは、Oracle Enterprise 
Managerリリース 2.1の共有リポジトリ・スキーマとは異なります。Enterprise Managerリ
リース 1.xでは、各管理者が個別のリポジトリ・スキーマを持っており、そこにネットワー
ク内の現行のビューとユーザー固有の情報が格納されていました。Enterprise Managerリ
リース 2.1では、1つの共有リポジトリ・スキーマに、それぞれの管理者がアカウントを持
ち、アカウントの中に作業環境が保存されています。

Migration Assistantでは、リリース 2.1の既存のリポジトリに対する次の情報の移行をサ
ポートしています。

� 検出情報

� 優先接続情報リスト

注意注意注意注意 : 移行の前に、Enterprise Manager Configuration Assistantを使用してリ
リース 2.1のリポジトリを作成しておく必要があります。移行は、リリース 1.x
のリポジトリから、既存の 2.1のリポジトリに対して行われます。

注意注意注意注意 : リリース 1のリポジトリがない場合は、この章を省略してください。
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重要な注意
� ジョブ情報

� イベント情報

� グループ

重要な注意重要な注意重要な注意重要な注意

移行の段階移行の段階移行の段階移行の段階
リリース 1.xのリポジトリの移行の段階は、次のとおりです。

1. リポジトリ移行の準備

a. リリース 2.1の新しい管理者の作成

b. リリース 1.xのコンソールの全サービスのリフレッシュ

c. リリース 1.xの現在のリポジトリの情報確認

d. リリース 1.xの既存のリポジトリのバックアップ

2. Migration Assistantを使用したリポジトリの移行

3. リリース 1.xのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブおよびイベントの削除と
登録解除

4. 移行成功の確認

注意注意注意注意 : Migration AssistantはWindows NTでのみ稼動します。

注意注意注意注意 : 移行を開始する前に、データベースおよびリリース 1.xのリポジトリを
バックアップして、移行が失敗した場合でも、現在の Oracle Enterprise 
Managerリリース 1.xの環境とリリース 2.1の環境を確実に回復できるようにし
ておいてください。

注意注意注意注意 : リリース 1.xのリポジトリをリリース 2.1に完全に移行した後で、リ
リース 2.1で操作を行うと、リリース 1.xのリポジトリでは操作できなくなりま
す。リリース 2.1へのリポジトリの移行で問題が発生した場合は、移行前のス
テップが完了しており、リリース 2.1の環境で作業を開始していない場合のみ、
リリース 1.xへロールバックできます。
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リリースリリースリリースリリース 1.xとリリースとリリースとリリースとリリース 2.1の違いが移行に与える影響の違いが移行に与える影響の違いが移行に与える影響の違いが移行に与える影響
リポジトリを移行すると、リリース 1.xの既存のリポジトリは、いくつかの点で変更されま
す。

リリース 1.xのオブジェクトの包括的なリストとそれらのリリース 2.1への移行の可否は、
7-16ページの「リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス」を参照してください。

リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ
Oracle Enterprise Manager Migration Assistantは、リリース 1.6.5のリポジトリをリリース
2.1に移行します。リリース 1.6.5より前のリポジトリで Oracle Enterprise Manager 
Migration Assistantを実行する場合は、まずリポジトリがリリース 1.6.5にアップグレード
され、次にリリース 2.1にアップグレードされます。Oracle Enterprise Managerでは、リ
リース 1.2以降のもののみがリリース 1.6.5へのアップグレードでサポートされます。対象の
リポジトリがリリース 1.6.5より古い場合は、移行の後では、Oracle Enterprise Managerリ
リース 1.xでは機能しなくなります。リポジトリを移行する前に、スキーマまたは表領域
（あるいはその両方）をバックアップしておいてください。

優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト
ユーザー名、パスワードおよびロールが移行されます。リリース 1.xの複数のリポジトリを、
リリース 2.1の 1人の管理者の 1つのリポジトリに移行する場合には、リリース 1.xの複数
のリポジトリに存在していたサービスに最初に移行された優先接続情報リストが、リリース
1.xのリポジトリから最初に移行される優先接続情報リストとなります。

グループグループグループグループ
リリース 1.xでは、複数のジョブやイベントを 1つのグループに登録することが可能で、登
録されたものは、1つのジョブやイベントとしてコンソールに表示されます。リリース 2.1
では、1つのジョブまたはイベントを 1つのグループに登録すると、コンソールには、その
ジョブやイベントが登録されたサービスごとに、個別のジョブまたはイベント・オブジェク
トが表示されます。リリース 1.xで 1つのグループに登録されたジョブまたはイベントを、
リリース 2.1に移行すると、リリース 2.1のコンソールには、そのジョブまたはイベントが
登録されたグループのサービスごとに、個別のジョブまたはイベント・オブジェクトが表示
されます。

ジョブジョブジョブジョブ
� 修正ジョブ以外のアクティブ・ジョブと、リリース 2.1の頻度制限内のアクティブ・
ジョブのみが、Oracle Enterprise Managerのジョブ制御システムに自動的に発行されま
す。

� すでに NAMEと名付けられたジョブがあるターゲット・データベースに同じ名前の
ジョブを移行すると、そのジョブは移行時に NAME(1)と名前が変更されます。すでに
NAME(1)がある場合は NAME(2)というように、順次名前が変更されます。

バックアップ・ジョブバックアップ・ジョブバックアップ・ジョブバックアップ・ジョブ
リリース 1.xでバックアップ・ジョブの実行中に、そのデータを移行すると、ジョブはリ
リース 2.1で tclジョブとして表示されます。注意注意注意注意 :　　　　ジョブ・ライブラリ内のバックアッ
プ・ジョブは、移行されません。Oracle Enterprise Managerコンソールでは、マネージャの
バックアップ・ジョブと表領域のバックアップ・ジョブは異なります。
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修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ
リリース 1.xの修正ジョブは、リリース 2.1のジョブ・ライブラリに移行されますが、この
移行は自動的には発行されません。リリース 2.1の修正ジョブは、移行後に、リリース 2.1
のジョブ・ライブラリから手動で再発行する必要があります。リリース 1.xのイベントとそ
れに関連付けられたリリース 1.xの修正ジョブは分離され、リリース 2.1のイベント・ライ
ブラリとリリース 2.1のジョブ・ライブラリに、それぞれ（発行されずに）格納されます。
移行後に、リリース 2.1のイベント・ライブラリでリリース 2.1のイベントを編集し、リ
リース 2.1で手動で再発行した修正ジョブにもう一度関連付ける必要があります。

イベントイベントイベントイベント
� 修正ジョブに関連付けられていない登録済イベントと、リリース 2.1の頻度制限内のイ
ベントのみが、自動的に発行されます。

� すでに NAMEと名付けられたイベントがあるターゲット・データベースに同じ名前の
イベントを移行すると、そのイベントは移行時に NAME(1)と名前が変更されます。す
でに NAME(1)がある場合は NAME(2)というように、順次名前が変更されます。

� 修正ジョブをイベントに関連付けるには、イベントの宛先タイプをリリース 2.1と同じ
ものにします。たとえば、リリース 1.xのイベントをサービス・タイプ「データベース」
で作成し、それをリリース 1.xの修正ジョブに、サービス・タイプ「ノード」の「メッ
セージの配布」などで関連付けたとします。サービス・タイプの異なるリリース 1.xの
イベントとリリース 1.xの修正ジョブは、関連付けて一緒に登録できます。リリース 2.1
では、イベントと修正ジョブを関連付けて一緒に登録するには、修正ジョブの宛先タイ
プと同じにする必要があります。

前述の例のように、イベントと修正ジョブを移行する場合は、リリース 1.xの修正ジョ
ブで「類似作成」を実行し、このジョブのリリース 2.1の宛先タイプを、リリース 2.1
のイベントと同じになるように変更してください。

イベント・セットイベント・セットイベント・セットイベント・セット
� リリース 1.xのアーキテクチャでは、検出されたサービスに登録されていた個別のイベ

ントの集合をイベント・セットといいます。リリース 2.1のアーキテクチャでは、イベ
ントは、個別のテストの集合を表します。リリース 2.1のイベントは、リリース 1.xの
イベント・セットに類似しています。リリース 2.1では、リリース 1.xの個々のイベン
トをテストといいます。それぞれのテストは、リリース 1.xのイベントと同じ機能や設
定を持ち、イベントは、リリース 1.xのイベント・セットと同じように定義できます。
リリース 1.xのイベント・セットを移行すると、イベント・セット内の各イベントは、
リリース 2.1に別のイベントとして移行されます。

� リリース 2.1のイベントの場合、頻度、頻度の単位および修正ジョブがイベント（最上
位）レベルに割り当てられます。これらの項目は、リリース 1.xではイベント（下位）
レベルに割り当てられていました。リリース 1.xのイベント・セットで、すべてのイベ
ントについてこれらの項目が異なる場合は、各イベントは、リリース 2.1の個別のイベ
ントに移行されます。リリース 1.xのイベント・セットで、すべてのイベントについて
これらの項目が同じ場合は、リリース 1.xのイベント・セット全体が、リリース 2.1の 1
つのイベントに移行されます。
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頻度頻度頻度頻度
リリース 2.1のジョブとイベントに対する頻度のオプションは、リリース 1.xと異なります。
リリース 1.xでのみサポートされており、リリース 2.1ではサポートされていない頻度が定
義されているジョブまたはイベントは、リリース 2.1の環境でもう一度発行またはスケ
ジュールしてください。たとえば、次のようになります。リリース 2.1のイベントでは、24
時間未満のポーリング間隔をサポートしています。リリース 1.xでは、24時間を越えるポー
リング間隔もサポートしています。

Performance Manager/Capacity Planner
リリース 1.xの Performance Managerと Capacity Plannerでは、任意の数のリポジトリを、
リリース 2.1のリポジトリに移行できますが、それぞれリリース 2.1の一意の管理者に関連
付けられている必要があります。

Oracle Change Management Pack
� 注意注意注意注意 :　Change Managerリリース 1.5.5のリポジトリを移行する場合は、最初の移行プ
ロセスとして、移行前に、リポジトリがリリース 1.6.5にアップグレードされます。こ
のアップグレードは元に戻すことはできません。このリポジトリで Change Managerリ
リース 1.5.5は使用できなくなります。したがって、Change Managerリリース 1.5.5で
リリース 1.5.5リポジトリを継続して使用するには、リリース 1.5.5のリポジトリをバッ
クアップし、移行後に復元します。

� Oracle Change Management Packリリース 1.xのそれぞれのリポジトリは、リリース 2.1
のリポジトリの中で、どの管理者についても変更計画やベースラインがないものに移行
する必要があります。管理者に変更の計画またはベースラインがある場合は、Change 
Management Packリリース 1.xのリポジトリを移行する前に、その計画またはベースラ
インを削除してください。削除しないと、Change Management Packの移行は失敗しま
す。この場合には、sysman¥temp¥vobmgr.logファイルに、リリース 2.1のリポジト
リの中で、削除する必要がある計画またはベースラインがどの管理者に定義されている
のかを示すメッセージが含まれます。変更計画の削除には Plan Managerを、基準の削
除には DB Captureを使用します。

Expert
Oracle Expertリリース 1.xのリポジトリの表は、Oracle Expertチューニング・セッション
のエクスポートおよびインポートの方法を使用して、リリース 2.1のリポジトリに移行され
ます。リリース 1.xのリポジトリにあるすべてのデータベースのチューニング・セッション
は、すべて（データベースに対して 1つの）.xdlファイルにエクスポートされ、リリース
2.1の選択された Oracle Enterprise Managerユーザーのリポジトリにインポートされます。

ポケットベル・サービスポケットベル・サービスポケットベル・サービスポケットベル・サービス
� リリース 1.xユーザーのスケジュール情報は、リリース 2.1の管理者に移行されません。
それぞれのユーザーは、リリース 2.1の環境でポケットベルの新しいスケジュールを定
義する必要があります。

� ポケットベルの構成情報は、リリース 2.1には移行されません。それぞれのユーザーは、
リリース 2.1の環境でポケットベルの新しい構成情報を定義する必要があります。
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電子メール・サービス電子メール・サービス電子メール・サービス電子メール・サービス
� リリース 1.xユーザーのスケジュール情報は、リリース 2.1の管理者に移行されません。
それぞれのユーザーは、リリース 2.1の環境で電子メールの新しいスケジュールを定義
する必要があります。

� 電子メールの構成情報は、リリース 2.1には移行されません。それぞれのユーザーは、
リリース 2.1の環境で電子メールの新しい構成情報を定義する必要があります。

リポジトリ移行の準備リポジトリ移行の準備リポジトリ移行の準備リポジトリ移行の準備
移行を成功させるためには、次の手順を完了してください。

� Oracle Enterprise Managerリリース 2.1をインストールします。詳細は、対象のデータ
ベース・リリースのインストレーション・ガイドを参照してください。

� リリース 2.1の新しい管理者の作成。

� リリース 1.xのコンソールの全サービスのリフレッシュ。

� リリース 1.xのコンソールとリリース 2.1のManagement Serverの停止。

� リリース 1.xの現在のリポジトリの情報確認。

� リリース 1.xの既存のリポジトリのバックアップ。

リリースリリースリリースリリース 2.1の新しい管理者の作成の新しい管理者の作成の新しい管理者の作成の新しい管理者の作成
Migration Assistantを使用して、リリース 1.xの 1つのリポジトリを、リリース 2.1の 1つ
のリポジトリへ移行することも、リリース 1.xの複数のリポジトリをリリース 2.1の 1つの
リポジトリへ移行することもできます。

いずれの場合も、最初に新しい管理者を作成し、リリース 1.xのリポジトリ情報が、管理者
のリリース 2.1のアカウントに移行されるようにします。

各 Enterprise Manager管理者は、そのリポジトリ・データベース・アカウントでは、個別の
ユーザーです。

新規管理者を作成するには、次の手順に従ってください。

1. Management Serverを起動します。

注意注意注意注意 : リリース 2.1の新しい管理者を作成しない場合は、移行オブジェクトは、
すべて SYSMANアカウントに移行されます。SYSMANアカウントは、Oracle 
Enterprise Managerリリース 2.1をインストールすると提供される、デフォルト
のスーパー管理者アカウントです。
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Management Server起動の詳細は、第 3章「Management Serverの管理」を参照してく
ださい。

2. SYSMANアカウントを使用して、Oracle Enterprise Managerコンソールのリリース 2.1
にログインします。Enterprise Managerコンソール起動の詳細は、第 6章「コンソール
の設定」を参照してください。

3. コンソールの「システム」メニューから、「管理者の管理」を選択します。「管理者の管
理」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「管理者の管理」ダイアログ・ボックスの「追加」ボタンをクリックします。「管理者ア
カウントの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. Enterprise Manager管理者の一意のユーザー名とパスワードを入力し、その管理者に使
用可能なアクセス権を確認します。

Enterprise Manager管理者の管理の詳細は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』第
2章を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 1.xのコンソールの全サービスのリフレッシュのコンソールの全サービスのリフレッシュのコンソールの全サービスのリフレッシュのコンソールの全サービスのリフレッシュ
移行前に、移行の必要なサービスがすべて、リリース 1.xのコンソールによって正常にリフ
レッシュされていることを確認してください。

リフレッシュされなかったサービスは、移行できません。

リリースリリースリリースリリース 1.xのコンソールとリリースのコンソールとリリースのコンソールとリリースのコンソールとリリース 2.1のののの Management Serverの停止の停止の停止の停止
リリース 1.xのコンソールとManagement Serverが稼動している場合は、停止してくださ
い。リモート Agentは実行されたまま、既存のキュー・ファイルはそのまま残ります。

リリースリリースリリースリリース 1.xの現在のリポジトリの情報確認の現在のリポジトリの情報確認の現在のリポジトリの情報確認の現在のリポジトリの情報確認
移行の際に情報が消失しないように、リリース 1.xのリポジトリの現在の情報を確認してく
ださい。この情報は、リリース 2.1へ移行した後に情報が現在のものであるかどうかを確認
するために使用します。

リリース 1.xリポジトリでは、次の情報を確認してください。

1. 検出情報について、リリース 1.xの環境で検出されたホストとサービスの数をカウント
します。

2. 最低 1つのノードの接続情報を参照します。

3. ジョブ情報については、注意すべき関連情報として次のものがあります。

� ジョブ数

� ジョブのタイプ
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� ジョブの状態

� ジョブの履歴情報

4. イベント情報については、次のような関連情報に注意してください。

� イベント・グループ数

� 各グループ内のイベント数

� 各グループが登録されているノード

� イベントの現在の状態

リリースリリースリリースリリース 1.xの既存のリポジトリのバックアップの既存のリポジトリのバックアップの既存のリポジトリのバックアップの既存のリポジトリのバックアップ
移行中に予期せぬエラーが発生した場合、Migration Assistantでは自動リカバリはサポート
されていません。リリース 1.xのリポジトリとリリース 2.1のリポジトリをバックアップし、
移行が失敗した場合でも、現在の Oracle Enterprise Managerリリース 1.xの環境とリリース
2.1の環境を確実に回復できるようにしておいてください。

リポジトリのバックアップには、Enterprise Managerのエクスポート・ウィザード、または
Oracleデータベース・サーバーに同梱されている基本ユーティリティ、EXPORTユーティ
リティのどちらを使用してもかまいません。データ管理の各種ウィザード使用の詳細は、
Oracle Enterprise Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。

次の例は、Oracle 8.0サーバーが 1つ稼動している NT環境のものです。

exp user/password@service owner=oemv1schema file=oemv1.dmp

ここで、USERは移行する Oracle Enterprise Managerリポジトリのユーザー名、
PASSWORDはそのユーザーのパスワードです。

この例では、保存されたリポジトリは、oemv1.dmpに書き込まれます。

エクスポートの終了時には、エクスポートが無事完了したかどうかを知らせる次のメッセー
ジが表示されます。

Export terminated successfully without warnings.

エクスポート・ユーティリティの詳細は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』を参照して
ください。

注意注意注意注意 : SYSユーザーで作成したリポジトリは、エクスポートできません。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行を使用したリポジトリの移行を使用したリポジトリの移行を使用したリポジトリの移行
移行対象のリリース 1.xの Oracle Enterprise Managerの環境のそれぞれのデータベースの指
示に従ってください。

Windows NTの「スタート」メニューから、Enterprise Manager Migration Assistantを起動
します。

ステップステップステップステップ 1「イントロダクション」「イントロダクション」「イントロダクション」「イントロダクション」
Migration Assistantを起動すると、「イントロダクション」ページが現れ、Migration 
Assistantの目的と、移行を成功させるために必要な前提条件についての重要情報が表示され
ます。

概要を読み、「次」を押して操作を継続します。

1つ以上のManagement Packがインストールされている場合は、7-10ページの「ステップ 2
「コンポーネントの選択」」に進んでください。

Management Packがインストールされていない場合は、7-11ページの「ステップ 3「ソー
ス・リポジトリ・ログイン」」に進んでください。
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ステップステップステップステップ 2「コンポーネントの選択」「コンポーネントの選択」「コンポーネントの選択」「コンポーネントの選択」

移行するリポジトリ・コンポーネントを選択します。

選択できるのはインストールされているコンポーネントのみです。コンポーネントに有効な
ターゲット・リポジトリがない場合は、1つ作成されます。

選択が終了したら、「次」を押して操作を継続します。

注意注意注意注意 : 1つ以上のManagement Packがインストールされている場合にのみ、
「コンポーネントの選択」ページが現れます。
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ステップステップステップステップ 3「ソース・リポジトリ・ログイン」「ソース・リポジトリ・ログイン」「ソース・リポジトリ・ログイン」「ソース・リポジトリ・ログイン」
リリース 1.xのリポジトリが格納されているデータベースにログインします。

ユーザー名とパスワード :　リリース 1.xのリポジトリが格納されているデータベースの有効
なユーザー名を指定します。

サービス :　標準の SQL*Netリリース 2またはNet8の構文を使用します。サービス名は、
tnsnames.oraファイルに示されるとおりのデータベース名です。

接続モード :　「標準」で接続します。

「次」を押して、操作を継続します。

入力した情報が有効で、これに該当する有効なリリース 1.xのリポジトリが存在する場合は、
7-11ページの「ステップ 4「ターゲット・リポジトリ・ログイン」」に進みます。

ステップステップステップステップ 4「ターゲット・リポジトリ・ログイン」「ターゲット・リポジトリ・ログイン」「ターゲット・リポジトリ・ログイン」「ターゲット・リポジトリ・ログイン」
リリース 2.1の新しいリポジトリに対するユーザー名、パスワードおよびサービス名を入力
します。
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ユーザー名とパスワード :　Oracle Enterprise Managerのユーザー名は、リリース 2.1のリ
ポジトリを作成したユーザー名と同じものを使用してください。つまり、ユーザー名とパス
ワードは、リポジトリ・スキーマの所有者の接続情報となります。Oracle Enterprise 
Managerリリース 2.1のリポジトリは、Oracleデータベース・スキーマです。ユーザー名と
パスワードは、Oracle Enterprise Managerのユーザー・ログイン時のものではありません。

サービス :　標準の SQL*Netリリース 2またはNet8の構文を使用します。サービス名は、
tnsnames.oraファイルに示されるとおりのデータベース名です。

「次」を押して、操作を継続します。

リリース 2.1の有効なリポジトリに対して、有効なリポジトリ名、パスワードおよびサービ
スを入力した場合は、7-12ページの「ステップ 5「管理者データ」」へ進みます。Oracle 
Enterprise Manager Migration Assistantでは、移行する情報がリリース 2.1のリポジトリに
すでに存在しているかどうか、情報の書式がリリース 1.xの書式と異なるかどうか、この情
報がどのように変換されたか、ダイアログ・ボックスによって通知されます。

ステップステップステップステップ 5「管理者データ」「管理者データ」「管理者データ」「管理者データ」
リリース 2.1で情報の移行先となる管理者を指定します。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行
「終了」をクリックして移行プロセスを開始するか、「前」をクリックして前のページに戻
り、設定を変更します。

進行中の作業進行中の作業進行中の作業進行中の作業
「進行中の作業」ウィンドウが現れ、作業の進捗状況が知らされます。「進行中の作業」ウィ
ンドウの情報は、%oracle_home%¥sysman¥tempディレクトリにある vobmgr.logファ
イルにすべて記録されます。

注意注意注意注意 : リリース 2.1で新しい管理者を作成していない場合は、移行オブジェク
トはすべて、SYSMAN管理者アカウントに移行されます。

注意注意注意注意 : （インストールした後に使用していない）Change Management Packア
プリケーションによってリリース 1.xのリポジトリを移行すると、Change 
Managementのオブジェクトによって、リリース 2.1の新しいリポジトリが自動
的に作成されます。
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リリース 1.xのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブおよびイベントの削除と登録解除
リリースリリースリリースリリース 1.xのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブのコンソールからのすべてのアクティブ・ジョブ
およびイベントの削除と登録解除およびイベントの削除と登録解除およびイベントの削除と登録解除およびイベントの削除と登録解除

リリース 1.xのリポジトリからリリース 2.1環境のリポジトリへ移行するには、調整が必要
です。移行プロセスには、リリース 1.xのアクティブなジョブとイベントをすべて手動で削
除および登録解除するプロセスが含まれます。

リリース 1.xのリポジトリで定義されたジョブとイベントの情報は、リリース 2.1のリポジ
トリにコピーされます。

リポジトリの移行を実行したら、次の手順に従ってください。

1. リリース 1.xのコンソールを起動し、移行されたリリース 1.xのリポジトリに接続しま
す。

2. アクティブなジョブとイベントをすべて、手動で削除または登録解除します。アクティ
ブ・ジョブおよびイベントの削除と登録解除を行わないと、その Agentで実行される
ジョブに重複が生じる可能性があります。イベントは「not unique」エラーのために、
登録に失敗します。

3. リリース 1.xのコンソールを停止します。

4. Management Serverを起動します。

移行成功の確認移行成功の確認移行成功の確認移行成功の確認
Migration Assistantによって、リリース 1.xのリポジトリ情報が、リリース 2.1の指定され
た管理者に移行された後、その管理者でリリース 2.1のコンソールにログインして移行を確
認します。

注意注意注意注意 : Management Serverを起動する前に、情報を移行し、リリース 1.xのコ
ンソールを起動せずに、ジョブおよびイベントを削除すると、最初の起動時に、
イベントの登録とジョブの発行が試行されます。ジョブは登録されますが、イベ
ントは、リリース 1.xのコンソールからすでに登録されているため、失敗するこ
とがあります（Intelligent Agentのイベントの一意性に対する制約）。

コンソールでは失敗したことが表示されます。リリース 1.xのイベントを登録解
除し、リリース 2.1のコンソールで、失敗したイベント登録から「類似作成」を
使用して、再登録を行います。

注意注意注意注意 : リリース 1.xのそれぞれのリポジトリを、リリース 2.1の 1つのリポジ
トリへ移行するには、同じステップを繰り返します。
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移行成功の確認
検出、優先接続情報リスト、ジョブおよびイベント情報の移行成功をチェックして、リポジ
トリの移行後にすべての情報があることを確認してください。

1. 検出情報について、移行後にコンソールのナビゲータに、ホストとサービスが表示され
ていることを確認します。

2. 移行された接続情報を使用してデータベースにアクセスするために、リリース 2.1のコ
ンソールのナビゲータで、最低 1つのノードの接続情報が表示されるようにします。

3. ジョブ情報については、チェックすべき関連情報として、ジョブ数、ジョブのタイプ、
ジョブの状態、および関連のジョブ履歴情報があります。リリース 1.xのジョブの中に
は、リリース 2.1に移行されないタスクが含まれているものもあります。これらのジョ
ブについても考慮する必要があります。移行されないジョブ・タスクの情報は、7-16
ページの「リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス」を参照してください。

4. イベント情報については、注意すべき関連情報として、イベント数、各イベント内のテ
スト数、各グループが登録されているノード、およびイベントの現在の状態がありま
す。移行されないイベント・テストの情報は、7-16ページの「リリース 1.xのオブジェ
クト・リファレンス」を参照してください。

5. 正常に移行された Performance Managerの記録とユーザー定義のグラフの数について
は、移行ログ・ファイル、sysman¥temp¥vobmgr.logを確認します。

6. Oracle Expert移行プロセスの情報は、sysman¥temp¥vobmgr.logファイルと、さら
に詳細な sysman¥temp¥xpomigr.logファイルを調べます。

7. Change Managementについては、リリース 1.xの Plan Managerと DB Captureのベー
スラインと変更計画の数をカウントし、リリース 2.1に移行された数と比較する必要が
あります。

注意注意注意注意 : Migration Assistantは、手動で検出された対象は移行しません。

注意注意注意注意 : リリース 2.1のコンソールで、移行されたサービス名と、リリース 1.x
のコンソールで使用された接続情報の表に格納されているサービス名が一致しな
い場合は、移行後にリリース 2.1のコンソールを使用して、関連するサービスに
対して優先接続情報リストを再入力してください。
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移行の取消し
移行の取消し移行の取消し移行の取消し移行の取消し
移行中に予期せぬ問題が発生した場合、Oracle Enterprise Manager環境を前の状態に復元し
なければならないことがあります。Oracle Enterprise Manager環境を復元するには、次のよ
うにします。

1. DBA Studioの Security Managementを使用して、リリース 1.xのリポジトリ・ユー
ザーを削除します。Security Managementの詳細は、Oracle Enterprise Managerのオン
ライン・ヘルプを参照してください。

2. インポート・ウィザードまたは IMPORTユーティリティ（Oracleデータベース・サー
バーに付随している基本ユーティリティ）を使用して、リリース 1.xで保存されている
リポジトリ・ユーザーをインポートします。ユーザーは、インポート時に再作成されま
す。インポート・ウィザードの使用の詳細は、Oracle Enterprise Managerのオンライ
ン・ヘルプを参照してください。次の例では、IMPORTユーティリティを使用します。

imp user/password@service file=oemv1.dmp

スキーマをインポートすると、リリース 1.xのリポジトリが移行前の状態で再作成され
ます。

インポート・ユーティリティの詳細は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』を参照し
てください。

リリースリリースリリースリリース 1.xのオブジェクト・リファレンスのオブジェクト・リファレンスのオブジェクト・リファレンスのオブジェクト・リファレンス
リリース 1.xのオブジェクトの包括的なリストとそれらのリリース 2.1への移行の可否は、
次の項を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 2.1へ移行されるリリースへ移行されるリリースへ移行されるリリースへ移行されるリリース 1.xのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクト
リリース 1.xの次のオブジェクトは、リリース 2.1へ移行できます。

優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト
ユーザー名、パスワードおよびロールが移行されます。リリース 1.xの複数のリポジトリを、
リリース 2.1の 1人の管理者の 1つのリポジトリに移行する場合には、リリース 1.xの複数
のリポジトリに存在していたサービスに最初に移行された優先接続情報リストが、リリース
1.xのリポジトリから最初に移行される優先接続情報リストとなります。

注意注意注意注意 : ジョブとイベントが登録解除されている場合は、再登録する必要があり
ます。
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リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス
サービスサービスサービスサービス
データベース、ノードおよびリスナーは、最後の検出およびリフレッシュの状態が成功であ
れば、移行されています。

グループ :　リリース 1.xでは、ジョブとイベントは 1つのオブジェクトとしてグループに登
録されます。リリース 1.xのグループに 1つのジョブまたはイベントが登録されている場合
は、そのジョブまたはイベントが登録されているサービスごとに個別のジョブまたはイベン
トが作成され、リリース 2.1に移行されます。

グループは論理エンティティとして移行されないので、ジョブまたはイベントはグループに
は移行されません。リリース 2.1にはグループはありません。リリース 1.xのすべてのグ
ループ・メンバーは、リリース 2.1に個別に移行されます。リリース 2.1でグループを再作
成し、移行されたメンバーをもう一度追加する必要があります。

ジョブジョブジョブジョブ

修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ

イベントイベントイベントイベント

DBAスクリプトの実行 データベースの起動 TCLの実行

SQL*Plusの実行 メッセージの配布 リスナーの停止

データベースの停止 OSコマンドの実行 リスナーの起動

すべてのスケジュール情報 優先接続情報リストの上書き ジョブ履歴

従属ジョブ ジョブ・ライブラリ アクティブ・ジョブ

警告 プローブ 動作・停止
（データベース）

バッファ・キャッシュ

データ・ディクショ
ナリ・キャッシュ

ディスク I/O ライブラリ・キャッ
シュ

ネット I/O

SysStat表 SysStat表デルタ データファイル制限 ロック制限

プロセス制限 セッション制限 ユーザー制限 アーカイブ満杯

小容量 ダンプ満杯 最大エクステント ユーザー・ブロック

連鎖行 動作・停止
（リスナー /SQL*Net）

動作・停止（ノード） CPUページング率

CPU使用率 ディスク満杯 スワップ満杯 アーカイバの停止

中断したジョブ データ・ブロック破壊 遅延トランザクション エラー・トランザクショ
ン

失敗したジョブ セッション終了 スケジュール解除され
たジョブ

空きバッファ
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リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス
その他その他その他その他

再作成が必要なリリース再作成が必要なリリース再作成が必要なリリース再作成が必要なリリース 1.xのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクト
次のオブジェクトは、再作成する必要があります。

ジョブジョブジョブジョブ

その他その他その他その他

使用不可になるリリース使用不可になるリリース使用不可になるリリース使用不可になるリリース 1.xのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクトのオブジェクト
リリース 1.xの次のオブジェクトは、リリース 2.1では使用できません。

ジョブジョブジョブジョブ

イベントイベントイベントイベント

メモリー・ソート 索引再作成 REDOログ割当て ロールバック競合

警告ファイル過大 セグメントの高速拡張 複数エクステント スナップショット・ログ
満杯

表領域満杯 ユーザー監査 Data Gatherer警告 Data Gatherer動作・停止

イベント・セット・ライブラリ 登録 サードパーティ・イベント

トリガー・イベントに関連付けられた修正ジョブ 頻度 パック・リポジトリ

Oracle Enterprise Managerジョブ
からの表領域のバックアップ

エクスポート

インポート ロード

SNMPトラップ ポケットベル・サービス 電子メール・サービス

管理者リスト 手動で検出されたターゲット

製品のアンインストール パッケージの削除

パッケージの配布 パッケージのインストール

Rdbデータベース・イベント Rdbサービス・イベント

イベント履歴 未処理のイベント
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リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス
その他その他その他その他
マップ
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リリース 1.xのオブジェクト・リファレンス
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                                                            DBA Studioの設
8

DBA Studioの設定の設定の設定の設定

DBA Management Packの中心機能は、DBA Studioと SQL*Plus Worksheetです。

DBA Studioは、複数のデータベース・ツールとマスター・ビューの詳細を組み合せて、次
のツールからデータベース管理者の機能にアクセスし、複数のデータベースを管理できるよ
うにします。

� Instance Management:　データベースの起動または停止、データベースの初期化パラ
メータの編集、リソースの割当てとユーザー・セッションの管理を行います。

� Security Management:　ユーザー、権限およびプロファイルを管理します。

� Schema Management:　スキーマ・オブジェクトの作成、編集および調査を行います。

� Storage Management:　表領域、データファイル、ロールバック・セグメントおよび
REDOログを管理します。制御ファイルとアーカイブ・ログ情報も参照できます。

Enterprise Managerの以前のリリースでは、個別のデータベース・ツール（Instance 
Manager、Schema Manager、Storage Managerおよび Security Manager）を使用して、前
述の機能を実現していました。統合された DBA Studioを使用するかわりに、これらの個別
のツールを引き続き使用する場合は、対象のデータベース・リリースのインストレーショ
ン・ガイドで、インストールの際の指示を参照してください。

DBA Studioを使用して、データベース管理タスクを実行します。Oracleデータベースのリ
リースは、7.3.4までサポートできます。分析、バックアップ管理、ディメンション作成、サ
マリー・アドバイザ、表作成、ビュー作成などのウィザードも使用できます。
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スタンドアロンまたは Management Serverモードの DBA Studio
この章の内容は、次のとおりです。

� スタンドアロンまたはManagement ServerモードのDBA Studio

� スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定

� OMSモードの DBA Studioの設定

� DBA Studioのその他の手順

スタンドアロンまたはスタンドアロンまたはスタンドアロンまたはスタンドアロンまたは Management Serverモードのモードのモードのモードの DBA Studio
DBA Studioを起動する際には、データベースに直接接続することも（スタンドアロン・
モード）、Oracle Management Serverを介してデータベースに接続することも（OMSモー
ド）できます。

データベースへの直接接続データベースへの直接接続データベースへの直接接続データベースへの直接接続
ジョブ、イベント、グループ・システムを必要としない基本的な管理タスクを実行する場合
は、DBA Studioをスタンドアロン・モードで実行します。スタンドアロン・モードで接続
すると、DBA Studioは、データベースのローカル・レコードに設定したデータベースにア
クセスできるようになります。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
Oracle Management Serverによる接続による接続による接続による接続
次の場合には、DBA Studioを OMSモードで実行します。

� Oracle Enterprise Managerのフレームワークを使用する場合

� イベントやグループが必要な基本的な管理タスクを実行する場合

� コンソールで以前に検出されたすべてのデータベースにアクセスする場合

� Webブラウザを使用して DBA Studioを実行する場合

� 分析ウィザード、バックアップ・ウィザード、データ管理ウィザードを使用する場合

Oracle Management Serverに接続すると、DBA Studioは、検出されたノードのすべての
データベースにアクセスできるようになります。DBA Studioを接続するには、Oracle 
Management Serverが稼動している必要があります。

スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioの設定の設定の設定の設定
DBA Studioをスタンドアロン・モードで実行する場合は、Oracle Enterprise Managerまた
はリポジトリを設定する必要はありません。

DBA Studioをスタンドアロン・モードで設定するには、次の作業を実行します。

� DBA Studioの起動

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーへネット・サービス名（管理対象のデータベース）
を追加

� データベースへの接続

� 必要な場合は、ローカルの優先接続情報リストの設定

スタンドアロン・モードでのスタンドアロン・モードでのスタンドアロン・モードでのスタンドアロン・モードでの DBA Studioの起動の起動の起動の起動
1. DBA Studioを起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「DBA Management Pack」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。

注意注意注意注意 : データベースに直接接続された DBA Studio（スタンドアロン・モー
ド）のみを実行する場合は、Management Serverとリポジトリは必要ありま
せん。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動することもで
きます。

oemapp dbastudio

� UNIXの場合

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio

2. ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「データベースに直接接続」
を選択し、「OK」をクリックします。

DBA Studioを最初に起動した時点では、管理対象のデータベースが追加されていないため、
DBA Studioの左側のパネルには何も表示されません。「データベースをツリーに追加」ダイ
アログ・ボックスが自動的に表示され、ここでナビゲータ・ツリーにデータベースを追加で
きます。

スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioのツリーにデータベースを追加のツリーにデータベースを追加のツリーにデータベースを追加のツリーにデータベースを追加
DBA Studioを最初に起動すると、「データベースをツリーに追加」ダイアログ・ボックスが
自動的に表示されます。このダイアログ・ボックスは、「ファイル」メニューからも選択で
きます。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
「データベースをツリーに追加」ダイアログ・ボックスを使用して、ネット・サービス名を
手動で入力することも、ローカルの tnsnames.oraファイルから追加することもできます。

手動によるデータベースの追加手動によるデータベースの追加手動によるデータベースの追加手動によるデータベースの追加
次のフィールドに情報を指定して、DBA Studioのナビゲータ・ツリーに手動でデータベー
スを追加できます。

� SID:　データベース・システムの識別子で、通常は ORCLなどのインスタンス名。

� ホスト名 :　データベースが格納されているマシン名またはノード名。

� ポート番号 :　データベース・リスナーのポート・アドレスで、通常は 1521または 1526。

� ネット・サービス名 :　マシンに接続した際に、データベースを一意に識別する名前。
通常はグローバル・データベース名です。たとえば、ORCL.worldと指定します。

注意注意注意注意 : データベースを手動で追加すると、
<Oracle_Enterprise_Manager_Home>/network/adminディレクトリ
の tnsnames.oraファイルが自動的に更新されます。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
選択したデータベースをローカル選択したデータベースをローカル選択したデータベースをローカル選択したデータベースをローカル tnsnames.oraファイルから追加ファイルから追加ファイルから追加ファイルから追加
Oracle Enterprise Managerホームのローカル tnsnames.oraファイルからデータベース・
サービス名を読み込み、DBA Studioのナビゲータ・ツリーに移入できます。「データベース
をツリーに追加」ダイアログ・ボックスには、tnsnames.oraファイルに保存されているデー
タベースがリスト表示され、ここでデータベースを選択または選択解除できます。「サービ
ス名」の左側の列ヘッダーをクリックし、すべてのデータベースを選択または選択解除しま
す。すべてのデータベースを選択解除した場合は、チェックボックスでデータベースを個別
に選択できます。

スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioでデータベースへ接続でデータベースへ接続でデータベースへ接続でデータベースへ接続
DBA Studioでデータベースに接続するには、次の 4通りの方法があります。

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーのコンテナの隣にあるプラス記号をクリックします。

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのアイコンをダブルクリックします。

� 「ファイル」メニューの「接続」を選択します。

� ツールバーの「接続」アイコンをクリックします。

「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスで、次の情報を指定してデータベースに接
続します。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
接続するデータベースに対する Oracleユーザー名を指定します。

たとえば、systemと指定します。

パスワードパスワードパスワードパスワード
接続するデータベースに対する Oracleパスワードを指定します。

たとえば、managerと指定します。

サービスサービスサービスサービス
接続するデータベースに対するネットワーク・サービス名を指定します。

たとえば、orcl.pjlee-pcなどの Net8のサービス名を使用します。これによって、
pjlee.us.oracle.comマシンの orclデータベースに接続します。

注意注意注意注意 : 現在、手動で入力できるのは、TCP/IPサービス名のみです。

注意注意注意注意 : tnsnames.oraファイルから選択したサービスをインポートする場合
には、すべてのプロトコルがサポートされます。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
接続モード接続モード接続モード接続モード
プルダウン・リストから、「NORMAL」、「SYSOPER」または「SYSDBA」のどの権限で
データベースに接続するかを選択できます。一般ユーザーとしてデータベースに接続する場
合は、NORMALを選択します。データベースの停止や起動など、特別な処理権限でデータ
ベースに接続する場合は、SYSOPERを選択します。ユーザーに任意の権限を付与するなど、
対象データベースに対してすべての権限を持つユーザーとしてデータベースに接続する場合
は、SYSDBAを選択します。

SYSOPER権限と SYSDBA権限を使用するには、パスワード・ファイルまたは OSグループ
の認証を作成し、データベースに設定する必要があります。

ローカル優先接続情報リストとして保存ローカル優先接続情報リストとして保存ローカル優先接続情報リストとして保存ローカル優先接続情報リストとして保存
優先接続情報リストを保存するオプションも用意されており、これを使用して、ユーザー
名、パスワード、ロール（NORMAL、SYSOPERまたは SYSDBA）などのログイン情報を
ローカル・ファイルに保存できます。パスワードは、必ず暗号化されて保存されます。

データベースへの接続が確立したときに、そのつどユーザー名とパスワードを入力するので
はなく、かわりにこのログイン情報が使用されます。

「ローカル優先接続情報リストとして保存」チェックボックスを選択するか、「ファイル」メ
ニューから「ローカル優先接続情報リストの編集」ダイアログ・ボックスを使用して、優先
接続情報リストを設定できます。

このチェックボックスはデフォルトで選択されています。

スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioのローカル優先接続情報リストののローカル優先接続情報リストののローカル優先接続情報リストののローカル優先接続情報リストの
編集編集編集編集

優先接続情報リストを保存または編集するオプションも用意されており、これによって、
ユーザー名、パスワード、ロール（NORMAL、SYSOPERまたは SYSDBA）などのログイ
ン情報を格納できます。パスワードは、必ず暗号化されて保存されます。

データベースへの接続が確立したときに、そのつどユーザー名とパスワードを入力するので
はなく、かわりにこのログイン情報が使用されます。

DBA Studioには、DBA Studioのナビゲータ・ツリーに表示されるデータベースのリストが
格納されています。これらのデータベースのいずれかの優先接続情報リストが指定される
と、ユーザー名、暗号化されたパスワードおよびロールが、ローカル・ファイルに追加され
ます。

DBA Studioは、ログイン接続情報のローカル・レコードを、Oracle Management Serverか
ら個別に更新します。

注意注意注意注意 : 他のマシンからファイルを使用されないようにするために、パスワー
ドは暗号化されてローカル・ファイルに保存されます。
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スタンドアロン・モードの DBA Studioの設定
サービスのローカル優先接続情報リストを保存または編集するには、次のステップを実行し
ます。

1. 「ファイル」メニューの「ローカル優先接続情報リストの編集」を選択します。「ローカ
ル優先接続情報リストの編集」ダイアログ・ボックスに、サービスのリストが表示され
ます。

2. 「ローカル優先接続情報リストの編集」ダイアログ・ボックスで、データベースのサー
ビス名を選択し、データベースに接続するための接続情報を入力または更新します。

� ユーザー名 :　ユーザー名を入力します。パスワードが入力されている場合は、こ
のフィールドは必須です。

� パスワード :　パスワードを入力します。データベースへの接続時にパスワードを
入力するように要求されない場合は、このフィールドは空白のままでかまいませ
ん。

� パスワード確認 :　パスワードを再入力します。

注意注意注意注意 : ローカルの優先接続情報リストを編集できない場合は、DBA Studio
がスタンドアロン・モードになっているかどうかを確認してください。
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OMSモードの DBA Studioの設定
� ロール :　プルダウン・リストからロールを選択します。データベースを起動また
は停止するには、SYSDBAまたは SYSOPERのロールでログインする必要がありま
す。

3. 「ローカル優先接続情報リストの編集」ダイアログ・ボックスで「OK」ボタンをクリッ
クし、更新した内容を保存します。

OMSモードのモードのモードのモードの DBA Studioの設定の設定の設定の設定
DBA Studioを OMSモードで実行するには、事前にリポジトリとManagement Serverを設
定し、分散サービスが定義されているノードで Intelligent Agentを起動しておく必要があり
ます。

DBA Studioを OMSモードで設定するには、次の作業を実行します。

� Management Serverへ接続するための DBA Studioの設定

� DBA Studioの起動

� データベースへの接続

Management Serverへ接続するためのへ接続するためのへ接続するためのへ接続するための DBA Studioの設定の設定の設定の設定
Oracle Management Serverへ接続するための DBA Studioを設定するには、次の指示に従っ
てください。

1. 管理対象のノードで Oracle Intelligent Agentが起動されていることを確認します。
Intelligent Agentの起動の詳細は、第 5章「Intelligent Agentの起動」を参照してくだ
さい。

2. Oracle Management Serverが起動されていることを確認します。リポジトリおよび
Management Serverの設定の詳細は、第 2章「リリース 2.1のリポジトリの作成」を参
照してください。Management Serverの起動の詳細は、第 3章「Management Serverの
管理」を参照してください。

3. コンソールを起動します。コンソールの起動の詳細は、第 6章「コンソールの設定」を
参照してください。

検出ウィザードを使用して、対象のデータベースが保存されているノードを検出しま
す。ノード検出の詳細は、第 6章「コンソールの設定」を参照してください。DBA 
Studioは、検出されたデータベースにアクセスできるようになります。

注意注意注意注意 : 「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスで「ローカル優先接
続情報リストとして保存」チェックボックスを選択し、優先接続情報リスト
を保存または上書きできます。
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OMSモードの DBA Studioの設定
4. Oracle Enterprise Managerコンソールを終了します。

OMSモードでのモードでのモードでのモードでの DBA Studioの起動の起動の起動の起動
1. DBA Studioを起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「DBA Management Pack」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動することもで
きます。

oemapp dbastudio

� UNIXの場合

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio

2. ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「Oracle Management Server
へログイン」を選択します。

注意注意注意注意 : Oracle Management Serverに接続されている DBA Studioのナビ
ゲータ・ツリーにデータベースを追加する場合は、Oracle Enterprise 
Managerコンソールから検出ウィザードを使用してください。ナビゲータ・
ツリーには、リポジトリからデータベースが移入されます。これは DBA 
Studioで変更することはできません。
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3. スーパー管理者アカウントの、次の接続情報を指定します。

管理者管理者管理者管理者 :　sysman、またはスーパー管理者が作成したユーザーを入力します。

パスワードパスワードパスワードパスワード :　oem_temp、または（oem_tempを変更した場合は）新しいパスワードを
入力します。

Management Server:　Oracle Management Serverが稼動しているノード名を入力しま
す。

4. 「OK」ボタンを押します。DBA Studioが表示されます。ナビゲータ・ツリーには、
Oracle Enterprise Managerコンソールで検出されたデータベースが移入されます。

OMSモードのモードのモードのモードの DBA Studioでデータベースへ接続でデータベースへ接続でデータベースへ接続でデータベースへ接続
DBA Studioでデータベースに接続するには、次の 4通りの方法があります。

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーのコンテナの隣にあるプラス記号をクリックします。

� DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのアイコンをダブルクリックします。

� 「ファイル」メニューの「接続」を選択します。

� ツールバーの「接続」アイコンをクリックします。

Oracle Enterprise Managerコンソールで優先接続情報リストが設定されていない場合は、
「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスが表示されます。優先接続情報リストが設
定されている場合は、このログイン情報を使用してデータベースに接続します。

「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで、データベースに
接続するための次の情報を指定します。
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ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
接続するデータベースに対する Oracleユーザー名を指定します。

たとえば、systemと指定します。

パスワードパスワードパスワードパスワード
接続するデータベースに対する Oracleパスワードを指定します。

たとえば、managerと指定します。

サービスサービスサービスサービス
接続するデータベースに対するネットワーク・サービス名を指定します。

たとえば、orcl.pjlee-pcなどの Net8のサービス名を使用します。これによって、
pjlee.us.oracle.comマシンの orclデータベースに接続します。

接続モード接続モード接続モード接続モード
プルダウン・リストから、「NORMAL」、「SYSOPER」または「SYSDBA」のどの権限で
データベースに接続するかを選択できます。一般ユーザーとしてデータベースに接続する場
合は、NORMALを選択します。データベースの停止や起動など、特別な処理権限でデータ
ベースに接続する場合は、SYSOPERを選択します。ユーザーに任意の権限を付与するなど、
対象データベースに対してすべての権限を持つユーザーとしてデータベースに接続する場合
は、SYSDBAを選択します。

SYSOPER権限と SYSDBA権限を使用するには、パスワード・ファイルまたは OSグループ
の認証を作成し、データベースに設定する必要があります。

優先接続情報リストとして保存優先接続情報リストとして保存優先接続情報リストとして保存優先接続情報リストとして保存
優先接続情報リストを保存するオプションも用意されており、これを使用して、ユーザー
名、パスワード、ロール（NORMAL、SYSOPERまたは SYSDBA）などのログイン情報を
リポジトリに保存できます。パスワードは、必ず暗号化されて保存されます。

データベースへの接続が確立したときに、そのつどユーザー名とパスワードを入力するので
はなく、かわりにこのログイン情報が使用されます。

このチェックボックスはデフォルトで選択されています。

DBA Studioのその他の手順のその他の手順のその他の手順のその他の手順
この項では、次のトピックについて説明します。

� DBA Studioの Quick Tourへのアクセス

� データベースに別のユーザーとして接続

� DBA Studioへの接続で使用しているロールの参照

� スタンドアロン・モードの DBA Studioのツリーからデータベースを削除

� OMSモードのナビゲータからデータベースを削除
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DBA Studioのその他の手順
� OMSモードの DBA Studioのナビゲータ・ツリーにデータベースを追加

� OMSモードからスタンドアロン・モードへの変更

� スタンドアロン・モードから OMSモードへの変更

DBA Studioのののの Quick Tourへのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
DBA Studioの Quick Tourにアクセスするには、まず、データベースまたは任意のノードを
選択し、右側のウィンドウで「Quick Tour」ボタンをクリックします。

データベースに別のユーザーとして接続データベースに別のユーザーとして接続データベースに別のユーザーとして接続データベースに別のユーザーとして接続
DBA Studioでは、別のユーザーとして再接続するために、データベースから切断する必要
はありません。

あるデータベースに接続している場合に、別のユーザーとして再接続する場合には、次のい
ずれかの処理を行います。

� データベースのアイコンを右クリックし、コンテキスト依存メニューで「接続」を選択
します。

� 「ファイル」メニューの「接続」を選択します。

� ツールバーの「接続」アイコンをクリックします。

「データベース接続情報」ダイアログ・ボックスが表示され、別のユーザー名を入力して
「OK」をクリックします。

これで、データベースからの切断と再接続が自動的に行われます。

DBA Studioへの接続で使用しているロールの参照への接続で使用しているロールの参照への接続で使用しているロールの参照への接続で使用しているロールの参照
データベースへの接続が確立されると、DBA Studioのツリーのデータベース・アイコンの
上部に、接続アイコンが表示されます。

データベース名の隣には、SYSDBAロールで接続した場合と同じように、ユーザー名とロー
ルが表示されます。たとえば、sys AS SYSDBAと示されます。

スタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードのスタンドアロン・モードの DBA Studioのツリーからデータベースを削除のツリーからデータベースを削除のツリーからデータベースを削除のツリーからデータベースを削除
DBA Studioのナビゲータ・ツリーからデータベースを削除するには、次のステップを実行
します。

1. 削除するデータベースを選択します。

2. 「ファイル」メニューの「データベースをツリーから削除」を選択します。
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DBA Studioのその他の手順
3. 「データベース <name>をツリーから削除します。実行しますか。」というメッセージが
表示されます。「はい」をクリックします。

OMSモードのナビゲータからデータベースを削除モードのナビゲータからデータベースを削除モードのナビゲータからデータベースを削除モードのナビゲータからデータベースを削除
Oracle Management Serverに接続されている DBA Studioのナビゲータ・ツリーからデータ
ベースを削除するには、Oracle Enterprise Managerコンソールからデータベースを削除して
ください。

1. Oracle Enterprise Managerコンソールを起動します。

2. 削除するデータベースが定義されているノードを選択します。

3. 「ナビゲータ」メニューの「データベースの削除」を選択します。

4. Oracle Enterprise Managerコンソールを終了します。

5. DBA Studioの「表示」メニューの「リフレッシュ」を選択します。対象のデータベー
スが定義されているノードが、ナビゲータ・ツリーから消去されます。

OMSモードのモードのモードのモードの DBA Studioのナビゲータ・ツリーにデータベースを追加のナビゲータ・ツリーにデータベースを追加のナビゲータ・ツリーにデータベースを追加のナビゲータ・ツリーにデータベースを追加
Oracle Management Serverに接続されている DBA Studioのナビゲータ・ツリーにデータ
ベースを追加する場合は、Oracle Enterprise Managerコンソールから検出ウィザードを使用
してください。

注意注意注意注意 : データベースを削除すると、DBA Studioのナビゲータ・ツリーから
エントリが削除されます。ただし、tnsnames.oraファイルのエントリまたは
データベースが物理的に削除されるわけではありません。必要な場合は、ナ
ビゲータ・ツリーにデータベースをもう一度追加できます。

注意注意注意注意 : ナビゲータ・ツリーからデータベースを削除できるのは、スタンドア
ロン・モードで DBA Studioに接続している場合のみです。

注意注意注意注意 : Oracle Management Serverまたは Oracle Intelligent Agentは停止し
ないでください。
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DBA Studioのその他の手順
1. Oracle Enterprise Managerコンソールを起動します。

2. 「ナビゲータ」メニューの「ノードの検出」を選択し、検出ウィザードを起動します。
サービス・ディレクトリの詳細は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』を参照
してください。

3. 対象のデータベースが定義されているノードを指定し、そのノードを検出します。DBA 
Studioがデータベースにアクセスできるようになります。

4. Oracle Enterprise Managerコンソールを終了します。

5. DBA Studioの「表示」メニューの「リフレッシュ」を選択します。対象のデータベー
スが定義されているノードが、ナビゲータ・ツリーに表示されます。

OMSモードからスタンドアロン・モードへの変更モードからスタンドアロン・モードへの変更モードからスタンドアロン・モードへの変更モードからスタンドアロン・モードへの変更
DBA Studioが Oracle Management Serverに接続されると、DBA Studioのナビゲータ・ツ
リーに、Enterprise Managerコンソールで検出されたデータベースが移入されます。

次のステップで、これらのデータベースをコピーして、スタンドアロン・モードで使用でき
るようにする方法について説明します。

ナビゲータ・ツリーに表示されているデータベースは、ローカル・ファイルに保存されてい
る tnsnames.oraファイル、およびそれに関連する優先接続情報リストに追加できます。

1. 「ファイル」メニューから「tnsnames.oraファイルの更新」ダイアログ・ボックスを使
用して、ローカルの tnsnames.oraファイルにコピーするサービスを選択します。

2. 優先接続情報リストをローカル・ファイルに保存する場合は、「tnsnames.oraファイル
の更新」ダイアログ・ボックスの「優先接続情報リストをローカルに保存」チェック
ボックスを選択します。

これらのデータベースをスタンドアロン・モードで使用できるようにするには、次のステッ
プを実行します。

1. データベースに直接接続されている DBA Studioを起動します。

2. 「ファイル」メニューの「データベースをツリーに追加」を選択します。

3. 「データベースをツリーに追加」ダイアログ・ボックスで、追加するネット・サービス
名をローカルの tnsnames.oraファイルから選択します。

注意注意注意注意 : 他のマシンからファイルを使用されないようにするために、パスワー
ドは暗号化されてローカル・ファイルに保存されます。
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DBA Studioのその他の手順
スタンドアロン・モードからスタンドアロン・モードからスタンドアロン・モードからスタンドアロン・モードから OMSモードへの変更モードへの変更モードへの変更モードへの変更
スタンドアロン・モードの DBA Studioを使用している場合は、ナビゲータ・ツリーに表示
されるデータベースのリストは、ローカル・ファイルから取得されます。

将来、ジョブ、イベントおよびグループの管理において、Webブラウザからの DBA Studio
の実行、バックアップ作業、データ管理作業を行う可能性があります。これらの作業では、
DBA Studioを Oracle Management Serverに接続して実行します。

現在、DBA Studioを Oracle Management Serverに接続して稼動している場合は、ナビゲー
タ・ツリーに表示されているデータベースは、スタンドアロン・モードで表示されるものと
は異なる場合があります。Oracle Management Serverに接続している場合は、データベース
のリストは、ローカル・ファイルではなくリポジトリから取得されるためです。

スタンドアロン・モードの DBA Studioで有効になっていたデータベースを追加する際に、
そのデータベースが、Oracle Management Serverに接続されている DBA Studioで有効に
なっていない場合は、Oracle Enterprise Managerコンソールでサービスを検出する必要があ
ります。サービス検出の詳細は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』を参照してく
ださい。

注意注意注意注意 : スタンドアロン・モードの DBA Studioから OMSモードへ切り替え
る場合は、DBA Studioをクローズして再起動する必要があります。
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                                                           ディレクトリ構
A

ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造

この付録では、Oracle Enterprise Managerリリース 2.1をインストールしたときに作成され
るディレクトリ構造について説明します。

Oracle Enterprise Managerリリースリリースリリースリリース 2.1のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造
Oracle Enterprise Managerリリース 2.1をインストールすると、次のディレクトリが作成さ
れます。

$ORACLE_HOME¥sysmanのディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造
$ORACLE_HOME¥sysmanのディレクトリ構造は、次のとおりです。

� $ORACLE_HOME¥sysman¥admin

� $ORACLE_HOME¥sysman¥config

� $ORACLE_HOME¥sysman¥dbapp

� $ORACLE_HOME¥sysman¥log

� $ORACLE_HOME¥sysman¥temp

� $ORACLE_HOME¥sysman¥ifiles

$ORACLE_HOME¥sysman¥admin
$ORACLE_HOME¥sysman¥adminディレクトリには、Enterprise Manager Configuration 
Assistantで使用される SQLスクリプトおよびレジストリ・ファイルが含まれています。内
容は変更しないでください。

$ORACLE_HOME¥sysman¥config
$ORACLE_HOME¥sysman¥configディレクトリには、いくつかの構成ファイルが含まれて
います。ユーザーが変更できるのは、次のファイルです。

� omsconfig.properties
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Oracle Enterprise Managerリリース 2.1のディレクトリ構造
� clientconfig.properties

� dbapps.cfg

このディレクトリの他のファイルは変更できません。

Oracle Enterprise Managerリリース 2.1のコンポーネントのトレース情報は、
omsconfig.propertiesおよび clientconfig.propertiesファイルに格納されます。

dbapps.cfgファイルには、SQL*Plus worksheetの設定が格納されます。

dbapps.cfgファイルは、SQL*Plusに追加の環境変数を指定する際に使用されます。また、
NLS Languageで SQL*Plus Worksheetを実行するには、コマンド・ラインに sqlplusを指定
するのと同様に、追加の環境変数を dbapps.cfgに指定する必要があります。

デフォルトでは、次のように設定されます。

SQLPLUS_ENDOFBUFTOKEN=OEM_sqlplus_input_finished

$ORACLE_HOME¥sysman¥log
$ORACLE_HOME¥sysman¥logディレクトリには、ディスクにリダイレクトされたトレース
の出力が入っています。このディレクトリには、oms.logおよび oms.nohupファイルが
含まれています。oms.nohupファイルには、Management Serverの起動前に表示される
Management Serverのエラー・メッセージが含まれています。oms.logファイルには、
Management Serverの起動時および実行時に生成されるメッセージが含まれています。

$ORACLE_HOME¥sysman¥temp
$ORACLE_HOME¥sysman¥tempディレクトリには、管理操作の処理中に作成される可能性
のあるテンポラリ・ファイルが入っています。

$ORACLE_HOME¥sysman¥ifiles
Instance Managementの使用中に、init.oraパラメータをファイルに保存すると、そのファ
イルは、デフォルトで $ORACLE_HOME¥sysman¥ifilesディレクトリに保存されます。

その他の重要なディレクトリその他の重要なディレクトリその他の重要なディレクトリその他の重要なディレクトリ
前述のディレクトリの他に、重要なディレクトリとして次のものがあります。

$ORACLE_HOME¥RelNotes¥EM
Enterprise Managerの Readmeは、すべてこのディレクトリにインストールされます。

$ORACLE_HOME¥Doc¥EM
Enterprise Managerに付随する html形式のドキュメントは、すべてこのディレクトリにイ
ンストールされます。PDF形式のドキュメントは、このディレクトリにはインストールされ
ません。注意注意注意注意 :　Solarisの場合は、ドキュメントは個別の CDに保存されているため、
Enterprise Managerをインストールしても、ドキュメントはインストールされません。
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                                                           Configuration Assistantの操
B

Configuration Assistantの操作の操作の操作の操作

Enterprise Manager Configuration Assistantは、データベース管理者によるリポジトリ作
成、削除、アップグレードおよび構成パラメータのメンテナンスを支援します。

リポジトリ作成については、2-1ページの「リリース 2.1のリポジトリの作成」で説明してい
ます。

この付録では、次のことを説明します。

� リリース 2.0のリポジトリをリリース 2.1のリポジトリへアップグレードする方法

� リポジトリの削除方法

� 異なるリポジトリを使用するため、またはリポジトリ・ユーザーのパスワード変更に対
応するために、ローカルManagement Serverをリダイレクトする方法

omsconfig.propertiesファイルにアクセスできない場合の、リポジトリ作成およびパラ
メータ構成についての情報も提供しています。

Enterprise Managerのリリース 1.xを使用しており、リリース 1.xのリポジトリをリリース
2.1のリポジトリへ直接移行する場合は、リリース 2.1のリポジトリを作成した後で、
Enterprise Manager Migration Assistantを使用して追加のステップを実行する必要がありま
す。リリース 1.xの 1つ以上のリポジトリを、リリース 2.1の共有リポジトリ・スキーマへ
移行する場合の詳細は、第 7章「リリース 1.xのリポジトリからリリース 2.1のリポジトリ
への移行」を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerリリース 1.xのリポジトリは、Oracle 
Enterprise Managerリリース 2.1のリポジトリとは異なります。リリース 2.1の
リポジトリは、リリース 1.xのリポジトリと同じスキーマには定義できません。
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リリース 2.0のリポジトリからリリース 2.1のリポジトリへのアップグレード
リリースリリースリリースリリース 2.0のリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリースのリポジトリからリリース 2.1のリポジトリへののリポジトリへののリポジトリへののリポジトリへの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

リポジトリをアップグレードするには、DBA権限を持つユーザーとしてデータベースに接
続してください。

リポジトリをアップグレードするには、次の項のステップに従ってください。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の詳細は、2-3ページの「Enterprise 
Manager Configuration Assistantの起動」を参照してください。

注意注意注意注意 : リリース 2.0のリポジトリからリリース 2.1のリポジトリへアップグ
レードする場合は、リポジトリをアップグレードする前に、製品をリリース 2.1
にアップグレードする必要があります。

Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantは、既存のリポジトリを取得
して、それを直接アップグレードします。アップグレードが終了すると、元のリ
ポジトリが新しいリリースになります。

リポジトリのすべてのユーザーは、（パックを含む）Oracle Enterprise Manager
製品をすべて、リリース 2.1にアップグレードする必要があります。このアップ
グレードは、Management Serverなどのソフトウェアが使用されているすべて
のマシン上で行います。リポジトリがアップグレードされると、リリース 2.0の
すべての製品は、稼動している場所に関係なく、リポジトリに対する操作を停止
します。

注意注意注意注意 : リポジトリをアップグレードする前に、データベースまたはスキーマを
バックアップしてください。リポジトリのアップグレード中に失敗すると、その
リポジトリは使用できなくなります。失敗したリポジトリは、アップグレード可
能なリポジトリとしてリストに表示されなくなります。

注意注意注意注意 : リポジトリのアップグレードを実行する前に、対象のリポジトリを使用
しているすべてのManagement ServerおよびOracle Enterprise Managerアプリ
ケーションを停止してください。Management Serverが対象のリポジトリを使
用している場合は、リポジトリをアップグレードすると、サーバー・エラーが発
生します。
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リリース 2.0のリポジトリからリリース 2.1のリポジトリへのアップグレード
ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作のリストから「既存のリポジトリを更新」を選択し、「次」を押して処理を続行し
ます。「リポジトリのデータベースを選択」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」
アップグレードするリポジトリが含まれているデータベースにログインします。データベー
スには DBA権限を持つユーザーとして接続してください。

リポジトリが含まれているデータベースへのログインの詳細は、2-5ページの「ステップ 2
「リポジトリのデータベースを選択」」を参照してください。

ログインに成功すると、「リポジトリを選択」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 3「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」
Enterprise Manager Configuration Assistantで、指定されたデータベースにリリース 2.0の
リポジトリが検出されると、それらのリポジトリが表示されます。該当するリポジトリを選
択し、「次」ボタンを押して操作を継続します。

指定されたデータベースにリリース 2.0のリポジトリが含まれていない場合は、リポジトリ
のリストは空でグレー表示され、「データベースでリポジトリが見つかりませんでした。」と
いうメッセージが表示されます。「取消」ボタンをクリックして Enterprise Manager 
Configuration Assistantを終了するか、「前」ボタンをクリックして前のページに戻り、情報
を変更します。

ステップステップステップステップ 4「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」
「リポジトリ・ログイン情報」ページに、リポジトリ・ユーザー・パスワードを指定します。

リポジトリの作成時に、Enterprise Manager Configuration Assistantは、指定されたユー
ザー名とパスワードを使用して、リポジトリの所有者であるデータベース・ユーザー（リポ
ジトリ・スキーマ・ユーザー）を作成しました。

注意注意注意注意 : Enterprise Manager Configuration Assistantによって作成されたリポジ
トリ・スキーマには、このステップに必要な DBA権限がありません。セキュリ
ティの問題が発生しないようにするため、リポジトリ・スキーマ・ユーザーに必
要以上の権限を付与しないでください。データベースには、DBA権限を持つ別
のユーザーとして接続してください。たとえば、system/managerを使用しま
す。
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既存リポジトリの削除
リポジトリをアップグレードするには、リポジトリ・データベースに対して、このユーザー
でログインする必要があります。

前のページで選択した結果として、「ユーザー名」フィールドには、リポジトリ・ユーザー
名が挿入されます。ただし、パスワードは入力する必要があります。

「次」を押して、操作を継続します。「リポジトリ・サマリーの更新」ページが表示されま
す。

ステップステップステップステップ 5「リポジトリ・サマリーの更新」「リポジトリ・サマリーの更新」「リポジトリ・サマリーの更新」「リポジトリ・サマリーの更新」
「リポジトリ・サマリーの更新」ページには、リポジトリのアップグレード中に、ウィザー
ドで指定したすべての情報の概要が表示されます。「終了」をクリックしてリポジトリの
アップグレードを開始するか、「前」をクリックして前のページに戻り、設定を変更します。

ステップステップステップステップ 6「「「「Configuration Assistantの進行」の進行」の進行」の進行」
「終了」ボタンをクリックすると、「Configuration Assistantの進行」ウィンドウが表示され、
実行された処理と、実行中の操作の処理ステップが表示されます。各処理ステップは、1行
のテキストで表示されます。

詳細な情報が必要な場合は、「詳細表示」ボタンをクリックしてダイアログ・ボックスを拡
張し、テキスト領域を表示します。テキスト領域は、「詳細を非表示」ボタンを押せば隠せ
ます。

結果のいかんにかかわらず、処理が完了すれば、「取消」ボタンは「クローズ」ボタンに変
わります。

エラーなくすべてのステップが完了した場合、「処理完了」メッセージが表示されます。

「取消」ボタンをクリックすれば、要求された操作を完了前に取り消せます。

終了したら「クローズ」ボタンをクリックします。

既存リポジトリの削除既存リポジトリの削除既存リポジトリの削除既存リポジトリの削除
リポジトリを削除するには、DBA権限を持つユーザーとして、データベースに接続してく
ださい。

リポジトリを削除するには、この後の各項で説明する手順に従ってください。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の詳細は、2-3ページの「Enterprise 
Manager Configuration Assistantの起動」を参照してください。
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既存リポジトリの削除
ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作リストから「既存のリポジトリの削除」を選択し、「次」を押して操作を継続しま
す。「リポジトリのデータベースを選択」ページが表示されます。

Configuration Assistantで omsconfig.propertiesファイルに書き込めない場合、「構成
ファイルにアクセス不能」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」
削除するリポジトリが含まれているデータベースにログインします。データベースには
DBA権限を持つユーザーとして接続してください。

リポジトリが含まれているデータベースへのログインの詳細は、2-5ページの「ステップ 2
「リポジトリのデータベースを選択」」を参照してください。ログインに成功すると、「リポ
ジトリを選択」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 3「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」
Enterprise Manager Configuration Assistantで、指定されたデータベースにリリース 2.1の
リポジトリが検出されると、それらのリポジトリが表示されます。該当するリポジトリを選
択し、「次」ボタンを押して操作を継続します。

指定されたデータベースにリリース 2.1のリポジトリが含まれていない場合は、リポジトリ
のリストは空でグレー表示され、「データベースでリポジトリが見つかりませんでした。」と
いうメッセージが表示されます。「取消」ボタンをクリックして Enterprise Manager 

注意注意注意注意 : リポジトリを削除する前に、対象のリポジトリを使用しているすべての
Management Serverおよび Oracle Enterprise Managerアプリケーションを停止
してください。このリポジトリを使用中のManagement Serverがある場合、リ
ポジトリを削除するとサーバー・エラーが生じます。

注意注意注意注意 : Enterprise Manager Configuration Assistantによって作成されたリポジ
トリ・スキーマには、このステップに必要な DBA権限がありません。セキュリ
ティの問題が発生しないようにするため、リポジトリ・スキーマ・ユーザーに必
要以上の権限を付与しないでください。データベースには、DBA権限を持つ別
のユーザーとして接続してください。たとえば、system/managerを使用しま
す。
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既存リポジトリの削除
Configuration Assistantを終了するか、「前」ボタンをクリックして前のページに戻り、情報
を変更します。

ステップステップステップステップ 4「リポジトリの削除オプションを選択」「リポジトリの削除オプションを選択」「リポジトリの削除オプションを選択」「リポジトリの削除オプションを選択」
「リポジトリの削除オプションを選択」ページから、リポジトリ・ユーザーとそのスキーマ・
オブジェクトをすべて削除することも、リポジトリ・オブジェクトのみを削除することもで
きます。

リポジトリのみを削除する場合は、リポジトリ・ユーザーのパスワードを指定する必要があ
ります。これは、Enterprise Manager Configuration Assistantでリポジトリに接続し、
Oracle Enterprise Managerリリース 2.1の SQLの削除スクリプトを呼び出せるようにする
ためです。リポジトリ・オブジェクトのみが削除されます。リポジトリのその他のスキー
マ・オブジェクトは残ります。

リポジトリ・ユーザーとそのすべてのスキーマ・オブジェクトを削除する場合、パスワード
は不要です。

Configuration Assistantでは、管理対象のリポジトリが omsconfig.propertiesファイル
で指定されていることが認識されても、そのリポジトリを削除しない場合は、Management 
Serverの構成は変更されません。

管理対象のリポジトリを削除すると、Configuration Assistantでは、Management Serverの
構成が消去されます。

「次」を押して、操作を継続します。「リポジトリ削除のサマリー」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 5「リポジトリ削除のサマリー」「リポジトリ削除のサマリー」「リポジトリ削除のサマリー」「リポジトリ削除のサマリー」
「リポジトリ削除のサマリー」ページには、リポジトリ削除ウィザード操作時に指定した全
情報のサマリーが表示されます。「終了」をクリックしてリポジトリ削除を開始するか、ま
たは「前」をクリックして前のページに戻り、情報を変更します。

ステップステップステップステップ 6「「「「Configuration Assistantの進行」の進行」の進行」の進行」
「終了」ボタンをクリックすると、「Configuration Assistantの進行」ウィンドウが表示され、
実行された処理と、実行中の操作の処理ステップが表示されます。各処理ステップは、1行
のテキストで表示されます。

注意注意注意注意 : このステップを継続する前に、そのスキーマに他に重要なオブジェクトが
ないか確認してください。これを確認しないと、貴重なデータが失われる可能性
があります。
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構成パラメータの編集
詳細な情報が必要な場合は、「詳細表示」ボタンをクリックしてダイアログ・ボックスを拡
張し、テキスト領域を表示します。テキスト領域は、「詳細を非表示」ボタンを押せば隠せ
ます。

結果のいかんにかかわらず、処理が完了すれば、「取消」ボタンは「クローズ」ボタンに変
わります。

エラーなくすべてのステップが完了した場合、「処理完了」メッセージが表示されます。

「取消」ボタンをクリックすれば、要求された操作を完了前に取り消せます。

終了したら「クローズ」ボタンをクリックします。

構成パラメータの編集構成パラメータの編集構成パラメータの編集構成パラメータの編集
次の作業を実行する場合、「構成パラメータの編集」を選択します。

� 既存リポジトリを管理するようにManagement Serverを設定

� 別のリポジトリを使用するようにManagement Server構成を変更

� Management Serverで、起動時にリポジトリへのログインで使用されるパスワードの変
更

� 別のデータベースでリポジトリを使用するためにManagement Serverを変更

Configuration Assistantでは、それが稼動しているマシンの構成パラメータ
（omsconfig.propertiesファイル）のみ設定または変更できます。Configuration 

Assistantでは、別のマシンの構成パラメータを変更できません。対象リポジトリを管理して
いる他のすべてのManagement Serverで、「構成パラメータの編集」オプションを使用して
Configuration Assistantを実行し、各マシンの構成パラメータを変更してください。

リポジトリ接続情報（ユーザー名、パスワード、サービス）を設定または変更して、正しい
リポジトリを指定してください。同じリポジトリを管理するすべてのManagement Server
マシンでは、構成パラメータが一致している必要があります。

注意注意注意注意 : Enterprise Manager Configuration Assistantによって設定または変更さ
れるのは、それが実行されているマシンの構成パラメータのみです。
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構成パラメータの編集
Management Server構成パラメータを編集するには、この後の各項で説明する手順に従って
ください。

Enterprise Manager Configuration Assistantの起動の詳細は、2-3ページの「Enterprise 
Manager Configuration Assistantの起動」を参照してください。

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作のリストから「構成パラメータの編集」を選択し、「次」を押して操作を継続しま
す。「構成パラメータ」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」
希望のパラメータを設定または変更します。この情報は、同じマシンでManagement Server
を次に初期化する際に使用されます。無効な情報があると、Management Serverは起動しま
せん。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
リポジトリのユーザー名を入力して、Management Serverの構成を別のリポジトリを使用す
るように変更します。このユーザー名はデータベースのユーザー名で、Oracle Enterprise 
Managerの管理者名ではありません。

パスワードパスワードパスワードパスワード
リポジトリ・ユーザーのパスワードを入力して、Management Serverで起動時にリポジトリ
へのログインに使用されるパスワードを変更します。

パスワードを変更する場合、「確認」フィールドもそれに合せて変更してください。

サービスサービスサービスサービス
リポジトリが常駐するサービスまたはデータベースを入力し、別のデータベースのリポジト
リを使用するようにManagement Serverを変更します。

注意注意注意注意 : リポジトリの所有者であるデータベース・ユーザー・アカウントのパス
ワードを変更する場合は、対象リポジトリを使用しているすべての
Management Serverで、対応するManagement Serverの構成パラメータも変更
する必要があります。変更しない場合は、Management Serverを起動できなく
なります。
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構成ファイルにアクセス不能
ステップステップステップステップ 3「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」
「構成パラメータを変更」ページには、Management Serverパラメータ変更ウィザード操作
時に指定した全情報のサマリーが表示されます。「終了」をクリックして変更を開始するか、
または「前」をクリックして前のページに戻り、設定を変更します。

構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能
リポジトリの作成または削除を選択し、omsconfig.propertiesファイルにアクセス不能
の場合、「構成ファイルにアクセス不能」ページが表示されます。
omsconfig.propertiesファイルに書込み許可が設定されていないため、アクセスできな
いことがあります。

omsconfig.propertiesファイルを変更せずにリポジトリの操作を継続することも、操作
を中止することもできます。

「操作を実行します」を選択した場合、「次」ボタンが使用可能になり、通常の順序でリポジ
トリの作成または削除の操作を継続できます。ただし、この場合には、
omsconfig.propertiesファイルは変更されません。

リポジトリの作成を実行中の場合、Configuration Assistantによりリポジトリは作成されま
すが、omsconfig.propertiesファイルは作成されません。ファイルに対する書込みアク
セス権がないと、Management Serverを起動できません。

サマリー・ページには、構成ファイルを更新できないことが示され、「Configuration 
Assistantの進行」ウィンドウには、処理中のステップとして「構成パラメータを設定。」が
表示されません。

後で omsconfig.propertiesファイルに対する書込み権限を取得した際に、「構成パラメータ
の編集」オプションを使用して、Management Serverが使用するリポジトリのデータベー
ス・ユーザー名、パスワードおよびサービス情報を入力できます。構成ファイルが更新され
ると、Management Serverを起動できるようになります。

「リポジトリ操作を実行しない」を選択した場合、「構成ファイルにアクセス不能」ページが
最後のページになります。「次」ボタンは使用不可になります。変更は実行されません。こ
の場合には、前のページに戻るか、処理を取り消します。

注意注意注意注意 : 次のページに進むには、このページのパラメータを少なくとも 1つ変更
する必要があります。何も変更せずに「次」ボタンを押すと、「構成パラメータ
は変更されていません。変更するか、取り消してください」というエラー・メッ
セージが表示されます。この場合、Enterprise Manager Configuration Assistant
では、次のページに移動できません。
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構成ファイルにアクセス不能
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                                                            トラブルシューティン
C

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

Oracle Enterprise Managerをインストールまたは使用する前に、『Oracle Enterprise 
Manager 日本語リリース・ノート』に記載されている互換表を確認してください。

この章では、考えられるトラブルシューティングの問題を説明します。

� オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告

� ロギングとトレースの設定

� Management Serverのトラブルシューティング

� ポケットベル・サービスのトラブルシューティング

� Webブラウザのトラブルシューティング

� パスワードの再設定

� Enterprise Manager Configuration Assistantのトラブルシューティング

� omsconfig.propertiesファイルに関する許可の変更

� SGAサイズの決定

� ジョブ通知のトラブルシューティング

オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告
Oracle Enterprise Managerをご使用の際に問題が発生した場合は、多くの有効な情報を取得
できます。

オラクル社カスタマ・サポート・センターにお問合せになる前に、まず、マニュアルや
『Oracle Enterprise Manager 日本語リリース・ノート』を調べてみてください。Oracle 

Enterprise Managerのマニュアルのリストは、「はじめに」の xiページの「ドキュメント・
セット」に出ています。
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オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告
マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル
特に利用価値の高いマニュアルは、次のとおりです。

� 『Oracle Enterprise Manager 日本語リリース・ノート リリース 2.1』には、Oracle 
Enterprise Managerの最新情報に関する重要な説明とその他の最新ニュースに加えて、
製品の実際の動作とドキュメントの説明との違いについて記載されています。

� 『Oracle Intelligent Agent ユーザーズ・ガイド』では、Oracle Intelligent Agentの管理方
法が説明され、トラブルシューティング情報が提供されています。

� 『Oracle Enterprise Manager メッセージ・マニュアル リリース 2.1』には、Oracle 
Enterprise Managerのエラーについて、考えられる原因と推奨される処置が記載されて
います。

Metalink
マニュアルとオンライン・ヘルプの他に、オラクル社では OracleMetaLinkを提供していま
す。これは、Oraclemetal（Gold、Silver、Bronze）カスタマが、24時間年中無休で利用で
きる電子的なサポート・サービスです。カスタマは、
http://www.oracle.com/supportからオンラインで登録できます。

MetaLink 2.0には、次の機能が用意されています。

� My Headlines

プッシュ・テクノロジを使用して、情報を事前にお届けします。My Headlinesには、
MetaLinkの「My Headlines」セクションにアクセスしたときに、必要な情報のみを取
得できるようにするなど、ユーザー・プロファイルの情報をカスタマイズする機能が用
意されています。また、この情報を電子メールで受信できるように設定することも可能
です。配布される情報は、News & Notes、Knowledge Base、Patches、Bugs、TAR 
Updates、Product Lifecycleおよび Forum Updatesに分類され、製品とプラットフォー
ムに応じて独自に設定することもできます。

� User Administration

企業に対して、MetaLinkユーザーのアクセスを、サポート ID（CSI）レベルで管理で
きるようにします。MetaLinkのいくつかの領域に対して、サイトの特定のユーザーの
みアクセスできるようにする場合は、この機能によって制御できます。たとえば、社内
のヘルプ・デスクの担当者のみが、MetaLinkに TAR（Technical Assistance Request）
を作成できるように許可できます。

� User Profile

連絡先情報の更新、サポート IDの追加と削除、同じサポート IDに登録されている他の
ユーザーの参照、MetaLinkのカスタマイズ、パスワードの変更、各自のライセンス情
報の参照を行います。MetaLinkインタフェースを表示する言語（英語、ドイツ語、フ
ランス語）を選択することもできるようになりました。
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オラクル社カスタマ・サポート・センターへの問題の報告
� Technical Libraries

このライブラリは製品とプラットフォームごとに分類されています。これを使用して、
ユーザーは、サポート・アナリストが「インストール作業や Oracle製品の使用におい
て有効である」と見なした情報にアクセスします。情報には、ドキュメント、ホワイ
ト・ペーパー、問題と解決方法などがあります。

� Forums

技術アナリストに対して質問を送信すると、営業日の 2日以内に回答を受信できます。
すべての Oracleユーザーは、ここでやりとりする情報やアイディアを共有できます。

� File Access

以前の Downloadに相当するもので、このセクションでは、パッチおよびパッチ・セッ
トをMetaLinkから直接ダウンロードできます。パッチ・セットで修正されたバグを特
定するには、『Oracle Enterprise Manager 日本語リリース・ノート』を参照してくださ
い。

� Knowledge Base Search

オラクル社カスタマ・サポート・センターの内部リポジトリで、テキストの全文検索を
行います。高度な検索もできます。

� Bug Search

問合せを行って、Oracle Bug Databaseで公開されているヘッダーと概要にアクセスで
きます。

オラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センター
マニュアルとMetaLinkでは問題が解決しない場合には、オラクル社カスタマ・サポート・
センターに連絡し、次の情報をお知らせください。

1. どのような問題か。

2. 問題が発生したときに何をしていたか。

� 問題が発生した製品またはコンポーネント。

� 実行していた操作。問題が再現可能か。問題を調べるために取った処置。

3. ご使用の環境。

� ご使用のオペレーティング・システムとバージョン。

� ご使用の Oracle Enterprise Managerのリリースとインストール場所。

� ご使用の Intelligent Agentのリリースとインストール場所。

� ご使用のデータベースのリリースとインストール場所。

� Management Serverのインストール場所。
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ロギングとトレースの設定
� ご使用のデータ収集サービスのリリースとインストール場所。

� スキーマ、データ、スクリプトまたはご使用の環境についての関連情報。可能な場
合は、問題を再現できるようにログ・ファイルもお送りください。

4. 表示されたエラー・メッセージと番号。

5. （可能な場合は）トレースを実行し、トレース情報を提供してください。

6. （ログ・ファイルがある場合は）調査して、ログ情報を提供してください。

ロギングとトレースの設定ロギングとトレースの設定ロギングとトレースの設定ロギングとトレースの設定
Oracle Enterprise Managerリリース 2.1のシステムでは、トレースとロギングをサポートし
ています。情報提供のために、データを画面に記録することをトレースといいます。ロギン
グは、トレース情報のファイルへのリダイレクションです。

この項では、次の事項について説明します。

� Management Serverのトレースとロギング

� クライアントのトレース

� Webブラウザのトレース

� ポケットベルのトレース

Management Serverのトレースとロギングのトレースとロギングのトレースとロギングのトレースとロギング
Management Serverのロギングとトレースは、$ORACLE_HOME¥sysman¥configディレク
トリにある omsconfig.propertiesファイルで指定します。

ロギング・プロパティとトレース・プロパティロギング・プロパティとトレース・プロパティロギング・プロパティとトレース・プロパティロギング・プロパティとトレース・プロパティ
ロギング・プロパティとトレース・プロパティは、次のとおりです。

TRACING.ENABLED = <true>|<false>
トレース機能を有効または無効にします。デフォルトは FALSEです。

LOGGING.ENABLED = <true>|<false>
ロギング機能を有効または無効にします。デフォルトは FALSEです。

LOGGING.DIR = <directory_spec>
デフォルトは、$ORACLE_HOME¥sysman¥logとなります。
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ロギングとトレースの設定
TRACING.LEVEL = <oem_trace_levels>
トレース可能な場合に、収集のためのトレース情報の詳細を指定するための値を設定しま
す。

<oem_trace_levels>の有効値は次のとおりです。

� 5 - user:　重要またはエラーのレベルのメッセージのみ表示します。

� 3 - admin:　ユーザー・トレース・レベル・メッセージと警告メッセージを表示します。

� 2 - dev:　adminトレース・レベルのすべてのメッセージ他に、情報メッセージとデバッ
グ・メッセージを表示します。

LOGGING.FILENAME = <filename>
filenameは、デフォルトでは oms.log.0、oms.log.1、oms.log.2のようになります。

LOGGING.MAX_SIZE = <integer>
ログ・ファイルの合計最大サイズを制御します。OEM.LOGGING.MAX_SIZEプロパティに指
定する値の単位は、MBとなります。デフォルト値は 50で、最大 25MBのログ・ファイル
が 2つになります。パラメータを 0に設定すると、1つのログ・ファイルがサイズ制限なし
で使用されます。

LOGGING.MAX_FILE_CNT = <integer>
特定の時間に、ログが対象とするファイルの最大数を定義します。すべてのファイル・サイ
ズの合計は、LOGGING.MAXSIZEプロパティで設定した値以下になるようにします。

デフォルトは 2となります。

注意注意注意注意 :　LOGGING.MAX_SIZE=0（ログ・サイズの制限がない）場合は、
LOGGING.MAX_FILE_CNTは意味がなくなるため、無効になります。

LOGGING.SAVE_PREVIOUS_LOG = <true>|<false>
TRUEは、Management Serverで、前回の呼出しのときから、既存のログ・ファイル名を変
更することを表します。このようなログ・ファイルは、名前が変更される際に、
（yyyyMMddHHmmssの形式の）タイムスタンプが付加されます。

デフォルトは FALSEです。

注意注意注意注意 : LOGGING.DIRを c:¥tempディレクトリに設定するには、「¥¥」を使用
して、LOGGING.DIR=c:¥¥tempと設定する必要があります。

このように指定しない場合は、c:¥tempの「¥t」がタブ文字と解釈され、
Management Serverを起動できなくなります。
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Management Serverログログログログ
Management Serverでは、トレース・メッセージはすべてManagement Serverのログ・
ファイル（oms.log.0、oms.log.1、oms.log.2など）に格納されます。まず 1つのロ
グ・ファイルに、それがいっぱいになると次のファイルに書き込み、最後の 2ファイルがリ
サイクルされます。

Management Serverのログ・ファイルにはサイズ制限があります。デフォルトでは、
Management Serverの起動時に、25MBのログ・ファイルしか作成できません。最初のロ
グ・ファイル名は oms.log.0です。そのファイルが 25MBの上限に達すると、別のログ・
ファイルが作成されます。別のログ・ファイル名は oms.log.1です。そのファイルが
25MB制限に達すると、oms.log.0ファイルが削除され、新しいログ・ファイル、
oms.log.2が作成されます。最後の 2つのログ・ファイルが保存されます。

クライアントのトレースクライアントのトレースクライアントのトレースクライアントのトレース
Enterprise Managerに統合されているすべてのクライアント・アプリケーションのクライア
ント・トレースを有効にするには、$ORACLE_HOME¥sysman¥configディレクトリに格納
されている clientconfig.propertiesファイルに、次のパラメータと値を追加して保存
します。

OEM.TRACING.ENABLED=TRUE
OEM.TRACING_LEVEL=2

さらに、Windows NTの場合のみ、DOSウィンドウをオープンして、次の環境変数を設定
します。

C:¥>SET ORACLE_OEM_CLIENTTRACE=TRUE

次に、OEMAPPスクリプトを使用して、クライアント・アプリケーションを起動します。
STDOUTでクライアント・アプリケーションのロギング・トレースを実行することはできま
せん。つまり、トレースを行って、その出力をファイルにリダイレクトする場合、アイコン
またはショートカットを使用してアプリケーションを起動することはできません。

注意注意注意注意 : バックアップおよびデータ管理のロギングとトレースは、
omsconfig.propertiesファイルにも、次のように指定されています。

OEM.TRACING.ENABLED = TRUE

OEM.TRACING.LEVEL = 2

重要な注意重要な注意重要な注意重要な注意 : Management Serverが起動すると、oms.log.*という名前のそ
れまでのログ・ファイルは、すべて自動的に削除されます。
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Webブラウザのトレースブラウザのトレースブラウザのトレースブラウザのトレース
ブラウザで Oracle Enterprise Managerの起動時に問題が発生した場合は、トレース情報を
収集してから、オラクル社カスタマ・サポート・センターに問題を報告してください。

ブラウザのトレースを設定するには、次の手順を実行してください。

1. ブラウザのセッションを終了します。

2. Javaプラグイン・コンソールを起動します。

Windowsの「スタート」メニューから、「プログラム」→「Oracle JInitiator Control 
Panel 1.1.7+」をクリックします。ウィンドウが表示されます。「Show Java Console」
チェックボックスをクリックし、「適用」をクリックします。プラグイン・プロパティ・
ウィンドウをクローズします。

3. ブラウザを再起動し、Oracle Enterprise Managerを再ロードします。

Javaコンソール・ウィンドウが現れ、プラグインによってロードされた Javaクラスと、
発生する可能性のある例外が表示されます。例外が表示されない場合は、画面いっぱい
の情報が 3回か 4回表示されるごとに画面を消去（「消去」ボタンをクリック）してく
ださい。

4. Javaコンソール・ウィンドウに例外が表示された場合は、ファイルにカット・アンド・
ペーストして、問題の説明と一緒にファイルをオラクル社カスタマ・サポート・セン
ターにお送りください。

ポケットベルのトレースポケットベルのトレースポケットベルのトレースポケットベルのトレース
ポケットベル・サービスは、Management Serverとは別にデバッグやトレースができます。
トレースが使用可能な場合、サーバーによって、すべての電話回線処理や、成功または失敗
についてのトレース情報が書き込まれます。

paging.cfgファイルでは、次のパラメータがトレースに影響を与えます。

TRACING.ENABLED
デバッグで使用するための値を設定します。ポケットベル・サービスは、すべての電話回線
操作に対するトレース文と、成功または失敗を書き込むことにより、ポケットベル通信で発
生した内容をトレースします。

有効値は TRUEまたは FALSEです。値を TRUEに設定する場合は、TRACEFILENAMEと
TRACING.LEVELに値を設定する必要があります。値を FALSEに設定する場合は、
TRACEFILENAMEと TRACING.LEVELには値を指定する必要はありません。

TRACING.LEVEL
トレース可能な場合に、収集のためのトレース情報の詳細を指定するための値を設定しま
す。

指定可能な値は次のとおりです。

� 5 - userレベル :　重要なメッセージとエラー・メッセージを収集します。
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� 3 - adminレベル :　重要なメッセージ、エラー・メッセージ、警告メッセージを収集し
ます。

� 2 - dev:　すべてのトレース情報を収集します。

TRACEFILENAME
トレース可能な場合に、トレースの出力結果を書き込む場所を設定します。

この値には、PAGING_LOG.TRCを設定することをお薦めします。

デフォルトでは、このファイルは、Intelligent Agentの ORACLE_HOME¥SYSMAN¥LOGディ
レクトリに保存されています。

Management Serverのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング
この項の項目は、次のとおりです。

� Management Serverがデフォルト以外の Oracleホームから正しく実行できない場合

� Management ServerがWindows NTの「スタート」メニューから起動できない場合

� クライアント・アクセス用のManagement Serverの変更

� ping間隔の設定

Management Serverがデフォルト以外のがデフォルト以外のがデフォルト以外のがデフォルト以外の Oracleホームから正しくホームから正しくホームから正しくホームから正しく
実行できない場合実行できない場合実行できない場合実行できない場合

UNIXでは、ORACLE_HOME環境変数が、Management Serverが稼動している Oracle
ホームに設定されていない場合は、Management Serverが正しく起動されません。
Management Serverでは、実際の Oracleホームではなく、デフォルトの Oracleホームで、
クラス・ファイルが検索されます。

csh
環境変数は次のように設定します。

setenv ORACLE_HOME '/usr/local/oracle'

ksh/sh
環境変数は次のように設定します。

ORACLE_HOME = '/usr/local/oracle'
export ORACLE_HOME

UNIXシステムの場合、Oracle環境は、coraenv（CSHの場合）または oraenv（その他
のシェルの場合）をコールして設定することもできます。このシェル・スクリプトにより、
任意の識別子の Oracle環境を設定します。この識別子は特定のデータベースでも、
Management Serverソフトウェアが格納されている ORACLE_HOMEを指すものでもかまいま
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せん。これらのスクリプトは、特定のマシンやサーバー・ベースの設定を含むようにカスタ
マイズできます。

coraenvおよび oraenvスクリプトの詳細は、特定のオペレーティング・システムの
Oracle管理ドキュメントを参照してください。

Management Serverがががが Windows NTの「スタート」メニューからの「スタート」メニューからの「スタート」メニューからの「スタート」メニューから
起動できない場合起動できない場合起動できない場合起動できない場合

リポジトリの作成時に、リポジトリ接続情報を保存するように選択していない場合は、
Windows NTの「スタート」メニューからManagement Serverを起動する際に、（データ
ベース・ユーザーの作成で使用された）リポジトリのユーザー名およびそのユーザーのパス
ワードを、Management Serverの起動時に「サービス」ダイアログ・ボックスに指定する必
要があります。

「サービス」ダイアログ・ボックスにリポジトリ接続情報を「サービス」ダイアログ・ボックスにリポジトリ接続情報を「サービス」ダイアログ・ボックスにリポジトリ接続情報を「サービス」ダイアログ・ボックスにリポジトリ接続情報を
入力していない入力していない入力していない入力していない
「サービス」ダイアログ・ボックスに、リポジトリのユーザー名とパスワードを入力しない
場合は、Windows NTのイベント・ログにメッセージが記録されます。詳細は、Windows 
NTのイベント・ログへのアクセスを参照してください。

この場合には、Management Serverは起動されません。

「サービス」ダイアログ・ボックスに誤った接続情報を入力した「サービス」ダイアログ・ボックスに誤った接続情報を入力した「サービス」ダイアログ・ボックスに誤った接続情報を入力した「サービス」ダイアログ・ボックスに誤った接続情報を入力した
誤った接続情報を指定した場合も、Management Serverは起動されません。

Management Serverログ・ファイルには、エラーが記録されます。Management Serverロ
グ・ファイル（oms.log）は、$ORACLE_HOME¥sysman¥logディレクトリに保存されてい
ます。ログの出力をチェックして、問題を特定します。ほとんどの場合、メッセージには
「無効なログイン接続情報です。」と示されます。

画面にエラー・メッセージが表示されない場合は、Windows NTのイベント・ログに情報が
記録されます。詳細は、Windows NTのイベント・ログへのアクセスを参照してください。

Management Serverを再起動し、Management Serverを起動するための正しい接続情報を
「サービス」ダイアログ・ボックスにもう一度入力してください。

Windows NTのイベント・ログへのアクセスのイベント・ログへのアクセスのイベント・ログへのアクセスのイベント・ログへのアクセス
Windows NTのイベント・ログにアクセスして、Management Serverで記録されたイベン
トを表示するには、次のようにします。

1. 「スタート」メニュー→「プログラム」→「管理ツール（共通）」で、「イベント ビュー
ア」を選択します。

2. 「ログ」メニューの「アプリケーション」を選択します。
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3. ログの画面が表示されます。Oracle<Oracle_Home_Name>ManagementServerサービス
で記録されたイベントの中で、赤い停止記号が示されているものをダブルクリックしま
す。これらのものは、エラーがあった場合には、Management Serverによって報告され
ます。

クライアント・アクセス用のクライアント・アクセス用のクライアント・アクセス用のクライアント・アクセス用の Management Serverの変更の変更の変更の変更
複数Management Server環境で 1つのManagement Serverに障害が発生した場合、影響を
受けるのはそのサーバーに接続しているクライアントのみです。各Management Serverは、
同じリポジトリに接続されている他のManagement Serverとは無関係です。

Management Serverノードを、まだManagement Serverが稼動している別のノードに変更
するには、次の手順に従ってください。

1. Oracle Enterprise Managerログインで、Management Serverのプルダウン・リストか
ら、アクセスするリポジトリで構成されているManagement Serverが定義されている
ノードを選択します。

プルダウン・リストに、Management Serverが稼動しているノード名が表示されない場
合は、次の処理を行います。

a. 「Management Server」ボタンをクリックします。「Management Server」ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。

b. 「追加」ボタンをクリックします。「Management Serverの追加」ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。

c. アクセスするリポジトリで構成されている Oracle Management Serverが稼動して
いるノード名を入力し、「OK」をクリックします。

d. プルダウン・リストから、Oracle Management Serverが稼動しているノードを選択
します。

2. Webブラウザ経由で Oracle Enterprise Managerが稼動しているそれぞれのマシンで、
EmWebSite.htmlのページに戻ってマシン名を変更し、Management Serverが稼動して
いるノードを表すようにします。Oracle Enterprise Managerログイン画面で、
Management Serverのマシン名を入力することはできません。

ping間隔の設定間隔の設定間隔の設定間隔の設定
Management Serverのリリース 2.1では、すべてのターゲットは事前に定義された間隔で
pingが実行され、管理対象の状態を監視できるようになっています。

pingを実行する間隔を管理するには、omsconfig.propertiesファイルで次のプロパティを使
用して、pingの間隔を設定します。

oms.vdp.ping_interval=<integer; time in minutes>
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間隔の設定によって、ノードのアップダウン・テストが含まれているイベントで設定した内
容に関係なく、Management Serverがノードのアップダウンに対してテストする間隔が定義
されることに注意してください。

ポケットベル・サービスのトラブルシューティングポケットベル・サービスのトラブルシューティングポケットベル・サービスのトラブルシューティングポケットベル・サービスのトラブルシューティング

ポケットベルが作動しないポケットベルが作動しないポケットベルが作動しないポケットベルが作動しない
ポケットベル・サービスを構成するための指示に従っても、ポケットベルが作動しない場合
は、次の内容を確認してください。

� PAGING.CFGファイルで、必要なプロパティにすべて値が設定されていますか。詳細
は、表 6-1「ポケットベルの構成プロパティ」を参照してください。

� ポケットベル・サービスを構成した後で、Intelligent Agentを再起動しましたか。

� Intelligent Agentの ORACLE_HOME¥Network¥Agent¥Config¥ディレクトリの
NMICONF.LSTファイルに、次の内容が 2つ以上設定されていませんか。この内容は 1
つしか設定できません。エントリが複数ある場合は、次のエントリ以外のものを残して
削除してください。

<drive letter>:¥<the Intelligent Agent’s 
ORACLE_HOME>¥network¥agent¥config¥NMIPAGING.TCL 

たとえば、Intelligent Agentが F:¥Oracle¥Ora81にインストールされている場合は、
エントリは次のようになります。

F:¥Oracle¥Ora81¥network¥agent¥config¥NMIPAGING.TCL

リモートリモートリモートリモート Oracle Management Serverでのポケットベル・サービスの登録でのポケットベル・サービスの登録でのポケットベル・サービスの登録でのポケットベル・サービスの登録
デフォルトでは、ポケットベル・サービスは、ローカルManagement Serverでブート・
ポート 7771を使用して登録するように構成されています。

次のようなManagement Serverを使用する場合は、PAGING.CFGファイルを編集して、リ
モートManagement Serverのサービス登録、または別のブート・ポートのManagement 
Serverでの登録（あるいはその両方）ができるようにします。

� リモート

� デフォルト以外のブート・ポートを使用するように構成済

� リモートで、別のブート・ポートを使用するように構成済

Intelligent Agentの ORACLE_HOME/sysman/configディレクトリの PAGING.CFGファイ
ルに、次のプロパティを追加します。

OEM.MANAGEMENT_SERVER=<oms-hostname>
OEM.MANAGEMENT_SERVER.BOOTPORT=<integer>
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<oms-hostname>には、リモート Oracle Management Serverのホスト名を、<integer>
には、Management Serverが使用しているブート・ポートを指定します。

Enterprise Managerコンソールからのポケットベル・サービス情報の変更コンソールからのポケットベル・サービス情報の変更コンソールからのポケットベル・サービス情報の変更コンソールからのポケットベル・サービス情報の変更
Enterprise Managerコンソールから、ポケットベル・サービスのダイヤル情報（国コード、
市外局番、電話番号、先頭に付加する番号など）を変更できます。次の指示に従って、これ
らのプロパティを編集します。

1. コンソールのナビゲータ・ペインに移動します。

2. 「ポケットベル・サービス」フォルダを開きます。

3. 対象のポケットベル・キャリアで、マウスを右クリックします。

4. 「編集」を選択すると、「ポケットベル・キャリアの編集」ダイアログ・ボックスが表示
されます。

ポケットベルの通知失敗ポケットベルの通知失敗ポケットベルの通知失敗ポケットベルの通知失敗
ポケットベルの通知が失敗すると、ポケットベル・サービスは、あと 3回ポケットベルの送
信を試行します。再試行を行う時間の間隔は、変更できます。デフォルトでは、1分の間隔
で再試行されます。このデフォルト設定を変更するには、Management Serverの
ORACLE_HOME¥sysman¥configディレクトリの OMSCONFIG.PROPERTIESファイルを編
集します。具体的には、次のプロパティ

OEM.PAGING.RETRYINTERVAL=<integer>

を OMSCONFIG.PROPERTIESファイルに追加します。<integer>には、再試行の間隔を
分単位で指定します。

Webブラウザのトラブルシューティングブラウザのトラブルシューティングブラウザのトラブルシューティングブラウザのトラブルシューティング
Webブラウザを起動してコンソールにログインしても、コンソールが稼動しない場合は、
JInitiatorコンソールに次のメッセージが表示されます。

Webブラウザを起動してコンソールにログインした後で、コンソールが停止しました。

@org.omg.CORBA.INITIALIZE[completed=MAYBE, reason=java.net.BindException: 
Cannot assign requested address]

次のステップを実行します。

1. JInitiatorで、プロキシのブラウザ設定を使用していることを確認します。

2. ブラウザに指定したWebサーバー・アドレスに、@.us.oracle.comなどのドメイン
名を追加します。

3. ブラウザの設定を編集し、そのドメインを「no proxy settings for」に追加するか、また
はブラウザの設定を編集して、「Direct Connection to Internet」を選択します。
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パスワードの再設定パスワードの再設定パスワードの再設定パスワードの再設定
自分の SYSMANパスワードを忘れたために、oem_tempに再設定する場合は、次の指示に
従います。

reset_sysman()プロシージャを使用する前に、まず（SQL*Plusを使用して）Management 
Serverリポジトリに接続する必要があります。

1. コマンド・ラインに次のように入力して、SQL*Plusを起動します。

sqlplus

2. 接続情報を要求されたら、次のように入力します。

<emrepository>/<emrepository-pwd>@<em-repository>

すると、データベースに接続します。

たとえば、次のようになります。

mynode/mypassword@mynode.world

これは、デフォルトのリポジトリ名がホスト名であるためです。

3. 次のように入力します。

execute smp_maintenance.reset_sysman();

Enterprise Manager Configuration Assistantのののの
トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

Enterprise Manager Configuration Assistantのエラーのエラーのエラーのエラー
この項では、Enterprise Manager Configuration Assistantのエラー・メッセージと、考えら
れるそれらの原因を説明し、エラー解決の推奨処置を提示します。

omsconfig.propertiesファイルに接続できないファイルに接続できないファイルに接続できないファイルに接続できない
omsconfig.propertiesファイルが書込み不可の場合、「構成ファイルにアクセス不能」
ページが表示されます。詳細は、B-9ページの「構成ファイルにアクセス不能」を参照して
ください。

選択したデータベース・ユーザーに、必要な選択したデータベース・ユーザーに、必要な選択したデータベース・ユーザーに、必要な選択したデータベース・ユーザーに、必要な DBA権限がない権限がない権限がない権限がない
選択したデータベースに DBAユーザーとしてログインするとき、Configuration Assistant
によって、ユーザーに必要な権限があるかどうかがチェックされます。必要な DBA権限が
ない場合は、「選択したデータベース・ユーザーに、必要な DBA権限がありません。DBA
権限を持つユーザーとして、データベースにログインしてください。」というメッセージが
表示されます。「OK」をクリックして、メッセージ・ボックスを消します。正しい接続情報
を入力して、処理を続行します。接続情報を入力して、再試行します。
                                                                    トラブルシューティング C-13



Enterprise Manager Configuration Assistantのトラブルシューティング
リポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗したリポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗したリポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗したリポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗した
無効なユーザー名、パスワードまたはサービスを入力すると、失敗を示すエラー・メッセー
ジが表示されます。たとえば、次のようになります。「接続に失敗しました。ORA-01017:
ユーザー名 /パスワードが無効です ;ログインは拒否されました。」というメッセージが表
示されます。「OK」をクリックして、メッセージ・ボックスを消します。データを入力し、
再度試みてください。

ユーザーがすでに存在するユーザーがすでに存在するユーザーがすでに存在するユーザーがすでに存在する
ユーザーがすでに存在しており、Enterprise Managerリリース 2の不完全なリポジトリが含
まれています。リポジトリの作成、削除またはアップグレードの操作が進行中であるか、前
の操作が失敗した可能性があります。現在の操作を続行すると、不完全なコンポーネントが
置き換えられて、不足しているコンポーネントがリポジトリに作成されます。

次のいずれかを選択してください。

� 別のユーザーを選択

� 処理を続行して、選択したリポジトリを使用

リポジトリ操作がすでに実行されている場合は、続行できません。同じリポジトリで複数の
操作を同時に実行すると、リポジトリが破損することがあります。

ユーザーユーザーユーザーユーザー“<username>”には、最新のには、最新のには、最新のには、最新の Enterprise Manager V2リポジトリがすでに含まれてリポジトリがすでに含まれてリポジトリがすでに含まれてリポジトリがすでに含まれて
いるいるいるいる
ユーザー “<username>”には、最新の Enterprise Managerリリース 2のリポジトリがすでに
含まれています。現在のリポジトリを上書きするには、最初に「削除」オプションを使用し
ます。

ユーザーはすでに存在し、ユーザーはすでに存在し、ユーザーはすでに存在し、ユーザーはすでに存在し、V1リポジトリが含まれているリポジトリが含まれているリポジトリが含まれているリポジトリが含まれている
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、選択したリポジトリ名が、データ
ベースの既存のユーザーおよびスキーマの名前で存在し、その中に Oracle Enterprise 
Managerリリース 1.xのリポジトリが含まれていることが検出された場合は、次のメッセー
ジが表示されます。「そのユーザーはすでに存在し、V1リポジトリが含まれています。リ
リース 2のリポジトリは、リリース 1のリポジトリと同じスキーマに共存させられません。
別のユーザー名を選択してください。」

ユーザーはこのデータベースにすでに存在するユーザーはこのデータベースにすでに存在するユーザーはこのデータベースにすでに存在するユーザーはこのデータベースにすでに存在する
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、選択したリポジトリ名がデータベー
スの既存のユーザーおよびスキーマの名前で存在し、その中に Oracle Enterprise Manager
リリース 2.xおよびリリース 1.xのリポジトリが含まれていないことが検出された場合は、
次のメッセージが表示されます。「ユーザーはこのデータベースにすでに存在します。この
ユーザーのスキーマ内にリポジトリを作成しますか。」

「いいえ」を選択すると、異なるユーザー名を選択できます。

「はい」を選択すると、「リポジトリ作成のサマリー」ページが表示されます。詳細は、2-12
ページの「ステップ 5「リポジトリ作成のサマリー」」を参照してください。
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このマシンのこのマシンのこのマシンのこのマシンの Management Serverにより、現在サービスにより、現在サービスにより、現在サービスにより、現在サービス <service_name>内のユーザー内のユーザー内のユーザー内のユーザー
<user_name>が所有するリポジトリが管理されているが所有するリポジトリが管理されているが所有するリポジトリが管理されているが所有するリポジトリが管理されている
リポジトリの作成中、Configuration Assistantで、管理対象リポジトリが
omsconfig.propertiesファイルですでに指定されていて、そのリポジトリと異なるリポ
ジトリを作成している場合、次のメッセージが表示されます。「このマシンのManagement 
Serverにより、現在サービス <service_name>内のユーザー <user_name>が所有するリポ
ジトリが管理されています。ここで、サービス <service_name>内のユーザー <user_name>
が所有するリポジトリを管理するように変更しますか。」

「はい」を選択すると、構成が更新されます。構成ファイルへの変更を有効にするには、
Management Serverを停止して再起動してください。「いいえ」を選択すると、構成ファイ
ルは更新されません。選択した内容が、「リポジトリの作成サマリー」ページおよび
「Configuration Assistantの進行」ウィンドウのステップに反映されます。

ユーザーのデフォルト表領域または一時表領域をユーザーのデフォルト表領域または一時表領域をユーザーのデフォルト表領域または一時表領域をユーザーのデフォルト表領域または一時表領域を SYSTEMに選択したに選択したに選択したに選択した
Configuration Assistantでは、Oracle Enterprise Managerリポジトリに対するユーザーを作
成する際に、デフォルトの表領域と一時的に使用する表領域を指定するように要求されま
す。いずれかの表領域に SYSTEMを選択すると、Configuration Assistantには「ユーザーの
デフォルト表領域または一時表領域を SYSTEMに選択しました。SYSTEM表領域を、デー
タ・ディクショナリ表と SYSTEMロールバック・セグメント専用に使用することをお薦め
します。よろしいですか。」というメッセージが表示されます。別の表領域を選択してくだ
さい。

リポジトリのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリのデフォルト表領域に十分な空き領域がない
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、リポジトリのデフォルト表領域に十
分な空き領域がないことが検出された場合、次のメッセージが表示されます。「リポジトリ
のデフォルト表領域には十分な空き領域がありません。」考えられる解決方法は、C-15ペー
ジの「リポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がない」を参照して
ください。

リポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がない
Configuration Assistantは、リポジトリに対して選択されたデフォルトの表領域に、適切な
属性および特性があるかどうか確認します。この表領域に十分な空き領域がない場合は、次
のメッセージが表示されます。「リポジトリのデフォルト表領域には十分な空き領域があり
ません。」

リリース 8.1.xでは、OEM_REPOSITORY表領域があれば、それを使用してください。これ
は、Enterprise Managerのデフォルトの表領域です。

新しいユーザーでリポジトリを作成する場合は、「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」画
面では、OEM_REPOSITORY表領域を作成するように推奨されます。Enterprise 
Configuration Assistantを使用して OEM_REPOSITORY表領域を作成すると、表領域には、
必ず正しい属性および特性が定義されます。

ただし、必要に応じて別の表領域を作成することも、既存の表領域のサイズを拡張すること
もできます。
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Oracle Enterprise Managerリポジトリの記憶域要件とディスクの領域割当てを決定する場合
は、付録 D「リポジトリのサイズ設定」を参照してください。

OEM_REPOSITORY表領域が存在しない場合の作成表領域が存在しない場合の作成表領域が存在しない場合の作成表領域が存在しない場合の作成
OEM_REPOSITORY表領域が作成されていない場合は、Enterprise Manager Configuration 
Assistantの「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」ページの「新規の OEM_REPOSITORY
表領域の作成（推奨）」オプションが有効になります。

OEM_REPOSITORY表領域を作成する場合は、このオプションを選択します。Enterprise 
Manager Configuration Assistantを使用して OEM_REPOSITORY表領域を作成すると、表
領域には適切な属性および特性が定義されます。これを、ユーザーのデフォルト表領域とし
て使用します。

別の表領域の作成別の表領域の作成別の表領域の作成別の表領域の作成
DBA Studioの Storage Managementを使用して新しい表領域を作成する場合は、次の項に
記載されている処理を実行します。

1. DBA Studioをスタンドアロン・モードで起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「DBA Management Pack」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。

� UNIXの場合

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio

ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「データベースに直接接続」
を選択し、「OK」をクリックします。

2. DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのアイコンをクリックし、SYSDBA
権限を持つユーザーとしてデータベースに接続します。

3. 「オブジェクト」メニューの「作成」を選択し、「表領域」を選択して「作成」をクリッ
クします。「作成 表領域」プロパティ・シートが表示されます。

注意注意注意注意 : DBA Studioの Storage Managementを使用して、別の表領域を作成、
または既存の表領域のサイズを拡張する場合は、Configuration Assistantを終了
する必要はありません。
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4. 「作成 表領域」プロパティ・シートの「一般」ページに、新しい表領域名を入力し、こ
の表領域を使用して永続的なデータベース・オブジェクトを保持するように指定しま
す。

5. 「データ・ファイル」セクションに、新しいデータ・ファイルのサイズを指定します。
「ファイル名」および「ファイル・ディレクトリ」の列には、デフォルトの内容が自動
的に設定されます。

6. データ・ファイル名（<name>.ora）の隣に表示されている「+」記号を右クリックし、
「編集」を選択して、データファイル行をダブルクリックするか、「編集」ボタン（鉛筆
型のアイコン）を選択します。「作成 データファイル」プロパティ・シートが表示され
ます。

7. 「作成 データファイル」プロパティ・シートの「記憶領域」ページで、「満杯時に自動的
にデータファイルを拡張（AUTOEXTEND）」ボックスを選択して、データベースでこ
れ以上の領域が必要になった場合に、サイズが自動的に拡張されるようにします。

8. 「作成 データファイル」プロパティ・シートの「OK」ボタンをクリックします。

9. 「作成 表領域」プロパティ・シートの「記憶領域」ページで、領域を管理する方法を選
択します。ここで指定した方法は、後で変更できます。

10.「作成 表領域」プロパティ・シートの「作成」ボタンをクリックします。

既存の表領域のサイズを拡張既存の表領域のサイズを拡張既存の表領域のサイズを拡張既存の表領域のサイズを拡張
DBA Studioの Storage Managementを使用して、既存の表領域のサイズを拡張するには、
この項で説明する手順に従ってください。

1. DBA Studioをスタンドアロン・モードで起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「DBA Management Pack」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。

� UNIXの場合

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio

ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「データベースに直接接続」
を選択し、「OK」をクリックします。

2. DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのアイコンをクリックし、SYSDBA
権限を持つユーザーとしてデータベースに接続します。

3. Storage Managementのノードを展開します。
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4. 「データファイル」フォルダから、拡張するデータファイルをダブルクリックします。
「データファイル」プロパティ・シートの「一般」ページが表示され、データファイル
のファイル・サイズを編集できます。

5. 「一般」ページの「適用」ボタンをクリックします。

6. 「記憶領域」タブをクリックします。「データファイル」プロパティ・シートの「記憶領
域」ページが表示されます。

7. 「満杯時に自動的にデータファイルを拡張（AUTOEXTEND）」ボックスを選択し、「適
用」ボタンをクリックします。

リポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータリポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータリポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータリポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータ
Oracle Management Serverは、クライアントおよび管理対象ノードのかわりに作業を行って
いる場合には、複数のリポジトリ・データベース・セッションをオープンできません。

通常、1つのManagement Serverで必要なセッション数は 3～ 5個で、Management Server
の負荷によって異なります。次のような状況では、通常以上のリポジトリ・データベースの
セッションが必要になります。

� 多数のコンソールがジョブの発行またはイベントの登録を行っている場合

� 複数のManagement Serverが同じリポジトリを使用している場合

� 多数の Intelligent AgentがManagement Serverに通知を送信している場合

Enterprise Managerのリポジトリで使用されているデータベースに対して他のアプリケー
ションもアクセスすると、データベースのセッション負荷が高くなります。これは、データ
ベースを設定する際に考慮しておく必要があります。

Oracle Enterprise Managerに対するプロセスの設定が低すぎる場合は、
Oracle_OEM_Home/sysman/logディレクトリの oms.logファイルに、次のようなエ
ラー・メッセージが示されます。

can’t open a session

負荷が高くなった場合、またはリポジトリが定義されているデータベースに複数のアプリ
ケーションがアクセスしている場合は、負荷に応じて、データベースの init.oraのプロセ
ス・パラメータの値を増やすことが可能です。

Instance Managementを使用して、データベースのパラメータを変更するには、この項で説
明する手順に従ってください。

1. DBA Studioをスタンドアロン・モードで起動します。

� Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニュー→「プログラム」→
「Oracle-<Oracle_Home_Name>」→「DBA Management Pack」→「DBA Studio」
を選択して、DBA Studioを起動できます。
C-18　Oracle Enterprise Manager構成ガイド                             



omsconfig.propertiesファイルに関する許可の変更
� UNIXの場合

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、DBA Studioを起動できます。

oemapp dbastudio

ログイン・ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで「データベースに直接接続」
を選択し、「OK」をクリックします。

2. DBA Studioのナビゲータ・ツリーでデータベースのアイコンをクリックし、SYSDBA
権限を持つユーザーとしてデータベースに接続します。

3. Storage Managementのノードを展開します。

4. 「データベース」プロパティ・シートの「一般」ページで、「すべての初期化パラメー
タ」ボタンをクリックします。

5. パラメータの値を変更します。

6. 「すべての初期化パラメータ」ページで、「別名で保存」ボタンをクリックします。「初
期化パラメータを保存」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7. 完全なディレクトリ・パスとファイル名を入力するか、「参照」ボタンを使用してロー
カルのオペレーティング・システムを検索してファイルを検出し、ファイル名を入力し
ます。

8. 「OK」を押してファイルを保存します。

omsconfig.propertiesファイルに関する許可の変更ファイルに関する許可の変更ファイルに関する許可の変更ファイルに関する許可の変更
リポジトリの作成時に、リポジトリ接続情報を omsconfig.propertiesファイルに保存
するように選択した場合に、このファイルに関する許可を変更して、ファイルを参照できる
ユーザーを制限することがあります。

ファイルに関する許可を変更すると、他のユーザーはファイルを参照できなくなります。

UNIXの場合の場合の場合の場合
ファイルの許可を変更するには、コマンド・プロンプトで次のように入力します。

$ chmod 600 omsconfig.properties

このコマンドによって、ファイルの所有者のみが読込みおよび書込みできるようになりま
す。

注意注意注意注意 : omsconfig.propertiesファイルに保存されているリポジトリ接続情
報では、パスワードはプレーン・テキストではありません。パスワードが存在す
る場合は、暗号化されてファイルに保存されています。
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Windows NTの場合の場合の場合の場合
ファイルの許可を変更するには、次のステップを実行します。

1. 「スタート」メニュー→「プログラム」で、「Windows NT エクスプローラ」を選択しま
す。

2. Oracle_Home/sysman/configディレクトリで、omsconfig.propertiesファイ
ルを選択します。

3. 選択したファイルでマウスを右クリックし、ポップアップ・メニューの「プロパティ」
を選択します。

4. 「プロパティ」ダイアログ・ボックスの「セキュリティ」タブを選択します。注意注意注意注意 :　こ
のステップは、NTFSファイル・システムにのみ適用されます。

5. 「セキュリティ」ページの「アクセス権」ボタンを押して、「ファイルのアクセス権」ダ
イアログ・ボックスを表示します。デフォルトでは、「Everyone」に「フル コントロー
ル（ALL）」が設定されています。「アクセス権の種類」は「フル コントロール」です。

6. 「削除」ボタンをクリックして、このエントリを削除します。

7. 「追加」ボタンをクリックして、「ユーザーとグループの追加」ウィンドウを表示しま
す。

8. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックして、すべてのユーザーを表示します。

9. Management Serverを通常に起動し、Enterprise Manager Configuration Assistantを使
用するユーザーを選択し、「アクセス権の種類」フィールドで、ドロップダウン・リス
トから「フル コントロール」を選択します。

10.「OK」ボタンをクリックして、「ユーザーとグループの追加」ダイアログ・ボックスを
終了します。

11.「OK」ボタンをクリックして、「ファイルのアクセス権」ダイアログ・ボックスを終了
します。

12.「OK」ボタンをクリックして、「プロパティ」ダイアログ・ボックスを終了します。

複数のユーザー名にアクセス権限を付与できます。

SGAサイズの決定サイズの決定サイズの決定サイズの決定
SGAのサイズは、主に 2つの要素によって決定されます。

� インスタンスで使用できる RAMの容量

� インスタンスで予想されるアクティビティの量

インスタンスで使用できる RAMの容量とは、リポジトリのインスタンスで専用に使用され
るメモリーです。この中には、リポジトリのホスト・ノード上の、他のインスタンスおよび
アプリケーションで必要なメモリーは含まれないようにします。アクティビティの量には、
有効な（発行された）ジョブ、有効な（登録されている）イベント、監視対象のホスト、接
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ジョブ通知のトラブルシューティング
続した管理者が、すべて含まれます。アクティビティが増加すると、インスタンス上の要求
も増加します。

インスタンスがManagement Serverリポジトリ専用である場合は、最低限必要なサイズは、
次のようになります。

db_block_size = 2048             # EM is a strict OLTP application

db_block_buffers = 2048           # **May need increase under heavy load**

sort_area_size = 128000           # **May need increase under heavy load**

sort_area_retained_size = 128000  # **May need increase under heavy load**

log_buffer = 64000               # **May need increase under heavy load**

Management Serverのリポジトリのトランザクションが短い傾向にあれば、ロールバック領
域は問題にはなりません。トランザクション（前述のものに対するアクティビティ）が多い
ことが予想される場合は、REDOログ・サイズおよび log_bufferサイズを確認してくださ
い。

ジョブ通知のトラブルシューティングジョブ通知のトラブルシューティングジョブ通知のトラブルシューティングジョブ通知のトラブルシューティング
問題問題問題問題
ジョブ通知が配布されずに、コンソールの状態ではスケジュール済のままになります。ジョ
ブは作動するときも、しないときもあります。ジョブを再発行すると、「ジョブはすでに発
行されています。」というエラーが表示されます。

解決方法解決方法解決方法解決方法
Agentが、異なる IPアドレスで稼動している 2つのコンソールに対して、ジョブの状態と
出力を配布している可能性があります。

あるノードで使用しているリポジトリと同じ名前のリポジトリを使用して、別のノードで別
の Enterprise Managerが稼動していることが考えられます。どちらのマシンが最後に登録さ
れたかによって、一方のノードへ配布されるジョブ通知と、他方のノードへ配布されるジョ
ブ通知があります。ノード上で稼動しているManagement Serverを確認し、いずれかを正
しいManagement Serverとして定義する必要があります。
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                                                           リポジトリのサイズ設
D

リポジトリのサイズ設定リポジトリのサイズ設定リポジトリのサイズ設定リポジトリのサイズ設定

この付録では、Oracle Enterprise Managerのリポジトリに対して、記憶域要件とディスクの
領域割当てを決定する際のガイドラインについて説明します。領域の要件は、使用する
Oracle Enterprise Managerツールで行う処理、および実行する作業で生成されるデータ量に
よって異なります。また、リポジトリが作成されるデータベースのリリースの違い（リリー
ス 8.1.6と 8.0.6など）によっても、リポジトリのデータの量の増加は多少異なります。

通常のインストール・セッションから新しいリポジトリを作成する際に、リポジトリに対す
るデフォルトの構成を確定すると、OEM_REPOSITORYという新しい表領域が生成されま
す。OEM_REPOSITORY表領域には、Oracle Enterprise Managerコンソール、DBA 
Management Pack、および個別にライセンスを取得できるすべてのパックのリポジトリ・オ
ブジェクトが含まれます。これらのパックでは、インストールしたか、またはライセンスを
取得したかどうかに関係なく、個別にライセンスを取得できるものがすべて対象となりま
す。また、リポジトリが作成されるデータベースのリリースによって、リポジトリを最初に
6～ 26MBのハード・ディスク領域に割り当てることができます。

実際に Oracle Enterprise Manager製品をどのように使用するかによって、リポジトリのサ
イズを拡張できます。リポジトリのデータ量がどのくらい増加するかを決めるには、次の表
を参照してください。リポジトリ・サイズの増加に適合できるように、デフォルトの
OEM_REPOSITORY表領域は、自動拡張に設定されています。たとえば、小規模な 1つの
データベースに対して Capacity Plannerを使用して、デフォルトの OEM_REPOSITORY表
領域を 4MBの割当てで作成したとします。しかし、実際には（大規模な 3つのデータベー
スなどの）標準的な基準で Capacity Plannerを使用すると、リポジトリのサイズは、概算で
16MBに増加します。このような場合には、表領域は、増加量に合せて自動的に拡張されま
す。

通常のインストール・セッションから新しいリポジトリを作成し、既存の表領域を使用する
場合は、次のステップに従って、リポジトリで使用するディスク領域がどのくらい増加する
かを決定します。

1. 「製品」列を参照して、使用している製品を検索します。

2. それぞれの製品で実行する操作を、「状況」列で識別します。
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3. それぞれの操作に対して、ハード・ディスクの領域に「割当て」列の容量を追加しま
す。これらの必要量の合計が、リポジトリの予想サイズとなります。

製品製品製品製品 状況状況状況状況 割当て割当て割当て割当て

Oracle Enterprise Manager
コンソールと DBA 
Management Pack

� コンソールとDBA Management 
Packのみを使用する。

� ジョブ履歴にはほとんど保存し
ない。

4～ 9MB

Oracle Diagnostics Pack � 4MB未満のトレース・データを
収集する。

� 小規模な 1つのデータベースで
数日 Capacity Plannerを使用す
る。

8MB

� 4～ 20MBのトレース・データを
収集する。

� 中規模の 1つのデータベースで
数か月 Capacity Plannerを使用
する。

30MB

� 20～ 60MBのトレース・データ
を収集する。

� 最大 3つの大規模なデータベー
スで数か月 Capacity Plannerを
使用する。

80MB

Oracle Tuning Pack 次の範囲未満で保存

� チューニングされた SQL文 :　
50個

� 有効なチューニング・セッショ
ン :　5

� ジョブ履歴の表領域ジョブ :　10
個

15MB未満

次の範囲で保存

� チューニングされた SQL文 :　
50～ 150個

� 有効なチューニング・セッショ
ン :　5～ 15

� ジョブ履歴の表領域ジョブ :　10
～ 30個

15～ 45MB
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次の範囲を超えるものを保存

� チューニングされた SQL文 :　
150個

� 有効なチューニング・セッショ
ン :　15

� ジョブ履歴の表領域ジョブ :　30
個

90MB以上

Oracle Change Management 
Pack

� 約 500個のオブジェクトを持つ
スキーマ

ベースライン :　1個（2つの
バージョンで保存）

保存されている比較 :　1個

変更計画 :　1個（スキーマを伝
播）

10MB

� 約 500個のオブジェクトを持つ
スキーマ

ベースライン :　2個（2つの
バージョンで保存）

保存されている比較 :　2個

� 変更計画 :　5個

25MB

� 約 500個のオブジェクトを持つ
スキーマ

ベースライン :　5個（2つの
バージョンで保存）

保存されている比較 :　5個（2
つのバージョン）

� 変更計画 :　10個

50MB

Oracle Management Pack for 
Oracle Applications

� 小規模な 1つのデータベースで
数日 Capacity Plannerを使用す
る。

4MB

� 中規模の 1つのデータベースで
数か月 Capacity Plannerを使用
する。

10MB

製品製品製品製品 状況状況状況状況 割当て割当て割当て割当て
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たとえば、次のような状況であるとします。

� コンソールと DBA Management Packを標準で使用します。ただし、通常は大量の出力
はジョブ履歴に保存しません（約 7MB）。

� 約 45MBのトレース・データを収集します（約 45MB）。

� 最大 3つの大規模なデータベー
スで数か月 Capacity Plannerを
使用する。

20MB

Oracle Management Pack for 
SAP R/3

� 小規模な 1つのデータベースで
数日 Capacity Plannerを使用す
る。

4MB 

� 中規模の 1つのデータベースで
数か月 Capacity Plannerを使用
する。

10MB

� 最大 3つの大規模なデータベー
スで数か月 Capacity Plannerを
使用する。

20MB

Oracle Standard 
Management Pack1

� 約 500個のオブジェクトを持つ
スキーマ

ベースライン :　1個（2つの
バージョンで保存）

保存されている比較 :　1個

10MB

� 約 500個のオブジェクトを持つ
スキーマ

ベースライン :　2個（2つの
バージョンで保存）

保存されている比較 :　2個

20MB

� 約 500個のオブジェクトを持つ
スキーマ

ベースライン :　5個（2つの
バージョンで保存）

保存されている比較 :　5個（2
つのバージョン）

40MB

1 個別にライセンスを取得できる他のパックは、Oracle8i Enterprise Editionで使用できますが、Oracle 
Standard Management Packは、Oracle8i standard editionでのみ使用できます。

製品製品製品製品 状況状況状況状況 割当て割当て割当て割当て
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� ごく少量のデータに対して Capacity Plannerを使用します（約 4MB）。

� チューニングされた SQL文を約 100個、有効なチューニング・セッションを 11、ジョブ
履歴の表領域ジョブを 25個保存します（約 32MB）。

この場合には、これらの領域割当ての合計は、88MB（7MB + 45MB + 4MB + 32MB）となり
ます。したがって、リポジトリに対して約 88MBの割当てを想定できます。

重要重要重要重要 : ここで説明している内容は、Oracle Enterprise Managerの環境のデフォ
ルト構成に基づいたガイドラインにすぎません。実際のリポジトリのサイズ設定
要件は、設定されたカスタム構成によって、異なります。コンソールおよび各種
のパックで、実際にどのアプリケーションを使用しているか、パラメータをどの
ように構成したか、などによって、リポジトリで必要とするディスク領域は異な
ります。たとえば、Oracle Diagnostics Packのデフォルトのサンプリング間隔は
5分です。このサンプリング間隔を短くする場合は、より多くのディスク領域を
割り当てる必要があります。ジョブ履歴に保存するデータ量によっても、リポジ
トリで必要な領域の量が異なります。40～ 50MBの大量の出力をジョブ履歴に
保存する場合は、さらに 40～ 50MBのディスク領域が必要になります。
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                                                           Webサーバーの構成とディレクトリ・
E

Webサーバーの構成とディレクトリ・サーバーの構成とディレクトリ・サーバーの構成とディレクトリ・サーバーの構成とディレクトリ・

マッピングマッピングマッピングマッピング

Enterprise Managerにデフォルトでパッケージされている Oracle Application Serverリス
ナーなしで、Oracle Enterprise Manager Webサイトをインストールする場合は、サポート
されているWebサーバーを、次の指示のように構成します。

� Apache 1.3.9（Solaris）

� Oracle Application Server 4.0.8（Windows NTおよび Solaris）

� Internet Information Server（IIS）4.0（Windows NT）

Apache 1.3.9（（（（Solaris））））
1. Enterprise Manager Webサイトを、Oracle Application Serverリスナーなしでインス

トールします。

2. Apache 1.3.9をインストールします。詳細は、Apache固有の構成ドキュメントを参照
してください。

3. Apache home → conf → httpd.conf/を選択し、httpd.confを編集します。Webリス
ナーを停止し、再起動します。

4. ScriptAliasは、サーバー・スクリプトがどのディレクトリに含まれるかを制御します。
ScriptAliasは、基本的には Aliasと同じものですが、実際のディレクトリ（realname
ディレクトリ）のドキュメントが、（クライアントに送信されたドキュメントとしてで
はなく）アプリケーションとして処理され、要求されたときにサーバーで実行される点
が異なります。

ScriptAliasでは、後続の “/”は Aliasの場合と同じルールで使用されます。

ScriptAlias /oem_webstage/cgi-bin
"/private/oemv2/oem_webstage/cgi-bin"

5. 任意の数の別名を追加できます（制限はありません）。次の形式で指定します。
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Oracle Application Server 4.0.8（Windows NTおよび Solaris）
Alias fakename realname

fakenameに後続の “/”が含まれている場合は、サーバーでは “/”もURLに含まれている
と見なされます。この例では、“/icons”ではなく “/icons/”が別名となります。

Alias /icons/ "/usr/local/apache/icons/" 
Alias /oem_webstage "/private/oemv2/oem_webstage/"

6. ScriptAliasで定義された CGIディレクトリが構成されている場合は、そのディレクト
リへ “/apache/cgi-bin”ディレクトリを変更します。

<ディレクトリ "usr/local/apache/cgi-bin">から

<ディレクトリ "/oem_webstage/cgi-bin">へ

AllowOverride all
Allow from all
</Directory>

AddHandlerを使用すると、特定のファイル拡張子をハンドラ（つまりファイルタイプ
に関連付けられていないアクション）にマップできます。ハンドラは、サーバーに組み
込むことも、Actionコマンドで追加することもできます。

サーバー・サイド・インクルードまたは CGIを、ScriptAliasで定義されたディレクト
リ以外で使用するには、次の行をコメントにしないでください。

# 
# To use CGI scripts: 
AddHandler cgi-script .exe

Oracle Application Server 4.0.8（（（（Windows NTおよびおよびおよびおよび Solaris））））

1. Enterprise Manager Webサイトを、Oracle Application Serverリスナーなしでインス
トールします。

2. Oracle Application Server 4.0.8をインストールします。詳細は、Oracle Application 
Server固有の構成ドキュメントを参照してください。

3. 使用するWebブラウザを起動し、http://<webserver>:<admin-port>/の URL
で、Oracle Application Serverリリース 4.0の管理ページを表示します。

たとえば、http://myserver.mydomain:8888/と指定します。

注意注意注意注意 : ここで説明するステップは、Enterprise Managerにデフォルトでパッ
ケージされている Oracle Application Serverリスナーには適用できません。
Oracle Enterprise Managerから個別にインストールした Oracle Application 
Serverにのみ適用されます。
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Internet Information Server（IIS）4.0
4. メイン・セクションの「website40」サイトを展開します。

5. 「HTTPリスナー」セクションで、仮想ディレクトリを実際の（物理的な）ディレクト
リに「ディレクトリ」ページで関連付けます。

6. 仮想ディレクトリを設定した後で、対応するWebサーバー・リスナーを停止し、再起
動します。

Internet Information Server（（（（IIS））））4.0
1. Enterprise Manager Webサイトを、Oracle Application Serverリスナーなしでインス

トールします。

2. Internet Information Server（IIS）4.0をインストールします。詳細は、Internet 
Information Server固有の構成ドキュメントを参照してください。

3. Windows NTの「スタート」メニューで、「Microsoft Internet Information Server 4.0」
→「Internet Service Manager」を選択し、Internet Information Serverを構成します。
「Microsoft Internet Service Manager」画面が表示されます。

4. 「Default Web Site」を選択して右クリックすると、関連するサブメニューが表示されま
す。

5. 「Properties」をクリックし、規定のWebサイトのプロパティ・シートを表示します。

6. ノードの IPアドレスが、プロパティ・シートに正しく設定されていることを確認しま
す。「OK」をクリックします。

7. 右クリックして「service properties」を選択し、「directories」タブを選択します。「追
加」をクリックします。

8. 仮想ディレクトリの名前（oem_webstageなど）を入力します。

ファイルシステムのディレクトリファイルシステムのディレクトリファイルシステムのディレクトリファイルシステムのディレクトリ フラグフラグフラグフラグ 仮想ディレクトリ仮想ディレクトリ仮想ディレクトリ仮想ディレクトリ

<drive>:¥oem_webstage¥ NR /oem_webstage/

<drive>:¥oem_webstage¥cgi-bin¥ CR /oem_webstage/cgi-bin/

注意注意注意注意 : Oracle Application Server 4.0.8を使用する場合は、Microsoft Internet 
Explorer 5.0または Netscape Navigator 4.51以上のブラウザが必要です。

Oracle Application Server 4.0.8でMicrosoft Internet Explorer 4を使用すると、
コンソールの起動時に次のエラーが発生します。

exception: Sun.applet.AppletSecurityException: checkpropsaccess.key
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Internet Information Server（IIS）4.0
9. 次のように設定します。

Alias:　/oem_webstage

Path:　c:/oem_webstage

Access:　Read、Execute

10. 設定を保存した後、「Default Web Site」を展開して、新しい仮想ディレクトリを表示し
ます。

11. 新しい仮想ディレクトリ oem_webstageを選択します。

12.「Action」ボタンをクリックし、「New」、「Virtual Directory」を選択して、次の設定で
追加の仮想ディレクトリを作成します。

Alias:　cgi-bin

Path:　c:¥oem_webstage¥cgi-bin

Access:　Read、Execute

13. 追加の仮想ディレクトリを “¥oem_webstage¥java-plugin”という別名で、ディレクトリ
c:¥oem_webstage¥java-pluginに作成し、次のように設定します。

Alias:　java-plugin

Path:　c¥oem_webstage¥java-plugin

Access:　Read-only

注意注意注意注意 :　アクセス権を実行できないようにしてください。アクセス権を実行すると、プ
ラグインをダウンロードできなくなります。

14. プラグインが、Webブラウザを実行しているシステムにインストールされていることを
確認します。プラグインは、c:¥oem_webstage¥java-pluginディレクトリに保存
されます。
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